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生徒より

特
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要
領
下
の
授
業
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─
真
に
組
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的
な
取
り
組
み
に
す
る
た
め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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異
質
さ
は
力
。

そ
れ
は
思
い
が

同
じ
だ
か
ら

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
校
は
、
地
域
の

専
門
系
高
校
を
再
編
・
統
合
し
て
開
校

し
た
、
6
学
科
を
擁
す
る
総
合
産
業
高
校
で
す
。

各
科
で
は
、
高
い
専
門
性
を
持
つ
産
業
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
を
展
開
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、
複
雑
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
は
、
専
門
性
と
と
も
に
、
幅
広
い
視
野
を
持

つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
彩
な

学
科
を
設
置
す
る
本
校
の
強
み
を
生
か
し
、
学

科
を
超
え
て
生
徒
同
士
が
か
か
わ
り
合
い
な
が

ら
、
多
面
的
に
物
事
を
考
え
ら
れ
る
力
を
育
む

教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
が
学
年
主

任
を
務
め
る
2
学
年
団
で
も
、
複
数
の
学
科
が

共
同
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る

な
ど
、
新
し
い
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

　学
科
や
教
科
を
超
え
て
教
師
同
士
が
つ
な
が

る
こ
と
は
、本
校
に
限
ら
ず
、す
べ
て
の
学
校
で
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
教
師
同
士
が
つ
な

が
る
過
程
で
は
、
意
見
が
対
立

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も

よ
く
、
若
い
担
任
の
先
生
と
教

育
活
動
を
練
り
直
し
て
い
く
中

で
、
意
見
が
衝
突
し
、
火
花
を

散
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
専
門
性
を
備
え
、
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
重
ね
て
き
た
教
師

で
す
か
ら
、
私
と
意
見
が
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

　し
か
し
、「
生
徒
の
た
め
に
」

と
い
う
思
い
は
同
じ
で
す
。
そ

う
し
た
互
い
の
思
い
を
信
じ
る

こ
と
で
、
私
た
ち
教
師
は
ぶ
つ

か
り
合
い
な
が
ら
も
、
教
育
活

動
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
、
と

も
に
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
次
代
を
担
う

若
い
先
生
た
ち
が
１
人
、
ま
た
１
人
と
、
何
か
を

つ
か
ん
で
く
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
何
十
、
何
百
と

い
う
生
徒
に
、
私
た
ち
教
師
の
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
く
…
…
、
私
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

2KVOL3

Abe Kaori 阿
部
か
お
り
先
生

宮
城
県
登と

め米
総
合
産
業
高
校

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
明
る
く

元
気
な
の
が
阿
部
先
生
で
す
。

成
績
が
伸
び
た
生
徒
が
学
年
集
会

で
表
彰
さ
れ
る
時
は
、本
人
以
上
に

阿
部
先
生
が
全
身
で
喜
び
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
の
後
は
、

何
人
も
の
生
徒
に
、「
楽
し
か
っ
た
？
」

と
笑
顔
で
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
ま

る
で
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
で

す
。
先
日
、
担
任
の
先
生
が
、「
阿
部

先
生
は
常
に
生
徒
の
こ
と
を
１
番
に

考
え
て
い
る
。
自
分
も
阿
部
先
生
に

つ
い
て
い
き
た
い
」と
、私
た
ち
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。先
生
方
全
員
が

生
徒
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
、

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

あ
べ
・
か
お
り

　教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任

し
て
５
年
目
。
２
学
年
主
任
。
進
路
指
導
部
。

理
科
。

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
校

　全日
制
／

農
業
科
、機
械
科
、電
気
科
、情
報
技
術
科
、商

業
科
、福
祉
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
４
０

人
／
２
０
２
１
年
度
進
路
実
績（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、札
幌
大
、石
巻
専
修
大
、仙
台

大
、東
北
学
院
大
、日
本
大
な
ど
に
延
べ
11
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就
職

1
0
7
人
。
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読者の先生方がご存じの「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
ご推薦いただける場合は、右の２次元コードをスマートフォン等で読み取っていただき、フォームに沿ってご推薦内容を
ご入力ください。

社会課題に
取り組む高校生に
必要なマインドは？

「まち部。」
糟
か す

谷
や

　遙
はるか

さん （３年生） ／本田和花奈さん（３年生）  ／大平彩
さ

代
よ

さん（１年生）  ／吉田歩
あ ゆ

花
か

さん（１年生） 

奈良県・大和高田市立高田商業高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第8 回
写真右から、大平さん、糟

かす

谷
や

さん、本田さん、
吉田さん。

力
的
な
地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
し

て
発
信
し
た
り
、
地
域
資
源
を
活

用
し
た
特
産
品
の
開
発
を
し
た
り
す
る
な

ど
、
生
徒
が
町
の
様
々
な
課
題
に
取
り
組

む
奈
良
県
・
大
和
高
田
市
立
高
田
商
業
高

校
の
「
ま
ち
部
。」。「
部
」
と
名
乗
っ
て

は
い
る
が
、
ほ
か
の
部
活
動
の
よ
う
に
固

定
の
部
員
が
定
期
的
に
活
動
す
る
わ
け
で

は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
単
位
で
の
活
動

を
ベ
ー
ス
と
し
て
お
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ご
と
に
参
加
す
る
生
徒
は
異
な
る
。

　現
在
、「
ま
ち
部
。」が
抱
え
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
11
件
。
生
徒
が
立
ち
上
げ
た
も
の

も
あ
れ
ば
、
企
業
や
団
体
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
も
の
も
あ
り
、
延
べ
約
１
０
０
人
の

生
徒
が
参
加
中
だ
。

　プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
は
多
種
多
彩
。

１
年
生
の
大
平
彩さ

代よ

さ
ん
、
吉
田
歩あ

ゆ

花か

さ

ん
が
取
り
組
む
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
販
路

を
失
っ
た
野
菜
を
売
る
こ
と
で
農
家
を
助

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
収
益
の
一
部
を
、

大
和
高
田
市
の
姉
妹
都
市
で
、
１
０
０
年

に
一
度
の
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
リ
ズ
モ
ー
市
に
寄
付
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
。
３
年
生
の
本
田
和
花
奈
さ

ん
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
地
元
青
果
店
の
広

報
活
動
の
支
援
に
取
り
組
み
、
同
じ
く
３

年
生
の
糟か

す

谷や

遙は
る
か

さ
ん
は
、
大
手
コ
ン
ビ
ニ

「本気で遊ぶ」気持ちで、
町の様 な々課題を請け負う！

魅
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2022年６月、コロナ禍で販路を失った長芋とごぼうを
販売する生徒の様子。姉妹都市に約12万円の寄付金を
送ることができた。

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
の
「
牛
す
き
焼
き
お
に

ぎ
り
」
の
共
同
開
発
を
成
功
さ
せ
た
。

　「
高
田
商
業
高
校
に
は
、
新
入
生
の
歓

迎
行
事
と
し
て
、
上
級
生
が
す
き
焼
き
を

作
り
、
新
入
生
に
振
る
舞
う
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
2
年
前
に『
ま
ち
部
。』の
先
輩
が
、

そ
の
す
き
焼
き
を
レ
ト
ル
ト
化
し
て
販
売

を
始
め
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
レ
ト
ル
ト

す
き
焼
き
の
知
名
度
を
上
げ
よ
う
と
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
本
部
に
『
牛
す

き
焼
き
お
に
ぎ
り
』
の
企
画
を
持
ち
込
み

ま
し
た
」（
糟
谷
さ
ん
）

　

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
れ
も
実
社
会

と
結
び
つ
い
た
も
の
ば
か
り
。
当

然
、
想
定
通
り
に
は
進
ま
な
い
こ
と
も
あ

る
し
、苦
労
も
多
い
。
野
菜
の
販
売
で
は
、

農
家
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
野
菜
を
、
ど
う

す
れ
ば
鮮
度
を
損
な
わ
ず
に
保
管
・
販
売

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ

た
。
青
果
店
の
広
報
活
動
で
は
、
若
い
世

代
が
実
際
に
お
店
に
足
を
運
ん
で
み
よ
う

と
思
わ
せ
る
も
の
に
す
る
た
め
、
何
度
も

投
稿
内
容
の
修
正
を
繰
り
返
し
た
。「
牛

す
き
焼
き
お
に
ぎ
り
」
の
開
発
で
は
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
生
徒
間
で
意
見

が
分
か
れ
な
が
ら
も
、「
お
い
し
さ
」
と

い
う
答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
向
き

合
っ
た
。

　
か
か
わ
る
人
の
数
が
増
え
、
そ
の
人
た

ち
の
立
場
が
多
様
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、

意
見
が
衝
突
す
る
こ
と
も
多
く
な
る
が
、

そ
れ
で
も
生
徒
た
ち
が
頑
張
り
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
自
ら
の
意
思
で
参
加

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
か
ら
だ
。
担
任
の

教
師
か
ら
、「
今
度
、こ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
始
ま
る
よ
」
と
紹
介
さ
れ
て
、
興
味

を
持
っ
た
人
だ
け
が
参
加
す
る
。
そ
も
そ

も
、「
ま
ち
部
。」
へ
の
参
加
自
体
が
自
由
。

だ
か
ら
意
欲
を
持
っ
て
最
後
ま
で
取
り
組

め
る
と
、
生
徒
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
る
。

　「
高
校
に
入
学
し
て
『
ま
ち
部
。』
で
活

動
を
始
め
た
時
、
担
当
の
大
島
先
生
が
、

『
こ
こ
の
モ
ッ
ト
ー
は
、「
本
気
で
遊
ぶ
」

だ
よ
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ

ん
、
一
緒
に
活
動
す
る
校
内
外
の
方
々
に

失
礼
が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
が
、
高
校

生
の
私
た
ち
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
遊
ぶ

よ
う
な
気
持
ち
で
、
楽
し
み
な
が
ら
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
大
平
さ
ん
）

　
町
に
出
て
、
町
を
知
っ
た
高
校
生
は
、

社
会
に
は
見
過
ご
せ
な
い
た
く
さ
ん
の
問

題
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
そ
し
て
、
教

師
や
町
の
人
々
と
一
緒
に
そ
う
し
た
問
題

の
解
決
に
取
り
組
む
中
で
、「
未
来
」
を

よ
り
よ
く
変
え
て
い
く
た
め
の
力
を
身
に

つ
け
て
い
く
。
い
や
、「
未
来
」
だ
け
で

は
な
い
。
生
徒
は
、「
今
」
も
変
え
て
い

る
の
だ
。

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

設
立	

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年

形
態	

全
日
制
／
商
業
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
２
０
０
人

２
０
２
１
年
度
進
路
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
金
沢
大
、
長
崎
大
、
横
浜
市
立
大
、
大
阪

公
立
大
な
ど
に
37
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
中
央
大
、
明

治
大
、
同
志
社
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
４
１
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就
職
29
人
。

　社会には解決が簡単ではない問題
がたくさんあります。だからと言っ
て高校生は無力なのかというと、そ
うではありません。むしろ、できな
い理由をまずは考えてしまう大人よ
りも、高校生は大きな可能性を持っ
ています。ですから、「まち部。」の
活動を通して生徒に知ってほしい
のは、世界は自分たちの手で変えら
れるということです。「まち部。」の
生徒が根気強く活動に取り組めるの
は、問題の解決そのものが楽しいか
らです。学校の名物を全国に知って
もらうために、新商品を大手コン
ビニエンスストアに提案した生徒た
ちは、「コンビニが駄目なら、次は
ピザチェーンにあたろう」と、次の
策を考えていました。それこそまさ
に「本気の遊び」です。遊びのよう
に楽しんでいるから、生徒はアイデ
アを次々に生み出し、「駄目なら次
へ！」と常に前を向いて、この社会
を変える活動を続けられるのです。

社会を変える経験を
高校時代に積ませたい

奈良県・
大和高田市立
高田商業高校
進路指導部

大島利
と し

隆
た か

プ
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43

お勧めの分掌

▲

44
発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践

化学
山口県立山口高校  石田純一
# ペアワークが授業の軸　# 生徒がつくる「私の問い」　# 単元ごとの「変容シート」

教務担当 担任

お勧めの分掌

▲

48

マイ・ストーリーを語れる生徒を育む進路指導

岩手県立福岡高校
３年次８・９月  志望理由書の作成・面接指導
# 面談で志望の掘り起こし　# クラス集団の力　#50 回以上の模擬面接

進路担当 学年団 担任

お勧めの分掌

▲

52

チーム新課程学年主任
９月10月のポイント
# 生活リズムの確立　# 文理選択への意識づけ　# アーカイブ配信のお知らせ

学年団

お勧めの分掌

▲

28

指導変革の軌跡
埼玉県・私立春

か す か

日部
べ

共栄中学高校
考査・授業時程・学期制の改革
# 中間考査廃止　# 単元テスト　# 完全週５日制　#45 分授業　

教務担当管理職 進路担当

お勧めの分掌

▲

36

輝く学年団を訪ねて
北海道・私立札幌第一高校  2021年度３学年団
# 自律的な学習を促す　# 進路コンパス　# 学校が大好きな生徒

学年団 担任

お勧めの分掌

▲

40

学校危機管理 基礎講座
テーマ 学校管理下での事故
# 大半が部活動と保健体育　# ヒヤリ・ハットを軽視しない　# 生徒への安全教育

管理職

巻頭 未来を描く！　創る！ 
  イノベーティブな生徒たち
  「まち部。」
  糟

かす
谷
や

　遙
はるか
さん（３年生）

  本田和花奈さん（３年生）
  大平彩

さ よ
代さん（１年生）

  吉田歩
あゆ

花
か
さん（１年生）

  奈良県・大和高田市立高田商業高校

 42 これからの進路指導のための
  世の中トレンド解説
  トレンド・ワード　
  メタバース
 60 Reader’s VIEW

特集3

お勧めの分掌

▲

50
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走  クローズアップ！ 就職指導
北海道札幌真

し ん

栄
え い

高校
志望先への熱意の言語化　３年次８月・９月（応募書類の作成〜面接指導）
# 大人目線でのリライト　# 自分と企業をつなぐキーワード　# 志望理由書を書く視点

進路担当 学年団 担任

32
─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート
テーマ 生徒とともに深める観点別評価
広島県立安

あ き

芸府
ふ

中
ちゅう

高校
# ルーブリック　# 生徒とつくる評価　# 三者懇談でプレゼン

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

新
学
習
指
導
要
領
下
の

授
業
改
善

─
真
に
組
織
的
な

取
り
組
み
に
す
る
た
め
の

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

2022 August8
C o n t e n t s
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1
2
3
4

  P. 4		 課題整理

	 		 教師の「リフレクション」の質を高め、４つのポイントを踏まえて、学校全体で授業改善を推進
	 		 国立教育政策研究所　研究企画開発部　総括研究官　千

ち ち ぶ

々布敏弥

  P. 7		 実践事例 1 		千葉県立千葉北高校
	 		 育成を目指す資質・能力と評価規準を示したシラバスを、全科目で作成
	 		 授業実践　P.8国語　P.10生物

  P. 13	 実践事例2 		静岡県立静岡東高校
	 		「総合的な探究の時間」の不断の改善が、教科の授業改善にもつながる
	 		 授業実践　P.14総合的な探究の時間　P.16化学

  P. 19	 実践事例3 		広島県立神
かん

辺
なべ

旭
あさひ

高校
	 		 マスタールーブリックを礎に、生徒の主体的な学びを支援する
	 		 授業実践　P.20地理　P.22英語

  P. 25	 本特集テーマのnext 　
	 		「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させることで、
	 		「主体的・対話的で深い学び」を実現
	 		 上智大学　総合人間科学部教育学科　教授　奈須正裕

新学習指導要領下の
授業改善

─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント

高校の新学習指導要領が実施されて４か月が過ぎました。ご勤務校の１学年団や１年生の様子はいかがでしょうか。

新学習指導要領の理念を実現する場の中心となる授業については、「主体的・対話的で深い学び」の視点からの改善

が求められています。その視点は、以前は「アクティブ・ラーニング」と呼ばれ、既に多くの授業改善の実践が蓄積

されてきました。ただ、そうした授業改善が組織的に進んでいるのかというと、その割合は２割強にとどまっていま

す（弊社の調査結果［＊］より）。また、「全教科・科目の授業に、生徒同士による対話の時間を設けるようにしている」

など、形式的な面のみをもって「組織的に取り組めている」としてしまっているといった声をお聞きすることも少な

くありません。かつて「アクティブ・ラーニング」が「活動あって学びなし」と懸念されたように、「主体的・対話

的で深い学び」の視点からの組織的な授業改善が、「形そろえて学びなし」とならないように留意することが求めら

れます。では、どのような状態になっていれば、真に組織的に推進できていると言えるのでしょうか。今号は、その

点について、現場の声や識者の見解、４月号の特集に登場した３校の実践を基に考えます。

 編集部　統括責任者　柏木　崇	

＊　ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021年２～３月にウェブとファクスで実施。回答校数 1,024 校）

特集
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　新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
た
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
は
、
授

業
づ
く
り
の
主
語
を「
教
師
」か
ら「
学

習
者
」に
転
換
し
た
こ
と
が
、実
に
画

期
的
で
し
た
。そ
う
し
た
背
景
に
は
、

学
校
が
知
識
偏
重
の
授
業
か
ら
な
か
な

か
抜
け
出
せ
な
い
状
況
が
あ
り
ま
し

た
。「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」が
成
立
す
る
の
で
す

（
図
１
）。

　そ
し
て
、新
学
習
指
導
要

領
の
解
説
で
は
、「
主
体
的

な
学
び
」「
対
話
的
な
学
び
」

「
深
い
学
び
」の
視
点
か
ら

の
授
業
改
善
に
よ
っ
て
質
の

高
い
学
び
を
実
現
し
、資
質・

能
力
を
身
に
つ
け
、学
習
内

容
を
深
く
理
解
し
、生
涯
に

わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続

け
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
視
点
か
ら
の

組
織
的
な
授
業
改
善
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
順
守
で
は
な
く
、
教
師
が
「
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
（
省
察
）」
の
質
を
高
め
る

こ
と
で
実
現
し
ま
す
。
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

と
い
う
言
葉
に
よ
り
、「
教
師
の
指
導
」

で
は
な
く
、「
学
習
者
に
と
っ
て
の
学

び
」
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
前
面
に
打

ち
出
し
、
授
業
の
あ
り
方
を
大
き
く
変

え
る
こ
と
を
意
図
し
た
の
で
す
。

　誤
解
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
学
習
者
が
主
語
に
な
る
か
ら
と

言
っ
て
、
教
師
の
主
体
性
は
必
要
な
い

と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
学
習

者
と
教
師
の
双
方
の
主
体
性
が
発
揮
さ

れ
る
と
こ
ろ
に
、資
質
・
能
力
を
育
む

ン
に
は
、「
技
術
的
」「
実
践
的
」「
批

判
的
」
の
３
段
階
が
あ
り
、
教
師
の
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質
は
、
学
校
全
体
で

組
織
的
に
取
り
組
み
、
教
師
同
士
の

教
師
の
「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」の
質
を
高
め
、

４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
、
学
校
全
体
で
授
業
改
善
を
推
進

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
、
真
に
組
織
的
な
取
り
組
み
と
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要
な
の
か
。
教
育
経
営
学
や
授
業
研
究
を
専
門
と
し
、
学

校
の
組
織
開
発
支
援
に
取
り
組
む
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
の
千ち

ち々

布ぶ

敏
弥
総
括
研
究
官
に
話
を
聞
い
た
。

課題整理

国
立
教
育
政
策
研
究
所
　

研
究
企
画
開
発
部 

総
括
研
究
官

千
々
布
敏
弥　
　

ち
ち
ぶ
・
と
し
や

文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
入
省
後
、
大
学
教
員
を
経
て
、

１
９
９
８
年
か
ら
国
立
教
育
研
究
所
（
現
国
立
教
育
政
策
研

究
所
）
の
研
究
官
と
し
て
、
都
道
府
県
・
自
治
体
の
学
力
向

上
施
策
の
支
援
な
ど
を
行
う
。
主
な
著
書
に
、『
先
生
た
ち
の

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
　
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
に
近
づ

く
、た
っ
た
一
つ
の
習
慣
』（
教
育
開
発
研
究
所
）な
ど
が
あ
る
。

学
習
者
と
教
師
、双
方
の
主
体
性
が

深
い
学
び
を
成
立
さ
せ
る

図１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた
「学習者」と「授業者」の視点の往還

※国立教育政策研究所「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の
視点について」（2020）を基に編集部で作成。

「授業者」
における

授業の改善

「学習者」
における

学びの改善

主体的・
対話的で深い

学びの実現

資質・能力の獲得
生きる力の育成
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つ
な
が
り
な
ど
を
強
め
て
い
く
中
で
高

ま
っ
て
い
く
も
の
で
す
（
図
２
）。

　「
技
術
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段

階
に
い
る
教
師
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り

に
技
術
や
手
法
を
授
業
に
適
用
す
る
だ

け
で
す
が
、
一
歩
進
ん
で
「
実
践
的
リ

フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
達
す
る
と
、
場
面

に
応
じ
て
即
興
的
に
意
思
決
定
を
し
て

生
徒
に
対
応
し
ま
す
。「
批
判
的
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段
階
で
は
、
教
科
の

目
標
や
学
校
教
育
目
標
、
育
成
を
目
指

す
資
質
・
能
力
な
ど
を
常
に
意
識
し
、

日
々
の
授
業
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
に
、
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
質
を
高
め
る
視
点
が
、
授

業
改
善
に
は
欠
か
せ
な
い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
の

多
く
は
、
一
部
の
教
師
の
取
り
組
み
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
、
そ
れ

を
い
か
に
し
て
組
織
的
な
取
り
組
み
に

す
る
か
が
課
題
で
す
。
組
織
的
な
取
り

組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
４
つ
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
（
図
３
）。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●１ 

目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る

　
授
業
改
善
を
組
織
的
な
取
り
組
み
に

す
る
上
で
何
よ
り
重
要
な
の
が
、
教
師

間
で
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
で

す
。
学
習
指
導
要
領
の
理
念
や
自
校
の

教
育
目
標
に
照
ら
し
て
、
授
業
で
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
な
ど
を
明
確
に

し
、
そ
の
共
通
認
識
を
図
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
大
阪
教
育
大
学
の
田
村

知
子
教
授
が
提
唱
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
モ
デ
ル
図
（
＊
）

な
ど
を
使
っ
て
、
自
校
の
教
育
目
標
や

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
授
業

に
つ
い
て
、
自
校
の
教
師
同
士
で
議
論

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
既
に
学
校
教
育
目
標
は
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
形
骸
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
形
式
的
、
網
羅

的
に
な
ら
な
い
よ
う
、
真
に
実
現
し
た

い
目
標
に
絞
り
込
み
、
教
科
、
学
年
、

学
校
全
体
の
各
レ
ベ
ル
で
、
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
ょ
う
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●２ 

共
通
の
指
針
を
設
け
、
授
業
を
構
築
す
る

　
教
育
委
員
会
や
学
校
が
、
授
業
改
善

の
た
め
に
、
授
業
の
展
開
や
手
法
な
ど

に
つ
い
て
の
共
通
の
指
針
を
設
け
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
実

践
す
る
の
は
「
技
術
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
あ
り
、
理
想
と
は
遠
い
状
態
で

す
。
し
か
し
、
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
質

は
、
一
足
飛
び
に
高
め
ら
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
共
通
の
指
針
を
あ
る

程
度
参
考
に
し
な
が
ら
授
業
改
善
を
図

る
こ
と
は
効
果
的
で
す
。
他
校
が
成
功

し
た
授
業
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
導
入
す
る
こ

と
も
悪
く
な
い
で
し
ょ
う
。た
だ
し
、そ

の
状
態
を
続
け
る
こ
と
は
感
心
し
ま
せ

ん
。
少
し
ず
つ
実
践
的
・
批
判
的
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
を
取
り
入
れ
て
い
き
ま
す
。

　
単
元
の
目
標
を
意
識
し
、
自
分
で
単

個
人
レ
ベ
ル
の
授
業
改
善
を

学
校
全
体
に
広
げ
る
こ
と
が
重
要

＊　『VIEW21』高校版2016年８月号P.4〜 7参照。
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article06465/

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集

図２

図３

「リフレクション」の３つの段階

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業
改善を、組織的な取り組みにする４つのポイント

※千々布総括研究官への取材を基に編集部で作成。

※千々布総括研究官への取材を基に編集部で作成。

批判的
リフレクション

学校教育目標や育成を目指す生徒像などを常に意
識しながら、目の前の生徒の実態を踏まえて育て
たい力を柔軟に捉え、日々の実践に結びつける。

実践的
リフレクション

教室で起きる事実に従い、その問題解決方法を自
分で考える。即興的に意思決定をして、生徒に対応。

技術的
リフレクション

マニュアル通りに技術や手法を授業に適用する。
生徒の想定外の反応や発言があると対処できない。

１目標・ビジョンを共有する
育てたい生徒像や、育成を目指す資質・能
力などを明確にして教師間で共有し、教師
の目的意識を高める。

２共通の指針を設け、授業を構築する
教育委員会や学校が定める授業の指針など
を参考にして、学校全体で共通の手法を実
践することは、初期段階では効果的。

３個々に創意工夫する余地を持たせる
教師一人ひとりの発想を取り入れる授業改
善を進めるようにし、「エージェンシー（自
主性・自律性）」を発揮させる。

４実践の成果を検証する仕組みを設ける
教師が目標を意識して取り組む姿勢などに
着目して、取り組みの成果を検証し、次の
課題を見いだす。
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元
の
指
導
計
画
を
作
成
し
て
み
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。
学
習
指
導
要
領
や
そ
の

解
説
、教
科
書
を
見
な
が
ら
、単
元
の

授
業
構
成
や
各
授
業
の
内
容
を
検
討
す

る
過
程
で
、「
自
分
は
ど
ん
な
授
業
を

つ
く
り
た
い
の
か
」「
生
徒
が
身
に
つ

け
る
べ
き
力
は
何
か
」
な
ど
に
つ
い
て

じ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
で
、各
教
師
の

授
業
力
は
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●３

個
々
に
創
意
工
夫
す
る
余
地
を
持
た
せ
る

　
共
通
の
指
針
を
参
考
に
し
な
が
ら

も
、
教
師
が
個
々
に
創
意
工
夫
を
す
る

余
地
を
持
た
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

共
通
の
指
針
に
基
づ
い
た
、「
技
術
的

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
よ
る
授
業
を
続

け
る
中
で
、次
第
に「
こ
う
す
れ
ば
も
っ

と
よ
く
な
り
そ
う
だ
」
と
い
っ
た
発
想

が
生
ま
れ
る
こ
と
が
「
実
践
的
リ
フ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
で
す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
が

自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
、「
批

判
的
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
段
階
に
到

達
し
ま
す
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
教

師
の
自
主
的・自
律
的
な
姿
勢
で
あ
り
、

「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
教
育
目
標
が
し
っ
か
り
と
共
有
さ
れ

て
い
る
学
校
で
は
、
教
師
の
授
業
ス
タ

イ
ル
が
次
第
に
似
通
っ
て
き
ま
す
が
、

個
々
の
教
師
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
を
尊

重
す
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、「
毎

授
業
、
生
徒
が
活
動
す
る
時
間
を
最

低
１
回
は
設
け
る
」
と
い
っ
た
一
律
の

ル
ー
ル
を
設
け
る
の
で
は
な
く
、
生
徒

の
状
態
や
学
習
の
目
的
に
応
じ
た
判
断

を
認
め
る
こ
と
で
、
教
師
個
々
の
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
が
発
揮
さ
れ
、
リ
フ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
質
も
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

●
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
ポ
イ
ン
ト
●４

実
践
の
成
果
を
検
証
す
る
仕
組
み
を
設
け
る

　
授
業
改
善
を
効
果
的
に
進
め
る
た
め

に
は
、
成
果
や
課
題
を
検
証
す
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、検
証
で
は
、

目
標
を
意
識
し
て
取
り
組
む
教
師
の
姿

勢
に
着
目
す
べ
き
で
す
。

　
生
徒
が
授
業
の
目
標
を
意
識
す
る

と
、
授
業
の
終
わ
り
に
「
こ
こ
ま
で
理

解
で
き
た
」「
次
は
こ
れ
を
学
び
た
い
」

と
い
っ
た
振
り
返
り
が
自
然
と
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う

に
、「
ど
の
よ
う
に
授
業
を
変
え
た
い

か
」
と
い
っ
た
目
標
を
教
師
が
強
く
意

識
し
て
い
る
と
、
成
果
や
課
題
が
明
確

化
し
ま
す
。
教
師
が
そ
う
し
た
振
り
返

り
が
で
き
る
よ
う
な
検
証
の
仕
組
み
が

望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　
ど
の
学
校
・
教
師
に
も
適
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
授
業
改
善
の
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
存
在
し
ま
せ
ん
。
学
校
が
置
か
れ
て

い
る
環
境
や
教
師
の
状
況
な
ど
が
大
き

く
異
な
る
か
ら
で
す
。「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授

業
改
善
を
、
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す

る
た
め
に
は
、管
理
職
や
分
掌
主
任
が
、

自
校
の
授
業
改
善
の
段
階
を
見
極
め
、

取
り
組
み
の
方
向
性
を
定
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
共
有

さ
れ
て
い
る
か
、
教
師
個
々
の
授
業
改

善
は
進
ん
で
い
る
か
、
教
師
同
士
が
高

め
合
う
関
係
が
で
き
て
い
る
か
な
ど
、

様
々
な
視
点
で
自
校
の
状
態
を
把
握
し

て
く
だ
さ
い
。

　
授
業
改
善
の
進
め
方
も
、
学
校
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、
最
初
に
自
校
の
教
育
目
標
に

つ
い
て
議
論
し
て
、
共
通
の
指
針
を
参

考
に
授
業
改
善
に
取
り
組
み
、
個
々
の

創
意
工
夫
を
促
し
て
い
く
進
め
方
も
あ

れ
ば
、具
体
的
な
実
践
か
ら
入
り
、そ
こ

で
見
え
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
目
標
や

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
考
え
る
と
い
っ
た

進
め
方
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
組
織
に
も

発
達
段
階
が
あ
り
ま
す
か
ら
、「
こ
れ
を

達
成
し
た
ら
、次
は
こ
れ
」と
、状
況
に

鑑
み
て
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
授
業
改
善
を
支
え
る
授
業
研
究
に

も
、
多
様
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。
指
導

案
の
作
成
に
重
点
を
置
く
の
か
、
指
導

案
は
簡
略
化
し
て
授
業
研
究
の
実
施
回

数
を
増
や
す
の
か
な
ど
、
自
校
の
状
況

を
踏
ま
え
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
個
々

の
教
師
と
同
じ
く
、
組
織
も
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
を
発
揮
す
る
こ
と
で
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
に

大
き
く
近
づ
い
て
い
く
は
ず
で
す
。

本
誌
４
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た
３
校
の
実
践
を
紹
介

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
本
誌
４
月
号
の
特
集
に
登
場
し
た
３
校
が
、「
主
体
的
・

対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
を
ど
の
よ
う
に
組
織
的
に
進

め
て
い
る
の
か
、
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
紹
介
し
て
い
く
。

教
師
と
同
じ
く
、
組
織
も

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
の
発
揮
が
必
要
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千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
は
、２
０
２
１

年
度
、教
科
ご
と
に
作
成
し
た
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
、各
科
目
の
シ
ラ
バ
ス

を
整
え
、22
年
度
の
１
学
年
か
ら
シ
ラ

バ
ス
に
基
づ
い
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

　
各
教
科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
は
、
観

点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の
観
点

（
以
下
、
３
観
点
）
と
、「
７
つ
の
北
高

力
」（
徹
底
力
、課
題
発
見
力
、思
考
力
、

実
践
力
、
創
造
力
、
協
働
力
、
自
己
改

善
力
）
を
学
習
評
価
の
観
点
と
し
て
設

定
し
、３
段
階
の
評
価
基
準
を
示
し
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
科
目
の
シ
ラ
バ

よ
っ
て
、
教
師
も
生
徒
も
、
育
成
を
目

指
す
資
質
・
能
力
を
授
業
で
意
識
で
き

る
よ
う
に
し
た
。

　
科
目
担
当
者
は
、
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ

い
て
授
業
案
や
教
材
、
評
価
方
法
な
ど

を
決
め
る
が
、
そ
の
や
り
方
や
手
立

て
は
各
教
科
に
任
さ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
英
語
科
で
は
、
綿
密
な
指
導
計
画

の
下
で
教
師
間
の
足
並
み
を
そ
ろ
え
て

い
る
。
理
科
で
は
、
同
じ
科
目
で
も
異

な
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
う
な
ど
、
教

師
の
裁
量
権
を
大
き
く
し
た
。

　
学
校
全
体
で
の
「
７
つ
の
北
高
力
」

と
各
教
科
の
学
習
目
標
の
到
達
度
は
、

年
２
回
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
に
係
る
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
検
証
す
る
予
定
だ
。

ス
に
は
、
学
習
の
到
達
目
標
や
計
画
、

科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、
評
価
の
材
料・

方
法
を
明
記
し
た
（
図
）。
各
科
目
の
評

価
は
、
教
科
の
到
達
目
標
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
そ
の
目
標
は
「
７
つ
の
北

高
力
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

を
評
価
規
準
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
す
る
こ
と
で
、
各
教
科
が
評
価
の

説
明
責
任
を
果
た
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　
ま
た
、
と
も
す
る
と
、
日
々
の
授
業

で
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
へ

の
意
識
が
薄
れ
が
ち
だ
が
、「
７
つ
の

北
高
力
」
を
結
び
つ
け
た
シ
ラ
バ
ス
に

●1

●2●4 ●3

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.8〜11をご覧ください。

●２

シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
を
共
有
。

そ
の
上
で
、教
師
個
々
の
裁
量
を
重
視

展望 状況授業実践

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
評
価
規
準
を

示
し
た
シ
ラ
バ
ス
を
、
全
科
目
で
作
成

徹
底
し
た
教
師
間
で
の
議
論
を
経
て
教
育
課
程
を
編
成
し
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
で
あ
る
「
７
つ
の
北
高
力
」
を
中
核

と
す
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）
や
、
各
教
科
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
策
定
し
た
千
葉
県
立
千
葉
北
高
校
。
シ
ラ
バ

ス
の
活
用
を
通
じ
て
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
が
活
発
化
し
て
い
る
。

1
実践事例

千葉県立
千葉北高校

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

図 科目のシラバス「現代の国語」（抜粋）

※学校資料を抜粋して掲載。
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国
語
科
で
は
、シ
ラ
バ
ス
を
通
し
て
学
習
の
到
達

目
標
を
共
有
し
て
い
ま
す
。シ
ラ
バ
ス
に
掲
載
し
て

い
る
「
評
価
の
観
点
」
で
は
、
３
観
点
と
「
７
つ
の

北
高
力
」を
ひ
も
づ
け
て
い
る
の
で
、
各
科
目
と
Ｇ

Ｄ
と
の
つ
な
が
り
が
分
か
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
本
時
は
、「
７
つ
の
北
高
力
」
の
う
ち
、
３
観
点

の
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
ひ
も
づ
く
「
思
考
力
・

実
践
力・創
造
力
」
の
育
成
に
重
点
を
置
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
と
し
て

挙
げ
て
い
る
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
伝
え

合
う
力
を
高
め
、
自
分
の
思
い
や
考
え
を
広
げ
た

り
深
め
た
り
す
る
」
こ
と
を
特
に
意
識
し
て
、
授

業
を
構
成
し
ま
し
た
。

　「
現
代
の
国
語
」
は
４
人
で
担
当
し
て
い
ま
す
が
、

教
材
と
評
価
の
材
料
（
授
業
態
度
・
小
テ
ス
ト
・

定
期
考
査
・
提
出
物
）は
科
目
共
通
に
し
て
い
ま
す
。

評
価
の
材
料
の
１
つ
で
あ
る
単
元
末
の
課
題
は
、シ

ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
段
階
で
担
当
者
間
で
話
し
合

い
、
お
お
よ
そ
の
内
容
を
決
め
ま
し
た
。例
え
ば
、

本
時
の
単
元
で
は
、「
筆
者
の
考
え
を
基
に
、
科
学

技
術
の
発
展
が
人
間
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ
し
た

例
に
つ
い
て
考
え
、文
章
に
ま
と
め
る
」と
い
っ
た

課
題
を
設
定
し
ま
し
た
。講
義
形
式
か
、ペ
ア
ワ
ー

ク
な
ど
を
取
り
入
れ
る
か
と
い
っ
た
授
業
の
方
法

も
、シ
ラ
バ
ス
に
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ラ
バ
ス
で
授
業
の
方
向
性
を
統
一
し
つ
つ
、

授
業
の
進
め
方
自
体
は
教
師
の
裁
量
に
委
ね
、
個
々

に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。
本
時
で
は
、
素
材

文
を
読
解
す
る
前
に
、
読
解
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
の
違
い
と
、

そ
れ
ら
が
私
た
ち
の
生
活
に
入
っ
て
き
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
で

話
し
合
わ
せ
ま
し
た
が
、そ
れ
は
私
個
人
の
工
夫
で

す
。
授
業
の
中
に
一
定
の
裁
量
が
あ
る
方
が
、
教

師
の
持
ち
味
や
得
意
分
野
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
教
師
と
し
て
の
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

●１

●２

●３
●３

2 1

１
学
年
担
任

堀
井
瑞
紀　

ほ
り
い
・
み
ず
き

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
６
年
目
。
国
語
科
。

展望 状況授業実践実践事例１ 千葉県立千葉北高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

シ
ラ
バ
ス
の
到
達
目
標
を
意
識
し
て
授
業
を
構
成

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
国
語
／
現
代
の
国
語　
［
分
野
・
単
元
］
山
崎
正
和
『
サ
イ
ボ
ー
グ
と
ク
ロ
ー
ン
人
間
』（
全
４
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
素
材
文
に
登
場
す
る
「
サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
」
の
違
い
を
調
べ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
間
の
生
活

に
入
っ
て
き
た
際
に
生
じ
る
と
思
う
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
考
え
、
そ
れ
を
共
有
し
た
。

３つの言葉の意味を
調べ、定義を共有 到達目標を提示

生徒は各自、サイボーグ・クローン・ロボッ
トの意味を辞書で調べた。挙手をした３人
が、それぞれ調べた内容を発表し、言葉の
定義を全体で共有した。次に、その３つが、
人間の生活に入ってきた際に生じると思わ
れるメリットとデメリットを個人で考えた。

堀井先生は、素材文とその筆者について紹
介し、本単元の目標が、「筆者の考えを踏
まえて、科学が人間の生活に影響を及ぼし
た例を考えて文章化すること」だと説明。
本時の目標は、「サイボーグ・クローン・ロ
ボットについて理解すること」だと伝えた。

13:24 13:20
本時

の
概要

国
語
生
徒
同
士
に
よ
る
対
話
を
中
心
と
し
た
授
業
で
、

単
元
の
学
習
内
容
へ
の
関
心
を
高
め
る

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本
時
で
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
う
ち
、「
対
話
的
な
学
び
」
を
重
視
し
ま
し
た
。

国
語
科
で
は
、生
徒
が
自
分
の
考
え
を
持
ち
、
そ
れ

を
グ
ル
ー
プ
や
ク
ラ
ス
全
体
で
共
有
し
、筆
者
の
考

え
を
踏
ま
え
て
自
分
の
考
え
を
よ
り
深
め
て
い
く

こ
と
を「
対
話
的
な
学
び
」と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
サ
イ
ボ
ー
グ
・
ク
ロ
ー
ン
・
ロ
ボ
ッ
ト
そ
れ
ぞ
れ

の
定
義
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
グ
ル
ー
プ
で

考
え
る
こ
と
で
、筆
者
の
主
張
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す

く
な
る
と
考
え
ま
し
た
。辞
書
に
書
か
れ
て
い
る「
身

体
の
一
部
を
人
工
物
に
し
た
」と
い
う
サ
イ
ボ
ー
グ

の
定
義
か
ら
、
医
療
で
使
う
器
具
を
サ
イ
ボ
ー
グ

の
例
に
挙
げ
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。
次
時
以
降
で
、

「
自
分
は
こ
う
考
え
た
。
で
は
、
筆
者
は
…
…
」
と

い
っ
た
よ
う
に
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
読
解
が
で
き

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、本
時
の
活
動
で
、生
徒
が
ど
の
程
度
の
知

識
を
持
っ
て
い
る
か
を
私
が
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
、
そ
れ
を
次
時
以
降
の
授
業
展
開
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
ま
で
、
私
は
講
義
中
心
の
授
業
を
行
う

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
シ
ラ
バ
ス
に
記
し

た
「
他
者
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
伝
え
合
う
力
を

高
め
」
る
た
め
に
、生
徒
が
話
し
合
う
活
動
を
取
り

入
れ
る
べ
く
、授
業
改
善
に
臨
ん
で
い
ま
す
。
国
語

科
全
体
で
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
た
こ
と
で
、「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
を
授
業
に
取

り
入
れ
や
す
く
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、３
つ
の
単
元
を
終
え
た
現
在
、生
徒
の

主
体
性
を
引
き
出
し
、思
考
を
深
め
る
た
め
に
は
、

活
動
中
心
の
授
業
が
効
果
的
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、国
語
科
内
で
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
生
徒
の

状
況
を
共
有
し
な
が
ら
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
ぶ

授
業
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　本
校
に
は
、
自
分
の
考
え
は
持
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
口
に
出
し
て
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
、
箇
条
書
き
に
し
か

で
き
な
い
生
徒
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
生
徒
同
士
で
対
話
を
さ
せ
た
り
、
思
考
を
言
語
化
さ
せ
た
り
す
る
活
動
を
で
き
る
だ
け
行
う

こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
、
他
者
に
伝
え
る
力
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　そ
う
し
た
活
動
に
生
徒
が
主
体
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
、
個
人
ワ
ー
ク
や
対
話
を
通
し
て
出
た
生
徒
の
考
え
を
踏
ま
え
て
、
発
問
や
授

業
展
開
を
柔
軟
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
の
課
題
で
す
。
Ｇ
Ｄ
に
示
さ
れ
て
い
る
「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
ら
創
り
だ
す
」
生
徒
を

育
む
た
め
に
も
、
生
徒
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
授
業
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
を
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

科目のシラバス、単元の指導
計 画 は、 に
掲載。「TOP →学校教育情報誌

『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」または、下記２次元
コードからご覧ください。 

4 3

深
い
読
解
に
向
け
て
レ
ディ
ネ
ス
を
そ
ろ
え
る

活
動
中
心
の
授
業
に
手
応
え

各グループの発表と
素材文の読解

メリット・デメリットを
グループで話し合う

各グループの代表者がグループの意見を黒
板に書き、生徒がサイボーグ・クローン・
ロボットに関する自分の考えを整理したと
ころで、堀井先生が素材文を音読。生徒は、
各段落が３つのどれについて書いているの
かを確認しながら音読を聞いた。

４人１組になり、各自が考えたメリット・
デメリットを発表。聞き手は、発表者の考
えをワークシートに書き留めた。「サイボー
グは、体の不自由な人のためになる」「ロ
ボットは、仕事の効率を上げるけれど、人
間の仕事を奪う」といった意見が出ていた。

13:49 13:40

本時のキー課題

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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理
科
で
は
、新
学
習
指
導
要
領
と
「
７
つ
の
北
高

力
」、理
科
共
通
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
各
科

目
の
シ
ラ
バ
ス
を
作
成
し
て
お
り
、
そ
れ
が
科
目
の

到
達
目
標
を
共
有
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　「
生
物
基
礎
」
は
、
３
人
の
教
師
で
担
当
し
て
お

り
、３
人
で
共
通
と
し
て
い
る
の
は
、
授
業
進
度
と

評
価
方
法
、
定
期
考
査
の
問
題
、
各
単
元
で
行
う
実

験
の
内
容
で
す
。
授
業
で
使
用
す
る
プ
リ
ン
ト
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
含
め
た
授
業
の
進
め
方
、
活
動

の
内
容
な
ど
は
、
各
教
師
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
年
度
初
め
に
、
ど
こ
ま
で
指
導
方
法
を
そ
ろ
え

る
べ
き
か
、３
人
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

学
習
目
標
と
学
習
評
価
の
方
法
が
同
じ
で
あ
れ
ば
、

個
人
の
裁
量
で
授
業
づ
く
り
を
し
た
方
が
、
私
た

ち
も
授
業
を
楽
し
め
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考

え
に
至
り
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
本
時
で
使
用
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
は

私
独
自
の
も
の
で
す
が
、
プ
リ
ン
ト
や
レ
ポ
ー
ト

の
記
述
内
容
を
ど
の
程
度
、
評
価
対
象
と
す
る
の

か
は
、
科
目
内
で
統
一
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
定
期

考
査
の
問
題
は
、
今
年
度
か
ら
科
目
内
で
統
一
し

ま
し
た
。以
前
は
、同
じ
科
目
で
も
、教
師
ご
と
に

作
問
し
て
い
た
の
で
、
定
期
考
査
の
統
一
は
、指
導

改
善
の
大
き
な
一
歩
に
な
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
シ
ラ
バ
ス
で
学
習
の
到
達
目
標
を
共
有
し
た
こ
と

で
、私
自
身
の
授
業
へ
の
向
か
い
方
が
変
わ
り
ま
し

た
。ま
ず
、定
期
考
査
の
出
題
範
囲
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、担
当
教
師
間
で
都
度
話
し
合
い
、授
業
進

度
を
し
っ
か
り
管
理
す
る
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
授
業
づ
く
り
を
行
う
意
識
も

定
着
し
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
Ｇ
Ｄ
に
掲
げ
ら
れ
た

「
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
自
ら
創
り
だ
す
」
こ
と

や「
主
体
的
に
物
事
に
取
り
組
」む
こ
と
を
意
識
し
、

生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
時
間
を
増
や
し

●１

●２

●３

●2
●４

2 1

１
学
年
主
任

森
谷
一
雅　

も
り
や
・
か
ず
ま
さ

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
理
科
（
生
物
）。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

科
目
の
担
当
者
間
で
共
通
事
項
を
検
討

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
理
科
／
生
物
基
礎　
［
分
野
・
単
元
］
遺
伝
子
と
そ
の
働
き
（
全
８
時
間
の
う
ち
の
７
時
間
目
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
ア
ミ
ノ
酸
配
列
の
決
定
の
仕
方
を
学
ん
だ
前
時
の
授
業
を
踏
ま
え
、
遺
伝
情
報
を
基
に
タ
ン
パ
ク

質
が
ど
の
よ
う
に
合
成
さ
れ
る
の
か
を
、
個
人
ワ
ー
ク
と
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
交
え
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
学
ん
だ
。

DNA に関する
２つの課題に取り組む

前時の復習と
学習内容の提示

ワークシートを基に、１つめの課題「RNA
とDNAとの違い」について、個人で考え
た後、席が近い生徒同士で答えを確認。２
つめの課題「DNAの塩基配列に基づいて
RNAが作られる転写のプロセス」につい
ても、席が近い生徒同士で確認した。

森谷先生は、生徒に問いかけながら、前時
に学んだ赤血球のアミノ酸配列についての
復習を行った。そして、「今日は、遺伝情
報を基に、どのようにタンパク質が合成さ
れ、アミノ酸配列が決定するのかを考えま
す」と、学習内容を提示した。

11:50 11:45
本時

の
概要

生
物
授
業
構
成
や
発
問
な
ど
、授
業
の
す
べ
て
を

Ｇ
Ｄ
の
「
主
体
性
」を
意
識
し
て
行
う

Ｇ
Ｄ
を
踏
ま
え
て
主
体
性
の
涵
養
を
意
識

展望 状況授業実践実践事例１ 千葉県立千葉北高校
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て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
本
時
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基

配
列
が
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
に
転
写
さ
れ
る
仕

組
み
を
説
明
す
る
際
、
以
前
は
、「
Ａ
に
対
し
て
Ｕ

に
な
る
よ
」
な
ど
と
、
生
徒
が
間
違
い
や
す
い
部

分
を
先
に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。
今
は
、
個
人
ワ
ー

ク
で
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
を
書
か
せ
、そ
れ
を
ペ

ア
や
グ
ル
ー
プ
で
確
認
す
る
方
法
に
変
え
ま
し
た
。

　
教
科
書
の
構
成
も
、学
習
意
欲
の
向
上
を
意
識
し

た
各
単
元
に
関
す
る
エ
ッ
セ
ー
が
あ
る
た
め
、そ
こ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
考
察
し
て

か
ら
学
習
を
進
め
る
と
い
っ
た
授
業
展
開
を
意
識

し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て
、以
前
よ
り
も
生
徒

の
学
習
内
容
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
授
業
に
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
本
時
で
は
、ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
を

通
じ
て
、自
ら
間
違
い
に
気
づ
い
た
生
徒
が
多
く
い

ま
し
た
。
自
分
は
ど
こ
で
間
違
え
た
の
か
、何
を
誤

解
し
て
い
た
の
か
を
、
教
師
か
ら
の
指
摘
で
は
な

く
、
自
分
で
気
づ
い
た
こ
と
で
、
知
識
の
定
着
や

深
い
理
解
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
解
説
の
場
面
で
も
、
質
問
形
式
の
発
話
を
意
図

的
に
挟
ん
で
い
ま
す
。「
こ
こ
か
ら
何
が
分
か
り
ま

す
か
」「
ど
ん
な
こ
と
が
言
え
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
、
個
人
で
考
え
さ
せ
て
か
ら
、ペ
ア
や
グ
ル
ー

プ
で
そ
れ
を
確
認
す
る
と
い
っ
た
活
動
で
す
。
そ

う
し
た
場
面
を
少
し
で
も
多
く
盛
り
込
む
こ
と
で
、

「
７
つ
の
北
高
力
」の
思
考
力
や
協
働
力
、自
己
改
善

力
な
ど
の
向
上
に
つ
な
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、主
体
性
の
評
価
で
す
。
現
在
は
、

挙
手
の
回
数
や
解
答
の
質
な
ど
を
評
価
の
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
生
徒
が
活
発
に
発

言
す
る
よ
う
に
な
り
、
積
極
性
を
引
き
出
す
面
で

効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
主
体
性
を
測
る
方
法

と
し
て
は
留
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て

お
り
、
よ
り
よ
い
評
価
手
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　科
目
内
で
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
た
こ
と
で
、
科
目
の
担
当
者
同
士
で
話
し
合
う
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
授
業
は
ど

こ
ま
で
進
ん
だ
か
、
こ
の
単
元
で
は
発
展
的
な
問
題
を
扱
う
の
か
、
進
度
が
遅
れ
た
場
合
は
ど
こ
を
割
愛
し
た
ら
よ
い
か
と
い
っ
た
情
報

交
換
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
情
報
交
換
を
通
し
て
得
た
、
先
生
方
の
科
目
に
対
す
る
考
え
方
や
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
自
分
の
授
業

改
善
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３
観
点
の
評
価
方
法
に
つ
い
て
は
、
試
行
段
階
の
た
め
、
改
善
が
必
要
で
す
。

　Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
も
課
題
で
す
。
千
葉
県
で
は
今
年
度
、
各
教
室
の
通
信
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ

て
ス
ク
リ
ー
ン
に
ス
ラ
イ
ド
を
映
す
程
度
で
す
が
、
今
後
は
、
端
末
を
使
っ
て
生
徒
同
士
が
意
見
を
共
有
す
る
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
異

な
る
視
点
を
得
た
り
、
視
野
を
広
げ
た
り
と
い
っ
た
、
よ
り
深
い
学
び
に
つ
な
が
る
よ
う
な
授
業
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

科目のシラバス、単元の指導
計 画 は、 に
掲載。「TOP →学校教育情報誌

『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」または、下記２次元
コードからご覧ください。 

4 3

対
話
に
よ
っ
て
「
深
い
学
び
」に
誘
う

mRNAとタンパク質の
アミノ酸配列を考える

アミノ酸とtRNAの
組み合わせを考える

発展問題として、あるDNAの塩基配列に
対するmRNAとタンパク質のアミノ酸配
列について、個人で考えてから、グループ
で話し合った。「ここまでできていたのだ
から、この課題も全員できるはずだよ！」
と、森谷先生は声をかけた。

森谷先生は、タンパク質が作られる「翻訳」
の過程を説明。生徒は、それを基に、アミ
ノ酸と tRNAの組み合わせをワークシート
に記入し、周りの生徒と確認した。森谷先
生から指名された数人の生徒が組み合わせ
を発表し、全体で答えを確認した。

12:28 12:13
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理
念
・
ビ
ジ
ョ
ン
の
共
有
が
進
ん
だ

結
果
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
示
さ
れ
て
い

る
評
価
規
準
は
妥
当
な
も
の
か
、
授
業

は
シ
ラ
バ
ス
に
記
載
さ
れ
て
い
る
学
習

の
到
達
目
標
の
達
成
に
資
す
る
も
の
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
っ
た
観
点
で
情
報

交
換
を
す
る
光
景
が
、
ど
の
教
科
で
も

日
常
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
、
勝
田
幸
裕
校
長
は
言
う
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
前
に
作

成
し
た
シ
ラ
バ
ス
に
血
を
通
わ
せ
る
た

め
に
、
先
生
方
は
、
日
々
生
徒
と
向
き

合
い
、
担
当
者
間
で
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
手
探

の
か
と
い
っ
た
こ
と
だ
。
そ
の
活
動
が

授
業
で
果
た
す
役
割
は
何
か
、
対
話
の

時
間
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
文
字
数
は
、

目
的
に
合
っ
て
い
る
か
、
何
事
も
目
的

を
明
確
に
し
、
そ
れ
を
生
徒
と
教
師
が

共
有
す
る
こ
と
が
、「
深
い
学
び
」
に

到
達
す
る
た
め
に
は
必
要
だ
と
、
勝
田

校
長
は
強
調
す
る
。

　「
生
徒
が
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
し
さ
え
す

れ
ば
、『
対
話
的
な
学
び
』
に
な
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
切
な
の
は
、

活
動
に
よ
っ
て
生
徒
の
内
面
が
ど
う
変

わ
る
か
で
す
。
ど
の
よ
う
な
活
動
や
発

問
が
生
徒
の
変
化
を
促
し
た
の
か
、
生

徒
の
振
り
返
り
や
自
己
評
価
、
教
師
に

よ
る
行
動
観
察
な
ど
を
基
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
を
し
っ
か
り
見
取
り
、
授
業

改
善
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
し
て

い
く
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
」

　
も
う
１
つ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
だ
。

「
７
つ
の
北
高
力
」
の
育
成
を
重
視
す

る
と
、
生
徒
主
体
の
活
動
が
必
要
に
な

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
間
を
捻
出
す
る

た
め
の
授
業
の
効
率
化
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て
、

板
書
の
内
容
を
ス
ラ
イ
ド
で
投
影
し
た

り
、生
徒
の
考
え
は
端
末
に
入
力
さ
せ
、

瞬
時
に
集
約
し
た
り
し
て
い
る
。

り
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま
す
が
、
作

成
し
た
も
の
に
縛
ら
れ
過
ぎ
ず
に
、
走

り
な
が
ら
日
々
工
夫
し
、
授
業
や
学
習

評
価
の
精
度
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
現
在
で
も
、
シ
ラ
バ
ス
を
用
い
て
各

科
目
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
組
織
的
な

授
業
改
善
を
行
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に

強
化
し
た
い
授
業
実
践
上
の
共
通
の
指

針
と
し
て
、
勝
田
校
長
は
次
の
２
つ
を

挙
げ
る
。

　
１
つ
は
、
授
業
内
で
行
う
活
動
の
目

的
の
明
確
化
だ
。
例
え
ば
、
ペ
ア
ワ
ー

ク
の
目
的
は
、
情
報
の
共
有
か
、
解
法

の
確
認
か
、
あ
る
い
は
意
見
の
集
約
な

　
今
後
、
各
教
科
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
レ

ポ
ー
ト
を
作
成
し
、
校
内
で
共
有
す
る

予
定
だ
。
ま
た
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
み
な
ら
ず
、

指
導
の
手
法
を
収
集
・
分
析
し
、
教
師

間
で
共
有
す
る
仕
組
み
作
り
も
検
討
し

て
い
る
と
い
う
。

　
授
業
改
善
の
状
況
は
、
７
・
12
月
に

行
う
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

に
係
る
生
徒
の
自
己
評
価
ア
ン
ケ
ー

ト
」
で
検
証
す
る
予
定
だ
。
生
徒
が
各

科
目
で
、「
主
体
的
な
学
び
」「
対
話
的

な
学
び
」「
深
い
学
び
」が
で
き
て
い
る

か
を
自
己
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
集
約

し
て
、
で
き
て
い
る
授
業
と
場
面
を
明

ら
か
に
す
る
。
そ
の
授
業
の
内
容
を
学

校
全
体
で
共
有
し
た
り
、
授
業
を
撮
影

し
た
動
画
を
見
て
、
よ
か
っ
た
点
を
述
べ

合
う
校
内
研
修
を
行
っ
た
り
す
る
こ
と

で
、
組
織
的
に
授
業
力
を
底
上
げ
し
て

い
き
た
い
と
、
学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
の
和い

ず
み泉
雄
介
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
の
声
に
向
き
合
う
こ
と
で
、

学
校
全
体
で
新
学
習
指
導
要
領
の
理
念

が
実
現
で
き
て
い
る
か
を
検
証
す
る
と

と
も
に
、改
め
て
先
生
方
が
、『
主
体
的・

対
話
的
で
深
い
学
び
』
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
授
業
改
善
を
力
強
く
推
進

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

●１

●２

●４

進
路
指
導
主
事
、

学
校
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

和
泉
雄
介　

い
ず
み
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
14
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。外
国
語
科（
英
語
）。

校
長勝田

幸
裕　

か
つ
た
・
ゆ
き
ひ
ろ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

学
校
概
要

設
立
　
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
・
３
学
年
３
２
０
人
、
２
学
年
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
鳥
取
大
、
秋
田
県
立
大
、
東
京
都
立
大
、

都
留
文
科
大
に
４
人
が
合
格
。私
立
大
は
、学
習
院
大
、

國
學
院
大
、駒
澤
大
、昭
和
女
子
大
、成
城
大
、専
修
大
、

中
央
大
、
東
洋
大
、
日
本
大
、
法
政
大
、
武
蔵
大
な

ど
に
延
べ
４
８
６
人
が
合
格
。

授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
、
活
動
の
目
的
の

明
確
化
と
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
推
進

授業実践 状況展望実践事例１ 千葉県立千葉北高校
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※学校概要、教師のプロフィールは、P.18に掲載。

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.12〜15をご覧ください。

　
静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
は
、２
０
１
９

年
度
か
ら
「
東
陵
セ
ミ
ナ
ー
（
総
合
探

究
）」
で
行
っ
て
い
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
探

究
学
習
」
を
軸
に
、
同
校
が
生
徒
に
身

に
つ
け
さ
せ
た
い
「
７
つ
の
資
質
・
能

力
」（
＊
）
を
教
師
間
で
共
有
し
、
授

業
改
善
を
図
っ
て
き
た
。
鈴
木
伸
彦
校

長
は
、「
総
合
探
究
」
の
成
果
を
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「『
総
合
探
究
』
で
は
、
担
任
・
副
担

任
が
授
業
を
担
当
し
、
観
点
別
評
価
の

３
つ
の
観
点
（
以
下
、３
観
点
）
や
『
７

つ
の
資
質
・
能
力
』
を
踏
ま
え
て
作
成

を
立
て
、
学
期
ご
と
に
実
践
の
プ
ロ
セ

ス
と
結
果
を
振
り
返
る
と
い
う
も
の

で
、
静
岡
県
で
は
県
立
学
校
の
全
教
職

員
が
作
成
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
21
年
度
末
に
、
新
教
育
課
程

に
合
わ
せ
て
各
教
科
で
シ
ラ
バ
ス
を
作

成
し
、
科
目
ご
と
に
、
学
習
目
標
や

お
お
よ
そ
の
授
業
展
開
に
つ
い
て
話
し

合
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
教
科
内
で

授
業
実
践
上
の
共
通
の
指
針
を
持
っ
て

４
月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
各
教
師
の
裁

量
に
任
さ
れ
る
点
は
、
科
目
や
単
元
な

ど
に
よ
っ
て
異
な
る
。
例
え
ば
、
化
学

で
は
、
学
年
統
一
で
行
う
実
験
を
決
め

つ
つ
も
、
各
教
師
の
得
意
分
野
を
生
か

し
た
実
験
を
行
っ
て
も
よ
い
こ
と
と
し

し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
学
習
評
価

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
実
践

を
経
て
、
教
科
指
導
に
お
い
て
も
、
探

究
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
授
業
改
善
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
Ｐ
．

14
〜
17
に
『
総
合
探
究
』
の
授
業
実
践

と
、
探
究
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
『
化

学
』
の
授
業
実
践
を
掲
載
）」

　「
７
つ
の
資
質
・
能
力
」
を
参
考
に

し
な
が
ら
、「
自
己
目
標
シ
ー
ト
」
を

作
成
す
る
教
師
も
増
え
て
い
る
。
こ
の

シ
ー
ト
は
、
自
校
の
学
校
経
営
計
画
書

に
基
づ
き
、
教
師
が
自
身
の
授
業
目
標

た
。
た
だ
し
、
独
自
に
行
う
実
験
は
、

ク
ラ
ス
間
で
の
公
平
性
を
担
保
す
る
た

め
、学
習
評
価
の
対
象
か
ら
は
外
し
た
。

　
今
後
は
、
一
連
の
授
業
改
善
の
効
果

検
証
を
行
い
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

回
す
た
め
の
科
目
ご
と
の
シ
ラ
バ
ス
の

作
成
に
取
り
組
み
た
い
と
、鈴
木
校
長

は
語
る
。

　「『
総
合
探
究
』
に
お
け
る
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
の
組
織
的
な
運
用
は
、『
７
つ

の
資
質
・
能
力
』の
育
成
に
向
け
て
皆

が
歩
調
を
合
わ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究
発
の

授
業
改
善
の
取
り
組
み
が
、
教
科
指
導

に
お
け
る
『
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
』の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

●1

●2

●4

●3

＊　課題設定解決能力・論理的思考力・自己実現力・自己管理力・ 発信力・自己肯定力・社会参画力の７つ。 

●1
●4

展望 状況授業実践

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」の
不
断
の
改
善
が
、

教
科
の
授
業
改
善
に
も
つ
な
が
る

静
岡
県
立
静
岡
東
高
校
で
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
（
以
下
、
Ｇ
Ｄ
）
の
策
定
と
並
行
し
て
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、「
総
合
探
究
」）
で
、
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
授
業
づ
く
り
と
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の

方
法
を
模
索
し
て
き
た
。
そ
の
成
果
は
今
、
教
科
で
の
授
業
改
善
と
学
習
評
価
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。

2
実践事例

静岡県立
静岡東高校

全
校
体
制
で
の
「
総
合
探
究
」の
推
進
に
よ
っ
て
、

新
学
習
指
導
要
領
が
示
す
授
業
観
・
評
価
観
が
浸
透

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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　「
総
合
探
究
」
は
、
２
０
１
９
年
度
の
１
年
生
か

ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
、
３
年

間
か
け
て
先
生
方
の
協
力
で
全
校
体
制
を
実
現
し

ま
し
た
。
今
年
度
の
２
学
年
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17

の
目
標
別
に
結
成
し
た
57
チ
ー
ム
、
台
湾
の
高
校

生
と
の
交
流
会
が
あ
り
、
英
語
で
発
表
す
る
３
チ
ー

ム
、
静
岡
県
立
大
学
の
学
生
と
一
緒
に
探
究
す
る

７
チ
ー
ム
の
計
67
チ
ー
ム
が
、
８
つ
の
教
室
に
分

か
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
希
望
に
合

わ
せ
て
、
各
教
室
に
２
人
ず
つ
の
担
当
者
が
入
り
、

各
教
室
で
生
徒
の
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
は
、
探
究
活
動
推
進
課
が
作
成
す
る
授
業
案

を
基
に
、
統
一
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
用
し
て

お
り
、
先
生
方
全
員
が
、
授
業
の
進
め
方
や
生
徒

の
活
動
内
容
、
生
徒
へ
の
指
示
が
分
か
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
先
生
方
の
中
に
は
、
専
門
性
や
教

科
の
性
質
、
ご
自
身
の
経
験
と
結
び
つ
け
て
、
生

徒
に
問
い
の
立
て
方
の
具
体
的
な
手
法
や
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
先
、
推
薦
図
書
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
授
業
案
を
共
有
す
る
場
も
設
け
て
い
ま
す
。
21

年
度
ま
で
は
、
時
間
割
の
中
に
、
隔
週
で
副
担
任

会
を
組
み
込
み
、そ
こ
で
次
時
の
授
業
案
を
共
有
し

て
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
時
間
割
の
変
更
に
伴

い
、「
総
合
探
究
」
を
行
う
日
ま
で
に
、
授
業
案
と

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
担
当
教
師
に
配
布
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
研
究
発
表
な
ど
、
共

通
理
解
を
丁
寧
に
図
っ
た
方
が
よ
い
活
動
が
あ
る

場
合
に
は
、
学
年
会
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
行
っ
て
い
た
副
担
任
会
や
学
年
会
は
、

先
生
方
か
ら
意
見
を
吸
い
上
げ
て
、
授
業
改
善
に

つ
な
げ
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、

「
チ
ー
ム
内
の
議
論
が
行
き
詰
ま
り
や
す
い
」
と

●2

●3

●2

●4

＊　Who, Why, What, When, Where, How many, How much （Others）のこと。

2 1

探
究
活
動
推
進
課
主
任

湯
川
淑
子　

ゆ
か
わ
・
と
し
こ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
英
語
科
。

展望 状況授業実践実践事例２ 静岡県立静岡東高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

授
業
案
や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
共
有

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
総
合
的
な
探
究
の
時
間　
［
分
野
・
単
元
］
探
究
課
題
の
決
定
（
全
４
時
間
の
う
ち
の
４
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
論
理
的
思
考
力
、

協
働
力
　［
学
習
内
容
］
静
岡
県
立
大
学
国
際
関
係
学
部
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
デ
ィ
ハ
ー
ン
准
教
授
と
学
生
２
人
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
各
チ
ー
ム
に
入
り
、
探
究
課
題
に
つ

い
て
議
論
。
そ
の
後
、
各
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
、
本
時
の
議
論
の
過
程
と
決
定
し
た
探
究
課
題
を
発
表
し
た
。
な
お
、
英
語
チ
ー
ム
で
は
、
進
行
は
英
語
で
行
わ
れ
た
。

探究課題を決める
ための議論

ファシリテーターの紹介、
本時の概要の説明

前時に続き、3チームに分かれて議論。ディ
ハーン先生の助言を受けたチームは、前時
に探究課題を「子どもの貧困」と決め、本
時は具体的な対象や方法について考えること
にしていた。「何について知りたい？」という
先生の問いかけに、生徒は考え込んでいた。

ファシリテーターのディハーン先生と、初
めて授業に参加する学生２人が自己紹介し
た後、湯川先生が、本時の目標は探究課題
の決定であることを伝え、議論の進め方を
説明。「５Ｗ２Ｈ（＊）を明確にして、探究
課題をより具体化しましょう」と助言した。

14:20 14:15
本時

の
概要

総
合
的
な

探
究
の
時
間
学
年
会
で
授
業
の
進
め
方
を
共
有
し
つ
つ
、

課
題
を
抽
出
し
、授
業
改
善
に
生
か
す

口
頭
で
も
説
明
し
、
丁
寧
に
共
通
理
解
を
図
る

本時のキー課題

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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　「総
合
探
究
」
を
３
年
間
行
い
、
生
徒
同
士
で
対
話
を
し
、
学
校
外
の
方
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
問
題
解
決
に
向
か
う
活
動

が
、
生
徒
の
思
考
力
や
表
現
力
、
行
動
力
の
育
成
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
担
当
教
科
の
英
語
の
授
業
で
は
、
作
文
や
ス
ピ
ー
チ

な
ど
の
表
現
活
動
で
、
素
材
文
の
テ
ー
マ
と
「
総
合
探
究
」
の
テ
ー
マ
を
関
連
さ
せ
、
身
近
な
具
体
例
や
根
拠
を
挙
げ
な
が
ら
、
自
分
の
意

見
を
説
得
力
を
持
っ
て
述
べ
る
生
徒
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
が
「
総
合
探
究
」
で
身
に
つ
け
た
資
質
・
能
力
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
教

科
の
授
業
で
も
、
生
徒
主
体
の
活
動
を
増
や
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
授
業
を
通
し
て
未
知
の
世
界
を
知
り
、
確
か
な
知
識
を
基

に
広
い
視
野
で
物
事
を
捉
え
、想
像
力
を
働
か
せ
、思
考
力
を
高
め
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。手
探
り
な
が
ら
も
、「
総
合
探
究
」
で
培
っ

て
き
た
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
い
か
に
教
科
指
導
に
生
か
し
て
い
く
か
、各
教
科
の
先
生
方
と
引
き
続
き
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

い
っ
た
先
生
方
の
声
を
受
け
て
、
今
年
度
は
、
初

期
指
導
の
中
で
対
話
の
ル
ー
ル
を
共
有
し
、
チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　「
総
合
探
究
」の
学
習
評
価
は
、学
年
統
一
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
た
生
徒
の
自
己
評
価
を
材
料

と
し
て
い
ま
す
。
11
月
の
中
間
発
表
の
後
に
中
間

評
価
を
、
年
度
末
に
は
総
合
評
価
を
行
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
教
師
の
評
価
を
指
導
要
録
や

調
査
書
に
反
映
す
る
仕
組
み
が
整
い
つ
つ
あ
り
、

そ
れ
ら
は
、
先
生
方
に
と
っ
て
担
当
教
科
の
観
点

別
評
価
の
参
考
に
な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　「
総
合
探
究
」
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い

学
び
」
を
実
現
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
本

時
で
は
、
生
徒
が
こ
れ
ま
で
授
業
で
学
ん
だ
知
識

や
調
べ
た
情
報
を
基
に
、
未
来
へ
の
想
像
を
膨
ら

ま
せ
な
が
ら
、
当
事
者
意
識
を
持
っ
て
意
見
を
出

し
合
い
、
自
分
た
ち
が
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
絞

り
込
ん
で
い
く
過
程
が
、
ま
さ
に
「
主
体
的
・
対

話
的
で
深
い
学
び
」
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
深
い
学
び
」
の
実
現
に
は
、
大
学
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

自
治
体
と
い
っ
た
学
校
外
の
方
々
の
協
力
が
欠
か

せ
な
い
こ
と
が
、「
総
合
探
究
」
の
実
践
を
通
じ
て

見
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
21
年
度
に
始
め
た
静
岡

県
立
大
学
と
の
連
携
事
業
で
は
、
大
学
教
員
や
学

生
か
ら
外
部
の
視
点
と
専
門
的
な
視
点
で
の
助
言

を
受
け
る
こ
と
で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
イ
メ
ー

ジ
し
や
す
く
な
り
、
課
題
設
定
の
質
が
よ
り
高
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
私
が
授
業
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、学
び
を
通

じ
て
、未
知
の
世
界
を
知
り
、自
分
が
ど
の
よ
う
な

人
に
な
り
た
い
の
か
、ど
ん
な
生
き
方
を
し
た
い
の

か
を
、
生
徒
が
思
い
描
く
よ
う
に
な
れ
る
こ
と
で

す
。「
総
合
探
究
」
で
の
気
づ
き
や
学
び
が
、
将
来

の
生
き
方
や
目
指
す
べ
き
社
会
像
を
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
生
徒
や
先
生
方

と
一
緒
に
授
業
の
あ
り
方
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。

4 3

外
部
の
異
な
る
視
点
が
生
徒
を
深
い
学
び
に
誘
う

探究課題の決定と
全体発表

探究課題を決める
ための議論

生徒は、意見を５Ｗ２Ｈで整理。ディハー
ン先生の助言を受けたチームは、探究課題
を「日本における貧困の仕組み」に改めた。
各チームのリーダーが、議論の過程と決定
した探究課題を発表。最後に、ディハーン
先生が本時の生徒の活動を総括した。

ディハーン先生は、「どこに焦点をあてる？　
日本？　世界？」「誰に話を聞きたい？」と、
貧困にも、学校や家庭、地域、食糧など、様々
な視点があることを説明した。生徒の考え
が徐々に整理されていき、「日用品が買えな
い子ども」など、具体的な言葉が出てきた。

14:58 14:28

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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理
科
で
は
２
０
２
１
年
度
末
、
授
業
を
通
じ
て

育
み
た
い
生
徒
像
に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
学
ん
だ

知
識
を
基
に
、
日
常
生
活
に
か
か
わ
る
科
学
の
内

容
に
つ
い
て
疑
問
を
持
つ
」「
疑
問
に
思
っ
た
内
容

を
調
べ
た
り
、
実
験
し
た
り
し
て
、
法
則
を
導
き

出
す
」
な
ど
と
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え

て
授
業
づ
く
り
を
行
う
と
と
も
に
、
実
験
レ
ポ
ー

ト
や
週
末
課
題
、
定
期
考
査
の
内
容
な
ど
を
統
一

し
、
学
習
評
価
の
方
法
も
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　
各
教
師
の
裁
量
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
本
単
元
で
は
、
実
験
の
内
容
や
知

識
構
成
型
ジ
ク
ソ
ー
法
を
活
用
し
た
授
業
展
開
な
ど

は
全
ク
ラ
ス
共
通
で
す
が
、
議
論
や
意
見
の
共
有
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
の
は
、
私
な
り
の
工
夫
で
す
。

　
本
単
元
の
学
習
評
価
は
、
生
徒
が
作
成
す
る
実

験
レ
ポ
ー
ト
と
、
期
末
考
査
の
問
題
で
行
い
ま
す
。

定
期
考
査
で
は
、
実
験
に
関
す
る
会
話
文
形
式
の

問
題
を
出
し
、
実
験
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
か
、

実
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
が
身
に

つ
い
た
か
を
見
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
教
科
内
で

共
有
し
、
生
徒
へ
の
発
問
や
声
か
け
、
授
業
展
開

が
適
切
だ
っ
た
か
を
検
証
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
単
元
で
は
、
理
科
で
初
め
て
、「
思
考・

判
断
・
表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

に
つ
い
て
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
生
徒
に

自
己
評
価
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
方
法
で
生
徒
の
資

＊　ジグソーパズルを解くように、協力して全体像を浮かび上がらせる協調学習法の１つ。ある課題について、複数の視点で書かれた資料を読む「エキスパート活動」、
そこで得た知識を交換し、考えを深めていく「ジグソー活動」、全体でグループの意見を交換する「クロストーク活動」の３つの活動から成る。

●1
●2

●3

●4

●3

2 1

１
学
年
担
任

山
梨
達
也　

や
ま
な
し
・
た
つ
や

教
職
歴
９
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
理
科
（
化
学
）。

展望 状況授業実践実践事例２ 静岡県立静岡東高校

本時のキー課題

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

育
み
た
い
生
徒
像
や
実
験
の
内
容
を
共
有

主
体
性
も
測
る
定
期
考
査

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
理
科
／
化
学
基
礎
　［
分
野
・
単
元
］
科
学
と
人
間
生
活
・
物
質
の
構
成
（
全
19
時
間
の
う
ち
の
17
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］

思
考
力
、
判
断
力
、
主
体
性
、
協
働
性
　［
学
習
内
容
］
生
徒
は
事
前
課
題
と
し
て
、
し
ょ
う
ゆ
に
塩
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
証
明
す
る
実
験
の
計
画
を
、
教
師
が

提
示
し
た
ａ
〜
ｄ
の
ヒ
ン
ト
（
図
）
の
い
ず
れ
か
を
基
に
立
案
。
本
時
で
は
、
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー
法
（
＊
）
を
用
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
実
験
計
画
を
立
て
た
。

基にしたヒントが異なる
生徒たちが実験計画を検討

同じヒントを基にした
生徒同士で議論

基にしたヒントが異なる生徒が集まってグ
ループを組み、各自の案を共有して次時に
行う実験計画を検討した。「まず、どんな
実験をするか、確認しよう」「分担の仕方
も考えないと」などと、生徒は話し合いの
手順から決めていた。

山梨先生が本時の目標を説明し、「失敗し
ても大丈夫。その都度改善策を見いだす思
考力が重要」と伝えた。生徒は事前に、ａ
～ｄのヒントのいずれかを基に実験計画を
立案。同じヒントを基にした生徒同士で集
まり、各自の案を共有して議論した。

12:03 11:45
本時

の
概要

化
学
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
踏
ま
え
、

生
徒
が
情
報
収
集
を
行
い
、実
験
計
画
を
立
案

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

図 ａ〜ｄのヒント

各ヒントは、授業１週間前に端
末で配信。事前課題であるプリ
ントも１週間前に配布した。
※学校資料を基に編集部で作成。

ａ しょうゆの成分、しょうゆ
の製造工程

ｂ
物質の分離の方法／ろ過、
蒸留、分留、昇華、再結晶、
抽出、クロマトグラフィー

ｃ
元素の検出方法／Ｃの検
出（石灰水白濁）、Ｈの検出、
炎色反応、AgCl の沈殿

ｄ イオン結晶の成り立ち、性
質、水への溶解度
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　理
科
の
授
業
で
も
、
探
究
的
な
学
び
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
探
究
的
な
学
び
の
土
台
と

な
る
基
礎
知
識
や
、
実
験
の
技
能
を
、
生
徒
に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
本
単
元
も
、
生
徒
が
実
験
器
具
や
試

薬
に
関
す
る
知
識
を
十
分
身
に
つ
け
て
か
ら
行
う
こ
と
が
理
想
だ
っ
た
と
、
改
善
の
た
め
の
振
り
返
り
を
し
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
授
業
進
度
を
速
め
、
１
年
生
の
間
に
で
き
る
だ
け
基
礎
実
験
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、

私
が
板
書
を
す
る
時
間
を
減
ら
す
な
ど
、
効
率
よ
く
授
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
時
間
を
捻
出
し
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
、
理
科
全
体
の
課

題
で
も
あ
り
ま
す
。
情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
科
内
で
し
っ
か
り
共
有
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
授
業
改
善
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

私の
授業改善の展望

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

質
・
能
力
の
成
長
を
見
取
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
教
科
内
で
共
有
す
る
予
定
で
す
。

　
本
時
で
は
、
基
に
し
た
ヒ
ン
ト
が
異
な
る
生
徒
が

集
ま
っ
た
グ
ル
ー
プ
で
実
験
計
画
の
立
案
に
取
り
組

む
方
法
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は
責
任
感
と
緊

張
感
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
授
業
に
臨
ん
で
い
ま
し

た
。
事
前
課
題
と
し
て
実
験
計
画
を
立
案
さ
せ
た
こ

と
で
、
授
業
前
か
ら
各
自
が
自
分
の
考
え
を
持
て
た

こ
と
も
、
活
発
な
対
話
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
本
時
の
実
験
で
は
、１
学
期
の
授
業
で
学
習
し
た

す
べ
て
の
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
単
元
を

貫
く
課
題
に
取
り
組
む
中
で
、
知
識
を
相
互
に
関

連
づ
け
た
り
、
統
合
し
た
り
し
て
、「
深
い
学
び
」

に
至
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
づ
く
り
で
は
、「
総
合
探
究
」で
の
指
導
の
経

験
が
生
き
ま
し
た
。事
前
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
せ

た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
、所
与
の
ヒ
ン
ト
以
外
に
必
要

だ
と
思
う
情
報
を
調
べ
て
記
入
す
る
欄
を
設
け
ま

し
た
。そ
の
発
想
は
、探
究
の「
課
題
の
設
定
→
情
報

の
収
集
→
整
理・分
析
→
ま
と
め・表
現
」の
サ
イ
ク

ル
か
ら
得
て
い
ま
す
。同
欄
へ
の
記
入
状
況
か
ら
も
、

主
体
性
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
。

　
本
時
の
実
験
は
、
し
ょ
う
ゆ
か
ら
塩
を
取
り
出
す

段
階
と
、
取
り
出
し
た
も
の
が
塩
だ
と
証
明
す
る
段

階
が
あ
り
、
段
階
を
分
け
て
課
題
を
提
示
す
れ
ば
、

生
徒
は
実
験
計
画
を
立
て
や
す
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル
が
見
え
な
い
ワ
ク
ワ
ク
感
を

大
切
に
し
よ
う
と
、
あ
え
て
段
階
を
分
け
ず
に
課
題

を
示
し
ま
し
た
。
本
時
と
同
じ
授
業
を
先
に
行
っ
た

ク
ラ
ス
の
生
徒
か
ら
は
、「
分
か
ら
な
い
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
い
、そ
れ
を
整
理
し
て
い

く
う
ち
に
、
深
く
考
え
ら
れ
た
」
と
い
っ
た
肯
定
的

な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た
生
徒
の
声

や
、
前
述
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
工
夫
な
ど
か
ら
も
、

「
総
合
探
究
」
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
軸
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

4 3

主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
、ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
工
夫

実験計画をまとめる 実験計画の検討過程は
リアルタイムで全体に共有

授業の終盤、山梨先生が、「ほかのグルー
プの実験計画も参考にしよう」と声をかけ
ると、生徒は端末でほかのグループの計画
を確認した。最後に、グループで決めた実
験手順と使用器具、試薬、予想結果をワー
クシートに記入した。

「しょうゆを揮発させる？」「冷やすのはど
うかな」と、生徒はこれまでに学んだ知識
を基に意見を出し合い、実験の手法を模索
した。その過程は、デジタルホワイトボー
ド Jamboard でクラス全体にリアルタイ
ムで共有した。（©Google）

12:23 12:05

新学習指導要領下の授業改善─真に組織的な取り組みにするための４つのポイント特集
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　「
総
合
探
究
」
で
培
っ
て
き
た
「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点

か
ら
の
授
業
改
善
の
工
夫
を
、
教
科
の

授
業
に
応
用
す
る
教
師
が
、
山
梨
先
生

を
始
め
と
し
て
現
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
う

し
た
授
業
実
践
の
共
有
が
、
自
身
の
授

業
改
善
へ
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
と
、

国
語
科
の
田
中
律り

み水
先
生
は
語
る
。

　「
新
設
科
目
の『
現
代
の
国
語
』で
も
、

探
究
的
な
学
び
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

授
業
づ
く
り
を
模
索
し
て
い
ま
す
。山

梨
先
生
の
授
業
を
見
て
、課
題
の
設
定

や
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
の
工
夫
な
ど
か
ら
、

探
究
の
考
え
方
や
手
法
を
教
科
指
導
に

ど
う
応
用
す
れ
ば
よ
い
か
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
ま
し
た
。そ
し
て
、
そ
れ
を
教
科

た
っ
た
教
師
か
ら
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
外
部
連
携
に
お
い
て
、
連
携
先
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
取

る
こ
と
が
、
生
徒
の
「
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
」
を
促
す
と
分
か
っ
て

き
た
。
本
時
で
行
っ
た
探
究
課
題
の
設

定
で
は
、
湯
川
先
生
が
デ
ィ
ハ
ー
ン
先

生
に
事
前
に
授
業
案
を
送
り
、
各
チ
ー

ム
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
過
程
を
伝
え

た
。
そ
し
て
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
を
集

約
し
切
れ
て
い
な
い
チ
ー
ム
の
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し
た
。

　「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
依
頼
し

た
チ
ー
ム
が
掲
げ
た
探
究
課
題
は
『
子

ど
も
の
貧
困
』で
、ま
だ
漠
然
と
し
た

も
の
で
し
た
。本
時
で
、デ
ィ
ハ
ー
ン

先
生
が『
何
を
知
り
た
い
で
す
か
』『
何

が
課
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
か
』
な
ど

と
問
い
か
け
つ
つ
、豊
富
な
知
見
を
生

か
し
て
貧
困
を
考
え
る
視
点
を
例
示
す

る
と
、生
徒
は
考
え
を
掘
り
下
げ
、何
に

関
心
が
あ
る
の
か
、具
体
的
な
言
葉
に

し
て
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。事
前

に
生
徒
の
状
況
を
共
有
し
て
い
た
か
ら

こ
そ
、デ
ィ
ハ
ー
ン
先
生
は
、生
徒
に

必
要
な
問
い
か
け
や
視
点
を
提
示
し
て

く
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
湯
川
先
生
）

　
現
在
、同
校
で
は
、未
来
構
想
委
員

内
で
共
有
す
れ
ば
、『
主
体
的
・
対
話

的
で
深
い
学
び
』の
実
現
に
向
け
た
授

業
改
善
が
進
む
と
思
い
ま
し
た
」

　「
総
合
探
究
」
が
学
校
改
革
の
軸
と

な
っ
た
の
は
、絶
え
ず
教
師
間
で
指
導

を
振
り
返
り
、課
題
を
検
討
し
て
、改

善
を
図
っ
て
き
た
か
ら
だ
。
例
え
ば
、

21
年
度
ま
で
は
年
度
末
の
み
だ
っ
た
、

「
総
合
探
究
」で
得
た
気
づ
き
や
身
に

つ
い
た
力
を
振
り
返
る
生
徒
の
自
己
評

価
を
、22
年
度
か
ら
は
年
２
回
に
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、「
生
徒
が
短
い
間
隔

で
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
方
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
」「
教
師
が
生
徒
の

変
容
を
こ
ま
め
に
見
取
り
、
学
習
評
価

を
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど
、
指
導
に
あ

会
を
立
ち
上
げ
て
ス
ク
ー
ル
・
ポ
リ

シ
ー
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、そ
の
過

程
で
学
校
の
あ
り
方
や
存
在
意
義
に
関

す
る
議
論
を
深
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「
Ｇ
Ｄ
で
示
す
資
質
・
能
力
は
、
学

校
の
働
き
か
け
を
通
し
て
個
々
の
生
徒

に
習
得
さ
せ
た
い
力
で
、
言
い
換
え
れ

ば
、
あ
く
ま
で
個
人
の
目
標
と
言
え
ま

す
。
一
方
、
未
来
構
想
委
員
会
で
検
討

し
て
い
る
の
は
、
本
校
が
ど
の
よ
う
な

学
校
を
目
指
す
の
か
、
何
の
た
め
に
存

在
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
学
校
の
存

在
意
義
で
す
。
少
子
化
は
今
後
も
一
層

進
み
、
中
学
生
が
厳
し
い
目
で
進
学
先

を
選
ぶ
売
り
手
市
場
は
、
ま
す
ま
す
加

速
し
ま
す
。ス
ク
ー
ル・ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
や
学
校
の
特
色
を
明
確
に
し
、

地
域
に
発
信
し
て
浸
透
さ
せ
る
こ
と
は

必
須
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
鈴
木
校
長
）

　
地
域
で
の
同
校
の
イ
メ
ー
ジ
は
、「
面

倒
見
の
よ
い
学
校
」「
国
公
立
大
学
を

目
指
す
公
立
進
学
校
」
と
い
っ
た
も
の

だ
。Ｓ
Ｐ
の
策
定
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

教
育
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
し
、

活
動
の
精
選
や
力
点
を
ど
こ
に
置
く
か

を
校
内
で
再
考
し
て
い
く
。「
あ
れ
も

こ
れ
も
」で
は
な
く
、「
あ
れ
か
こ
れ
か
」

が
重
要
だ
と
捉
え
て
い
る
。

●1

●2
●3

●4

探
究
活
動
推
進
課

田
中
律
水　

た
な
か
・
り
み

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
国
語
科
。

校
長鈴木

伸
彦　

す
ず
き
・
の
ぶ
ひ
こ

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

「
総
合
探
究
」の
成
果
を
生
か
し
た
教
科
の
授
業
を

共
有
し
、着
実
に
授
業
改
善
を
続
け
る

授業実践 状況展望実践事例２ 静岡県立静岡東高校

学
校
概
要

設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
２
８
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
東
京
工
業
大
、
一
橋
大
、
横
浜
国
立
大
、

静
岡
大
、
名
古
屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、

九
州
大
な
ど
に
１
３
０
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶

應
義
塾
大
、
上
智
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立

命
館
大
な
ど
に
延
べ
６
２
４
人
が
合
格
。

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
で
は
、
全
教

師
に
よ
る
議
論
を
経
て
作
成
し
た
マ
ス

タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
）
を
活
用
し

て
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ

い
て
の
共
通
認
識
を
図
り
な
が
ら
、
授

業
改
善
を
進
め
て
い
る
。
同
校
の
学
校

経
営
計
画
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
て

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
力
を
確
実
に
身

に
つ
け
、
自
分
か
ら
進
ん
で
課
題
に
つ

い
て
他
者
と
対
話
し
、
考
え
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
授
業
の
実
践
を
行
動
目

標
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
教
師
た

ち
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
生
徒
が
協
働

機
会
に
な
っ
て
い
る
。

　
授
業
改
善
に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
は
、

相
互
授
業
観
察
以
上
に
、
そ
の
後
の
教

師
間
で
の
対
話
に
よ
っ
て
多
く
得
ら
れ

て
い
る
と
、
上う

え

村む
ら

純
先
生
の
『
英
語
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
』（
授
業
実
践

は
Ｐ
．22
参
照
）
の
授
業
を
見
学
し
た

西
村
由ゆ

う

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
上
村
先
生
の
授
業
で
は
、
他
者
と

の
協
働
を
通
し
て
主
体
性
の
育
成
を
図

ろ
う
と
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
私

は
、
自
分
の
授
業
に
対
す
る
課
題
感
を

打
ち
明
け
、
上
村
先
生
と
授
業
改
善

に
向
け
た
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
そ
う
し
た
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
授
業
改
善
の
推
進
力

に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」

的
に
問
題
解
決
に
取
り
組
む
機
会
・
時

間
を
確
保
す
る
工
夫
を
し
て
い
る
。

　
各
教
科
・
各
教
師
で
授
業
改
善
を
進

め
る
た
め
、
そ
し
て
、
取
り
組
み
の
成

果
を
検
証
す
る
た
め
に
、
同
校
が
年
間

を
通
じ
て
推
進
し
て
い
る
の
が
、
教
科

を
超
え
た
相
互
授
業
観
察
だ
。
相
互
授

業
観
察
は
、
授
業
者
と
な
る
教
師
が
、

他
の
教
師
に
観
察
し
て
も
ら
い
た
い
授

業
上
の
工
夫
点
な
ど
を
授
業
観
察
票
で

明
示
し
た
上
で
実
施
さ
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
教
科
横

断
型
の
授
業
の
あ
り
方
な
ど
を
考
え
る

●１

●２

●4

※学校概要、教師のプロフィールは、P.24に掲載。

同校の新教育課程及び
その編成に向けた取り組
みは、本誌４月号・特集
P.16〜19をご覧ください。

●3

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
共
有
し
、

生
徒
の
実
態
把
握
と
授
業
観
察
を
推
進

展望 状況授業実践

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
礎
に
、

生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
支
援
す
る

広
島
県
立
神
辺
旭
高
校
は
、
新
教
育
課
程
の
編
成
と
並
行
し
て
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
育
成
を
目
指
す
５
つ
の
資
質
・
能

力
を
設
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
質
・
能
力
の
到
達
レ
ベ
ル
を
４
段
階
で
示
す
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
。
自
校
が
育
成

を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い
て
、
教
師
間
で
共
通
認
識
を
図
り
、
組
織
的
な
授
業
改
善
を
進
め
て
い
る
。

3
実践事例

広島県立
神
か ん な べ

辺旭
あ さ ひ

高校

図 マスタールーブリック

※学校資料をそのまま掲載。
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担
当
す
る
地
理
の
授
業
で
は
、
単
元
の
最
初
に
、

そ
の
単
元
を
学
習
す
る
こ
と
で
何
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
目
指
す
の
か
、
単
元
の
ね
ら
い
と
学
習

活
動
の
見
通
し
を
説
明
し
、
生
徒
の
主
体
的
な
学
び

を
支
援
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
単
元
の
ね
ら
い
を
本
校
の
生
徒
に
合
っ
た
言
葉

に
し
て
い
く
際
、
私
が
立
ち
返
る
よ
う
に
し
て
い
る

の
が
、
学
習
指
導
要
領
と
本
校
の
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
で
す
。
中
で
も
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
は
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
発
揮
し
た
時

の
本
校
の
生
徒
の
姿
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
単
元
ご
と
に
確
認
す
れ

ば
、
各
単
元
の
ね
ら
い
と
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の

授
業
計
画
が
考
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

　
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活
用
し
て
い
な
か
っ

た
時
は
、
私
の
説
明
を
生
徒
が
理
解
す
る
こ
と
を

ゴ
ー
ル
と
し
た
授
業
計
画
を
立
て
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
し
か
し
今
は
、「
授
業
で
育
ん
だ
力
を
用

い
た
問
題
解
決
」
を
ゴ
ー
ル
と
し
て
授
業
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
。
毎
時
の
始
ま
り
に
、
そ
の
単
元
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
の
も
、
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
学
ん
で
い
る
の
か
を

生
徒
に
意
識
し
て
も
ら
う
た
め
で
す
。

　
本
単
元
で
は
、
地
形
・
気
候
問
題
・
環
境
問
題

を
学
び
、
国
内
外
の
都
市
ご
と
に
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の

購
入
時
や
賃
貸
契
約
時
に
加
入
す
べ
き
保
険
プ
ラ

ン
を
考
え
る
こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
学
習
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
地
形
の
学
習
終
了
時
に
保
険
プ
ラ
ン
を
作
成

し
、
そ
の
後
の
気
候
問
題
、
環
境
問
題
の
学
習
終
了

時
に
、
そ
れ
ま
で
に
考
え
た
プ
ラ
ン
を
修
正
す
る
こ

と
か
ら
、
単
元
を
通
し
て
課
題
に
向
き
合
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
本
時
は
、
相
互
授
業
観
察
と
し
て
他
教
科
の
先
生

方
が
見
学
に
来
ま
し
た
。
相
互
授
業
観
察
後
の
先
生

●2
●1

2 1

３
学
年
担
任

前
田
智
子　

ま
え
た
・
と
も
こ

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

展望 状況授業実践実践事例 3 広島県立神辺旭高校

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

「
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
」
を
生
徒
と
見
通
す

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
地
理
／
地
理
Ｂ　
［
分
野
・
単
元
］
第
１
章
　
自
然
環
境
　
第
１
節
　
地
形
（
全
10
時
間
の
う
ち
の
３
時
間
目
）　［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
　［
学
習
内
容
］
前
時
で
は
、
日
本
の
地
形
と
災
害
に
つ
い
て
学
習
し
、
地
震
・
火
山
の
分
布
に
関
し
て
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
問
い
を
立
て
た
。

本
時
で
は
、
プ
レ
ー
ト
に
つ
い
て
学
習
し
、
前
時
の
問
い
の
答
え
を
ま
と
め
、
地
震
・
火
山
を
考
慮
し
た
保
険
プ
ラ
ン
を
考
え
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
に
取
り
組
ん
だ
。

本時を貫く問いを
生徒自身が設定

パフォーマンス課題を
再確認

地震の震源と火山が記された世界地図を見
て気づいたことを生かして、「なぜ」で始
まる問い（本時のメインクエスチョン）を、
生徒一人ひとりが自由に設定。その問いの
解決を目指して授業が再開した。問いとそ
の答えは、授業中に生徒間で共有された。

授業の冒頭では、本単元で取り組むパ
フォーマンス課題「任意の都市で住宅購入
や賃貸契約をする場合、地形・気候・環境
問題を考慮すると、どのような保険に加入
するのがよいか」を改めて確認した。その
上で、前時の学習内容の振り返りを行った。

14:35 14:25
本時

の
概要

地
理
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
や
本
時
の
問
い
を
通
し
て
、

生
徒
が
互
い
に
考
え
を
深
め
合
う

他
教
科
の
教
師
と
協
働
し
て
授
業
を
改
善

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本時のキー課題

方
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
は
、
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
重
要
な
視
点
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

授
業
の
導
入
で
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
の
成
果
物

の
例
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
配
信
し
、
具
体
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
せ
る
よ
う
に
し
た
の
は
、「
言
葉
だ
け
で

説
明
す
る
よ
り
も
、
ど
ん
な
も
の
を
つ
く
る
の
か
、

形
を
見
せ
た
方
が
授
業
の
見
通
し
が
立
て
や
す
く
な

る
」
と
い
う
助
言
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
実
は
、マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
が
で
き
た
当
初
、

私
は
、
単
元
の
ね
ら
い
を
設
定
す
る
際
も
、
学
習
指

導
要
領
ば
か
り
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
が
ち
で
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
で
も
単
元
の
ね
ら
い
は
設
定
で
き

る
の
で
す
が
、
次
第
に
２
つ
を
つ
な
げ
て
、
自
校
が

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
踏
ま
え
た
授
業
計
画

が
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
相
互
授
業
観
察
な

ど
で
の
他
教
科
の
先
生
と
の
対
話
が
ス
ム
ー
ズ
に
な

り
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
、
教
科
会
の
時
間
が
毎
週
必
ず
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間
に
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課

題
や
、
毎
回
の
授
業
で
生
徒
が
考
え
る
「
メ
イ
ン
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
」
の
立
て
さ
せ
方
に
つ
い
て
、
同
じ
教

科
の
同
僚
か
ら
意
見
を
も
ら
い
ま
す
。

　
生
徒
間
で
の
メ
イ
ン
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
や
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
の
成
果
物
の
共
有
は
、
生
徒
に
と
っ
て

は
多
様
な
他
者
と
の
対
話
的
な
学
び
の
時
間
で
す
か

ら
、
私
も
毎
授
業
で
そ
う
し
た
時
間
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
単
に
考
え
を
生
徒
同
士
で
披
露
し
合

う
だ
け
で
は
な
く
、
互
い
に
批
判
し
、
学
び
を
深
め

る
経
験
が
重
要
で
す
。
資
質
・
能
力
の
伸
張
に
は
他

者
の
存
在
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
が
自
覚

で
き
る
授
業
を
、
こ
れ
か
ら
も
追
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
は
、
授
業
で
身
に
つ
け
た
力
を
使
っ
て
取
り
組
む
課
題
と
し
て
生
徒
に
提
示
し
ま
す
が
、
何
か
で
調
べ
れ
ば
す

ぐ
に
答
え
に
た
ど
り
着
け
る
課
題
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
授
業
に
集
中
し
、じ
っ
く
り
と
考
え
た
く
な
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
を
追
究
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
課
題
が
、
生
徒
に
と
っ
て
自
分
事
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
、
没
頭
し
て
取
り
組
み
た
く
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

地
理
の
授
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
や
他
教
科
の
知
識
も
生
か
し
て
考
察
し
た
い
と
、
生
徒
は
思
う
は
ず
で
す
。

私
自
身
も
、他
教
科
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
（
＊
）
な
ど
の
多
様
な
ツ
ー
ル
の
活
用
の
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
、

広
い
視
野
で
授
業
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

●1

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

●3

●4

＊地方創生の取り組みを情報面から支援するために、経済産業省と内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局が提供する、地域経済分析システム。人口動
態や産業構造、人の流れなどの官民ビッグデータを集約し、可視化する。https://resas.go.jp/

4 3

互
い
の
考
え
を
磨
き
上
げ
る
授
業
を

パフォーマンス課題にお
ける自分の考えを入力

教師の解説をヒントに、
自分の問いに取り組む

本時の最後に、本単元のパフォーマンス課
題である、自分が選んだ都市で加入すべき
保険プランを考えた。その際、本時で学ん
だ「プレート」「境界」という語句を使って、
地震や火山の影響を踏まえたプラン選択の
根拠を説明することを生徒に求めた。

震源と火山の関連について前田先生が解
説。生徒は、それをヒントに、各自が設定
した問いの答えを考えた。本時は、相互授
業観察の対象授業であり、授業案が周知さ
れていたため、生徒たちがキー課題に取り
組む直前に、見学する教師が集まってきた。

15:00 14:50
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英
語
科
で
は
、
教
科
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
踏
ま
え
、
科
目
ご
と
に
単
元
の
授
業
計
画
を
立

案
す
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
を
設
定
し
、
オ
ー
ガ
ナ
イ

ザ
ー
が
提
案
す
る
授
業
計
画
案
を
参
考
に
、
各
教
師

は
そ
れ
ぞ
れ
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、「
英

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ
」
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー

を
務
め
て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
授
業
の
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
各
先
生
に
お
任
せ
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
前
の
単
元
で
は
、
共
通
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
の
実
施
と
共
通
の
プ
リ
ン
ト
の
使
用
だ
け
は
決

め
て
い
ま
し
た
が
、
授
業
中
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用

す
る
か
な
ど
は
教
師
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
り
、
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
に
特
化
し
た
指
導
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
英
語
科
で
は
、１
学
期
の
中
間
考
査
後
の
６
月
に
、

そ
れ
ま
で
の
授
業
で
の
生
徒
の
様
子
と
、
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
課
題
や
定
期
考
査
の
結
果
を
、
週
１
回
開
催

さ
れ
る
教
科
会
な
ど
で
共
有
し
、
今
後
の
授
業
の
あ

り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
英

語
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
」
と
い
っ
た

実
感
を
生
徒
に
も
っ
と
味
わ
わ
せ
る
た
め
、
苦
手
意

識
を
持
っ
て
い
る
長
文
読
解
に
焦
点
を
あ
て
た
指
導

が
必
要
だ
と
い
う
認
識
で
一
致
し
ま
し
た
。一
方
で
、

本
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
っ
た
よ
い
面
も
、
多
く
の
先
生
が
挙
げ
て
い
ま
し

た
。
私
は
、そ
う
し
た
１
年
生
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、

本
単
元
の
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
協
働
的
な
学

び
を
取
り
入
れ
た
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
リ
ス
ニ
ン
グ
の

授
業
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
、
単
語
を
覚
え
る
こ
と
は
得
意
で

す
が
、
長
文
読
解
に
な
る
と
、「
ど
の
よ
う
に
読
ん
で

い
け
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
多

●1
●2

●2

●4

＊複数の単語で構成された、意味のある短文の英語表現

●3

2 1

１
学
年
担
任

上
村 

純　

う
え
む
ら
・
じ
ゅ
ん

教
職
歴
８
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
。

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

各
科
目
で
共
通
の
授
業
計
画
を
立
案

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
英
語
／
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
Ⅰ　
［
分
野
・
単
元
］CREATIVE English C

om
m

unication  I - Lesson4 "W
hat D

o You Eat for 
Lunch?"

（
全
３
時
間
の
う
ち
の
１
時
間
目
）　
［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
　［
学
習
内
容
］
各
文
の
中
の
動
詞
と
主
語
を
見
つ
け
る
活
動
を

通
じ
て
、
チ
ャ
ン
ク
（
＊
）
ご
と
に
内
容
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
長
文
が
読
み
や
す
く
な
る
こ
と
を
生
徒
に
気
づ
か
せ
た
。

動詞を見つけ、
ペアで確認

本時の活動と
その目的を説明

生徒はまず、ワークシートに記載されてい
る英文を読み、動詞を探した。品詞や意味
が分からない単語については、辞書を使っ
て確認した。その後、ペアで答え合わせを
し、答えが異なった箇所については話し合
い、合意できる答えを 2 人で導き出した。

上村先生は、本時の冒頭で、「長文読解が
苦手という高校生は少なくない。今日の授
業では、動詞と主語に着目しながら、チャ
ンクごとに内容を理解し、長文を読む力を
高めていこう」と、本時の活動の内容と、
その目的を生徒に説明した。

10:50 10:30
本時

の
概要

英
語

生
徒
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
単
元
目
標
を
設
定

展望 状況授業実践実践事例 3 広島県立神辺旭高校

教
科
団
で
生
徒
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
把
握
し
、

土
台
と
な
る
共
通
の
授
業
計
画
を
作
成

●１ 目標・ビジョンの共有　●２ 授業実践上の共通の指針　●３ 各教師の創意工夫　●４ 成果検証の仕組み
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本時のキー課題

く
上
が
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
生
徒
は
、
１
単
語
ず
つ

意
味
や
内
容
を
理
解
し
な
が
ら
長
文
を
読
も
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
説
を
立
て
ま
し
た
。そ
こ
で
、

本
単
元
で
は
、
長
文
は
チ
ャ
ン
ク
ご
と
に
内
容
を
理
解

す
れ
ば
よ
い
こ
と
、
１
つ
の
文
を
読
む
際
に
は
、
動
詞

に
着
目
す
る
と
主
語
が
把
握
し
や
す
い
こ
と
を
、
本
校

の
生
徒
が
得
意
な
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
繰
り
返
す
中
で
、
生

徒
に
実
感
さ
せ
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。
学
習
内
容
を
自

分
の
課
題
と
し
て
捉
え
さ
せ
る
こ
と
で
「
主
体
的
な
学

び
」
を
、
身
に
つ
け
た
知
識
を
ペ
ア
で
活
用
さ
せ
る
こ

と
で
「
対
話
的
な
学
び
」
を
、
そ
し
て
、
英
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
見
方
や
考
え
方
を
働

か
せ
る
こ
と
で
「
深
い
学
び
」
を
実
現
さ
せ
た
い
と
考

え
ま
し
た
。
本
時
は
、
相
互
授
業
観
察
の
対
象
で
し
た

の
で
、
他
教
科
の
先
生
方
も
見
学
に
来
ま
し
た
。
あ
る

先
生
か
ら
「
１
人
で
長
文
に
向
き
合
え
る
よ
う
に
な
る

と
い
う
、
中
期
的
な
学
び
の
見
通
し
を
持
つ
こ
と
の
大

切
さ
を
、
授
業
の
冒
頭
で
生
徒
に
具
体
的
に
説
明
し
て

も
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
、
助
言
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　
実
は
、
教
科
団
で
本
単
元
の
授
業
計
画
案
を
共
有

し
た
際
に
は
、「
１
学
期
最
後
の
単
元
な
の
で
、
夏

季
休
業
中
、
教
師
の
手
か
ら
離
れ
て
１
人
に
な
っ
て

も
英
文
に
向
き
合
え
る
よ
う
、
読
解
力
の
土
台
を
固

め
さ
せ
た
い
」
と
先
生
方
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
こ
と
は
生
徒
に
も
伝
え
る
べ
き
な
の
だ
と
い

う
気
づ
き
を
、
本
時
を
相
互
授
業
観
察
の
対
象
に
し

て
い
た
お
か
げ
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
本
単
元
で
は
、
内
容
理
解
か
ら
読
み
方
の
理
解
へ

と
指
導
の
重
点
を
変
え
た
わ
け
で
す
が
、
単
元
ご
と

に
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
基
に
生
徒
が
自
身
の

学
び
を
振
り
返
り
、
そ
こ
か
ら
生
徒
の
状
態
を
教
科

団
で
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
変
更
で
す
。

　
生
徒
の
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
把
握
し
な
が
ら

授
業
や
定
期
考
査
を
つ
く
る
こ
と
で
、
生
徒
が
「
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
場
面
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私
は
、
本
校
の
カ
リ
マ
ネ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
推
進
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
校
内
研
修
会
の

企
画
・
運
営
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
研
修
会
で
は
、「
授
業
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
甘
く
、
教
科
書
を
こ
な
す
こ
と
を

優
先
し
て
し
ま
っ
た
」
と
い
っ
た
率
直
な
反
省
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
英
語
科
も
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
意
識
し
て
も
、
そ
の
育

成
の
到
達
状
況
を
検
証
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に
は
、
ま
だ
ま
だ
進
化
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
も
、
Ｃ
・
Ａ
に
あ
た
る
部
分
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
、
各
教
科
を
超
え
た
共
通
言
語
と
す
る
こ
と
で
、
資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
授
業
改
善
を
組
織
的
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

私の
授業改善の展望

単元の指導計画は、
に掲載。

「TOP → 学 校 教 育 情 報 誌
『VIEW next』→高校版バック
ナンバー」、または下記２次元
コードからご覧ください。 

●4

4 3

「
で
き
る
」
が
実
感
で
き
る
授
業
を

学習内容を振り返り、
さらに問題に取り組む

動詞、主語を確認し、
チャンクの内容を理解

動詞と主語を見つけてチャンクごとに内容
を把握する本時の活動の意味を、上村先生
が改めて説明した。その後、生徒は、上村
先生が提示した日本語と意味が同じ英語表
現を、教科書に記載されている文章の中か
ら、指定された語数で探した。

上村先生は、動詞を見つけることで主語が
見つけやすくなることを生徒に説明。そこ
で、次は主語を探させた。その後、主語が
正しく見つけられているかをペアで確認
し、チャンクごとに内容を把握させた。

11:05 11:00
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マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
通
じ
た

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
の
共
有
と
、

相
互
授
業
観
察
を
始
め
と
す
る
教
科
を

超
え
た
教
師
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
、
組
織
的
な
授
業
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
神
辺
旭
高
校
。
同
校

の
相
互
授
業
観
察
に
は
、
普
段
授
業
を

担
当
し
な
い
管
理
職
も
積
極
的
に
足
を

運
び
、
意
見
を
述
べ
る
。
20
年
ほ
ど
前

に
同
校
の
教
壇
に
立
ち
、
今
年
度
か
ら

教
頭
と
し
て
赴
任
し
た
内
田
仁ひ

と
し

教
頭

は
、
育
て
た
い
生
徒
像
の
変
化
を
念
頭

に
、
こ
れ
か
ら
の
授
業
の
あ
り
方
を
提

言
す
る
。

　「
教
師
を
信
頼
し
、
日
々
の
授
業
や

家
庭
学
習
の
課
題
に
真
剣
に
取
り
組
む

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
そ
の
も
の
の

改
訂
も
行
っ
て
い
る
と
、
主
幹
教
諭
の

小
野
塚
慎
一
郎
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
７
月
ま
で
に
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
関
す
る
研
修
会
を
2
回
開
催

し
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ

い
た
授
業
実
践
の
手
応
え
や
課
題
感
を

共
有
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
、
今
年
度

か
ら
総
単
位
数
を
31
単
位
に
減
ら
し
て

い
ま
す
が
、
主
体
的
な
活
動
に
も
っ
と

取
り
組
め
る
よ
う
、
生
徒
に
時
間
を
返

す
こ
と
で
生
ま
れ
る
生
徒
間
の
学
び
の

違
い
を
ど
こ
ま
で
許
容
す
る
の
か
、
そ

れ
は
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
は
ど
の
よ
う
に

記
述
さ
れ
る
べ
き
か
と
い
っ
た
こ
と
が

話
題
に
な
り
、
生
徒
の
実
態
を
注
視
し

な
が
ら
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
改
善
を
続

け
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」

　
22
年
度
に
同
校
に
赴
任
し
た
、
三
浦

喜よ
し

成し
げ

校
長
は
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

本
校
の
生
徒
の
気
質
は
今
も
変
わ
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は
、

与
え
ら
れ
た
役
割
を
率
先
し
て
こ
な
す

だ
け
で
な
く
、
取
り
組
む
べ
き
こ
と
を

主
体
的
に
見
つ
け
て
い
く
力
が
必
要
で

す
。
相
互
授
業
観
察
で
も
、
自
主
性
と

主
体
性
の
違
い
に
留
意
す
る
こ
と
で
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
進
め
方
や
家
庭
学

習
の
課
題
の
あ
り
方
の
検
討
、
深
い
学

び
へ
と
生
徒
を
誘
う
本
質
的
な
問
い
を

生
み
出
す
た
め
の
授
業
準
備
な
ど
に
つ

い
て
、
踏
み
込
ん
だ
議
論
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
22
年
度
は
、
マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
基
に
し
た
各
教
科
・
科
目
の
単
元

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
と
並
行
し
て
、

深
い
学
び
」
を
授
業
で
実
現
す
る
た
め

に
、今
後
は
さ
ら
に
、「
生
徒
の
変
化
を

予
測
し
、
促
す
授
業
」
を
学
校
全
体
で

追
究
し
て
い
き
た
い
と
、展
望
を
語
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
機
に
、

本
校
は
総
単
位
数
を
減
ら
し
、
生
徒

に
学
び
を
委
ね
る
指
導
へ
と
転
換
を

図
っ
て
い
ま
す
。
事
実
、
授
業
を
見
る

と
、
先
生
方
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活

用
し
、
教
え
過
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
日
の
授
業
の
目

標
を
丁
寧
に
伝
え
、
授
業
の
最
後
に

は
、
成
果
や
課
題
を
振
り
返
ら
せ
る
な

ど
、
新
し
い
授
業
ス
タ
イ
ル
へ
と
変
わ

り
、
生
徒
を
深
い
学
び
へ
と
導
い
て
い

ま
す
。
地
理
の
相
互
授
業
観
察
で
は
、

前
田
先
生
の
説
明
を
聞
く
生
徒
か
ら
、

『
だ
っ
た
ら
、
こ
れ
は
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
？
』
な
ど
と
、
目
の
前
の
授
業
の

『
次
』
に
あ
た
る
内
容
を
自
ら
問
う
よ

う
な
言
葉
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
そ

の
よ
う
な
、
生
徒
か
ら
生
ま
れ
る
問
い

を
察
知
し
て
、
生
徒
に
次
の
問
い
を
与

え
る
授
業
が
、
本
校
の
時
間
割
を
埋
め

尽
く
せ
ば
、
生
徒
た
ち
は
常
に
知
的
な

問
い
を
持
っ
て
、
楽
し
く
頭
を
回
転
さ

せ
続
け
る
３
年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」　

●4

●1
●4

●2

教
育
情
報
部
主
任

西
村
　由　

に
し
む
ら
・
ゆ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
理
科
。

教
頭内

田
　仁　

う
ち
だ
・
ひ
と
し

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
1
年
目
。

主
幹
教
諭

小
野
塚
慎
一
郎　

お
の
づ
か
・
し
ん
い
ち
ろ
う

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

１
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

校
長三浦

喜
成　

み
う
ら
・
よ
し
し
げ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
1
年
目
。

学
校
概
要

設
立
　
１
９
８
０
（
昭
和
55
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
・
体
育
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
２
４
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
島
根
大
、
山
口
大
、
香
川
大
、

愛
媛
大
、
福
山
市
立
大
、
尾
道
市
立
大
な
ど
に
28
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
明
治
大
、
京
都
産
業
大
、
同

志
社
大
、
龍
谷
大
、
関
西
大
、
近
畿
大
、
関
西
学
院

大
な
ど
に
延
べ
２
７
４
人
が
合
格
。

育
て
た
い
生
徒
像
を
踏
ま
え
て
、

生
徒
の
内
に
次
の
問
い
を
生
む
授
業
を
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　「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」は
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
あ
た
り
、
目

指
す
べ
き
「
学
び
の
質
」
を
表
現
す
る

た
め
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
知

識
を
覚
え
る
だ
け
の
浅
い
学
び
で
は
な

く
、
知
識
を
活
用
し
た
り
、
つ
な
げ
た

り
す
る
深
い
学
び
で
あ
り
、
教
科
本
来

の
面
白
さ
を
感
じ
る
こ
と
で
学
び
を
自

由
に
知
識
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
の
下
、
児
童
生
徒
が
自
分
が

学
ぶ
べ
き
こ
と
を
考
え
、
必
要
な
知
識

を
自
ら
獲
得
し
、
自
分
で
考
え
を
深
め

て
い
く
。
そ
れ
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
「
個
別
最
適
な
学
び
」
で
す
。
そ
の

分
事
化
し
、
仲
間
や
教
師
、
そ
し
て
教

科
書
等
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
先
哲
な
ど

と
対
話
を
し
な
が
ら
深
め
て
い
く
学
び

を
指
し
ま
す
。
そ
う
し
た
学
び
の
質
を

実
現
す
る
た
め
の
「
学
習
形
態
」
と
し

て
示
さ
れ
た
の
が
、「
個
別
最
適
な
学

び
」と「
協
働
的
な
学
び
」で
す（
図
１
）。

　
そ
の
２
つ
の
学
習
形
態
を
行
い
や
す

く
し
よ
う
と
、
児
童
生
徒
１
人
に
つ
き

１
台
の
端
末
を
配
備
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
自

学
び
は
、
自
立
的
で
個
性
的
な
学
び
手

で
あ
る
生
徒
が
相
互
に
問
い
か
け
た

り
、
助
け
合
っ
た
り
す
る
「
協
働
的
な

学
び
」
に
よ
っ
て
一
層
深
ま
り
ま
す
。

　「
個
別
最
適
な
学
び
」
を
深
め
て
い

き
、
自
分
な
り
の
考
え
が
固
ま
っ
て
く

「
個
別
最
適
な
学
び
」と「
協
働
的
な
学
び
」を
一
体
的
に

充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」を
実
現

２
０
２
１
年
１
月
、中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る
「『
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
』
の
構
築
を
目
指
し
て
（
答
申
）」
に
て
、「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的
な
学
び
」
が
示
さ
れ
た
。

そ
の
２
つ
の
学
び
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
、
学
校
現
場
に
浸
透
し
て
き
た
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
。
そ
し
て
、

ど
の
よ
う
に
実
現
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
中
央
教
育
審
議
会
の
教
育
課
程
部
会
の
委
員
を
務
め
た 

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
の
奈
須
正
裕
教
授
に
聞
い
た
。

本特集テーマの
next

上
智
大
学
　

総
合
人
間
科
学
部
教
育
学
科
　

教
授

奈
須
正
裕　
　

な
す
・
ま
さ
ひ
ろ

専
門
は
教
育
方
法
学
、
教
育
心
理
学
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
論
。

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課
程
部
会
、

総
則
・
評
価
特
別
部
会
な
ど
で
、
新
学
習
指
導
要
領
の
策
定

に
か
か
わ
る
。『
個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
』（
東

洋
館
出
版
社
）
な
ど
、
著
書
多
数
。

学
び
の
質
を
高
め
る
学
習
形
態

と
し
て
示
さ
れ
た
２
つ
の
学
び

図１ 「主体的・対話的で深い学び」と
「個別最適な学び」「協働的な学び」

※中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目
指して（答申）」と、奈須教授への取材を基に編集部で作成。

指導の個別化
• 生徒個々の特性・学習進度・学

習到達度等に応じ、教師は必要
に応じた重点的な指導や、指導
方法・教材等の工夫を行う

→一定の目標をすべての生徒が達
成することを目指し、異なる方
法等で学習を進める

学習の個性化
• 生徒個々の興味・関心・キャリ

ア形成の方向性等に応じ、教師
は生徒一人ひとりに応じた学習
活動や課題に取り組む機会の提
供を行う
→異なる目標に向けて、学習を深
め、広げる

• 生徒個々のよい点や可能性を生
かし、生徒同士、あるいは地域
の人を始めとする、多様な他者
と協働する

→異なる考え方が組み合わさり、
よりよい学びを生み出す

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

学び
の質

学習
形態

個
別
最
適
な
学
び

協
働
的
な
学
び

一体的に充実

2525  高校版  2022 August

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 25 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/25
玄塲

再
念
校

08/03
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P25-26_view-next-koukou-8g.indd   25P25-26_view-next-koukou-8g.indd   25 2022/08/03   12:582022/08/03   12:58



る
と
、
生
徒
は
、
同
様
に
学
び
を
深
め

て
い
る
仲
間
の
考
え
を
聞
き
た
く
な
り

ま
す
。
そ
の
段
階
で「
協
働
的
な
学
び
」

を
設
定
す
れ
ば
、
自
身
の
考
え
と
の
す

り
合
わ
せ
の
中
で
生
じ
た
感
想
や
疑
問

を
率
直
に
伝
え
合
う
、
極
め
て
互
恵
性

の
高
い
学
び
が
生
じ
る
で
し
ょ
う
。
　

　「
個
別
最
適
な
学
び
」
と
「
協
働
的

な
学
び
」
を
繰
り
返
し
、
一
体
的
に
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
は
自
分
の
得

意
な
学
び
方
や
関
心
、
適
性
や
進
路
を

見
い
だ
し
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」を
実
現
さ
せ
て
い
く
の
で
す
。

　「
個
別
最
適
な
学
び
」「
協
働
的
な
学

び
」
の
実
現
に
際
し
て

参
考
に
な
る
の
は
、ア

メ
リ
カ
の
学
者
ロ
バ
ー

ト
・
ブ
ラ
ン
ソ
ン
が
提

唱
し
た
「
過
去
・
現
在
・

未
来
の
学
校
教
育
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
」
で
す
。
か

つ
て
は
、
教
師
が
一
方

的
に
知
識
を
教
え
て

き
ま
し
た
（
図
２
Ａ
）。

そ
れ
が
、
教
師
と
生
徒

や
生
徒
同
士
の
対
話
・

協
働
が
行
わ
れ
る
現
在

の
姿
に
な
り
ま
し
た
が

（
図
２
Ｂ
）、
教
師
を
介

し
て
知
識
が
生
徒
に
伝

達
さ
れ
る
流
れ
の
ま
ま

で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

生
徒
が
知
識
に
自
由
に

ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を

つ
く
り
、
生
徒
は
自
分
の
意
思
と
ペ
ー

ス
で
学
び
、
他
者
と
対
話
を
し
な
が
ら

問
い
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
あ
り
方
が

求
め
ら
れ
ま
す
（
図
２
Ｃ
）。
そ
の
よ

う
な
発
想
の
転
換
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ

ト
）
が
重
要
で
す
。

　
そ
う
し
た
授
業
で
教
師
が
す
べ
き
こ

と
は
、学
習
環
境
の
整
備
や
、
生
徒
が

持
つ
知
識
を
概
念
化
し
た
り
、
構
造
化

し
た
り
す
る
思
考
の
サ
ポ
ー
ト
で
す
。

教
師
が
教
え
な
け
れ
ば
生
徒
は
学
ば
な

い
と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、そ
れ
は
違

い
ま
す
。人
間
は
、適
切
な
環
境
が
あ

れ
ば
、自
ら
問
い
を
持
ち
、学
び
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
具
体
的
な
授
業
の
方
法
の
１
つ
と
し

て
、「
単
元
内
自
由
進
度
学
習
」
を
紹

介
し
ま
す
。単
元
の
目
標
と
学
習
内
容
、

授
業
時
数
、
教
材
と
そ
の
使
い
方
を
伝

え
る
こ
と
で
、
生
徒
が
見
通
し
を
持
っ

て
、
自
分
の
好
き
な
方
法
と
ペ
ー
ス
で

学
べ
る
よ
う
に
し
ま
す
。
学
習
が
早
く

終
わ
っ
た
生
徒
は
発
展
問
題
に
取
り
組

み
、
理
解
が
不
十
分
な
生
徒
は
教
師
が

支
援
す
る
。
そ
れ
は
、
教
育
の
平
等
・

公
正
の
保
証
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
た
だ
、そ
う
し
た
授
業
は
準
備
が
大

変
で
す
。ま
ず
は
年
間
数
回
の
実
施
で

よ
い
と
思
い
ま
す
。少
な
い
回
数
で
も

継
続
し
て
実
施
す
れ
ば
、生
徒
の
学
び

の
意
識
は
大
き
く
変
わ
る
で
し
ょ
う
。

　
授
業
づ
く
り
で
は
、
教
科
内
で
学
習

目
標
や
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を

共
有
し
た
上
で
、「
個
別
最
適
な
学
び
」

と
「
協
働
的
な
学
び
」
を
ど
の
よ
う
に

行
う
の
か
、
実
施
す
る
単
元
や
授
業
時

数
、
授
業
の
進
め
方
、
教
材
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
単
元
ご
と
に
、
授
業
展
開
や
教
材
、

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
含
め
た
授
業
案
を
作

成
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
同
じ
教

科
で
も
専
門
領
域
が
異
な
る
教
師
が
い

る
の
が
、
高
校
の
特
徴
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
発
揮
し
な
が
ら
授
業
案

を
作
る
過
程
は
、
互
い
の
指
導
力
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
ベ
テ
ラ
ン
教

師
か
ら
若
手
教
師
に
指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を

伝
え
る
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
教
師
に

よ
る
「
個
別
最
適
で
、協
働
的
な
学
び
」

が
実
現
す
れ
ば
、
授
業
の
質
も
お
の
ず

と
高
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ａ 口頭伝承パラダイム
• 口頭による教師の経験

や知識の一方的な伝達。
• 生徒にとっての情報源

は教師。
• 生徒同士の相互作用は

ない。

B 現在のパラダイム
• 情報の伝達者及びゲート

キーパーとしての教師。
• 教師と生徒には相互作用

がある。
• 生徒間の相互作用は二次

的なもの。

C 情報技術パラダイム
• 知識データベース等に、生徒も

教師も等しくアクセスできる。
• 生徒間、生徒と教師間の相互作

用がある。
• 情報コントローラーとしての教

師は姿を消し、生徒と教師が知
識データベース等を取り囲む。

教
師
の
役
割
は
、
学
習
環
境
の

整
備
と
、
思
考
の
サ
ポ
ー
ト

教
師
が
各
自
の
持
ち
味
を
発
揮
し
、

授
業
の
質
を
向
上
さ
せ
る

経験 経験知識 知識

教師 教師

生徒 生徒 生徒

知識データベース
エキスパートシステム

教師

生徒 生徒

図２ 過去・現在・未来の学校教育のパラダイム

※奈須教授の提供資料を基に編集部で作成。Robert K. Branson 1990 Issues in the Design of 
Schooling : Changing the Paradigm. Educational Technology, Vol.30, No.4, 7-10.

26 高校版  2022 August

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 26 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/25
玄塲

再
念
校

08/03
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P25-26_view-next-koukou-8g.indd   26P25-26_view-next-koukou-8g.indd   26 2022/08/03   12:582022/08/03   12:58



お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

進路担当教務担当管理職

担任学年団

P. 28

P. 36

お勧めの分掌

▲

管理職
P. 40

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職
P. 32

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡
埼玉県・私立春

か す か

日部
べ

共栄中学高校

考査・授業時程・学期制の改革
中間考査を廃止して単元テストを導入することで、
生徒が授業や学習に集中して取り組める環境をつくる

北海道・私立札幌第一高校　2021年度３学年団

躍進を続ける中でも課題を直視し、
自律的学習者の育成に向けて指導を再構築

輝く
学年団を訪ねて

学校
危機管理
基 礎 講 座

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

学校管理下での事故

現場が直面する課題や疑問の解決に
つながる事例や解説記事を提供

広島県立安
あ き

芸府
ふ

中
ちゅう

高校

生徒とともに深める観点別評価
育成を目指す資質・能力を明確に掲げ、
生徒、教師が互いの活動を磨き続ける
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　「
年
５
回
の
定
期
考
査
の
合
間
に
慌
た
だ
し
く
学

校
行
事
が
入
り
、
生
徒
は
学
習
に
集
中
し
づ
ら
い
状

況
で
し
た
。
教
育
方
針
と
異
な
り
、
部
活
動
中
心
の

生
活
を
送
る
生
徒
も
、少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
学
習
評
価
は
、
定
期
考
査
に
比
重
を
置
い
て
い
た

た
め
、
定
期
考
査
の
直
前
の
み
勉
強
を
し
て
、
成
績

を
維
持
す
る
生
徒
も
い
た
。
生
徒
か
ら
は
、「
な
ぜ
、

日
頃
の
課
題
や
提
出
物
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ま
ず
、

定
期
考
査
で
点
が
取
れ
て
い
る
こ
と
で
成
績
を
維
持

し
て
い
る
よ
う
な
生
徒
が
、
指
定
校
型
の
学
校
推
薦

型
選
抜
の
受
験
者
に
選
ば
れ
る
の
か
」
と
い
っ
た
声

が
上
が
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
定
期
考
査
の
結
果
だ
け

で
な
く
、
日
頃
か
ら
の
学
習
の
積
み
重
ね
を
評
価
す

る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。

　
ま
た
、
大
学
入
試
で
頻
出
す
る
事
項
を
「
重
要
問

題
」
と
し
て
授
業
中
に
取
り
組
ま
せ
、
そ
の
問
題
を

定
期
考
査
に
出
題
す
る
こ
と
を
、
定
期
考
査
の
出
題

方
針
と
し
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
大
学
入
試
で
頻

出
の
事
項
を
授
業
や
定
期
考
査
で
扱
う
こ
と
で
、
大

学
入
試
で
求
め
ら
れ
る
学
力
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る

と
い
う
ね
ら
い
が
あ
っ
た
が
、
成
績
中
・
下
位
層
を

中
心
に
、「
丸
暗
記
す
れ
ば
、
定
期
考
査
で
は
点
が

取
れ
る
」
と
、
重
要
問
題
の
解
答
を
た
だ
覚
え
る
だ

け
の
よ
う
な
学
習
を
し
て
し
ま
う
生
徒
が
散
見
さ
れ

て
い
た
。
重
要
問
題
は
必
ず
し
も
学
力
の
伸
長
に
は

寄
与
し
て
い
な
い
と
、
吉
場
先
生
は
感
じ
て
い
た
。

　「
生
徒
の
声
を
き
っ
か
け
に
、
定
期
考
査
重
視
の

学
習
評
価
や
定
期
考
査
の
出
題
方
針
が
、
生
徒
の
学

習
姿
勢
に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
気
づ
き
ま

し
た
。
学
校
の
課
題
を
抽
出
す
る
際
に
は
、
生
徒
の

　
埼
玉
県
・
私
立
春
日
部
共
栄
中
学
高
校
は
、「
敢

え
て
三
兎
を
追
え
」
を
教
育
方
針
に
掲
げ
、
勉
学
、

学
校
行
事
、
部
活
動
の
い
ず
れ
に
も
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
生
徒
に
推
奨
し
て
い
る
。
多
く
の
生
徒
が

大
学
進
学
を
目
指
し
つ
つ
、
部
活
動
に
も
励
み
、
水

泳
部
や
吹
奏
楽
部
な
ど
、
全
国
大
会
の
常
連
と
な
っ

て
い
る
部
活
動
も
多
い
。

　
し
か
し
、
生
徒
が
学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
十

分
整
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
課
題
視
し
て
い
た

と
、
教
務
部
長
の
吉
場
慎
二
先
生
は
語
る
。

変
革
の

「
敢あ

え
て
三
兎
を
追
う
」
か
ら
こ
そ
、

学
習
に
集
中
で
き
る
環
境
を
整
備
し
た
い

背
景

学校概要

◎設立	 1980（昭和55）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 １学年約 550人
◎2022 年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、北海道大、東北大、筑波大、埼玉大、千葉
大、東京工業大、横浜国立大、東京都立大などに
91人が合格。私立大は、青山学院大、学習院大、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、明治
大、法政大、早稲田大などに延べ 1,004 人が合格。

No.280
指導変革の軌跡

埼
玉
県
・
私
立
春か

す
か日
部べ

共
栄
中
学
高
校

考
査・授
業
時
程・学
期
制
の
改
革

中
間
考
査
を
廃
止
し
て
単
元
テ
ス
ト
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

生
徒
が
授
業
や
学
習
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
環
境
を
つ
く
る
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声
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
の
姿
を
し
っ
か
り
捉
え
る
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
２
０
１
９
年
度
の
初
め
、
吉
場
先
生
は
、
教
務
部

長
や
進
路
指
導
部
長
、教
科
主
任
な
ど
か
ら
成
る「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
」
で
、
１
学
期
の
中
間
考
査
の

廃
止
を
提
案
し
た
。
併
せ
て
、
中
間
考
査
の
代
わ
り

に
単
元
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
短
い
ス
パ
ン
で
学
習
内

容
の
定
着
度
を
確
認
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
と
、

定
期
考
査
の
比
重
が
高
い
評
価
を
、
平
常
点
（
課
題

の
提
出
状
況
、
単
元
テ
ス
ト
、
授
業
に
取
り
組
む
姿

勢
）
５
割
、
期
末
考
査
５
割
の
割
合
で
の
評
価
に
改

め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
定
期
考
査
で
の
重
要
問
題
の

扱
い
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
も
提
案
し
た
。

　「
１
学
期
の
授
業
は
、
実
質
的
に
４
月
中
旬
に
始

ま
り
、
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上
旬
に
は
大
型
連
休
が

あ
る
た
め
、
十
分
な
授
業
時
数
を
確
保
で
き
な
い
ま

ま
５
月
下
旬
の
中
間
考
査
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。
５

月
は
、
６
月
上
旬
に
行
わ
れ
る
文
化
祭
の
準
備
が
あ

り
、
文
化
祭
が
終
わ
る
と
期
末
考
査
の
時
期
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
慌
た
だ
し
さ
を
是
正
し
、
生
徒
も

教
師
も
落
ち
着
い
て
授
業
に
取
り
組
み
、
単
元
テ
ス

ら
中
間
考
査
を
廃
止
し
、単
元
テ
ス
ト
を
導
入
し
た
。

　
単
元
テ
ス
ト
は
原
則
、
単
元
終
了
時
に
授
業
の
時

間
内
で
行
う
こ
と
と
し
、
実
施
の
頻
度
や
解
答
時
間

な
ど
、
実
施
方
法
の
大
枠
を
各
教
科
内
で
す
り
合
わ

せ
た
上
で
、
詳
細
は
教
師
個
々
に
任
せ
る
こ
と
に
し

た
。
教
師
に
よ
っ
て
は
、
単
元
テ
ス
ト
を
生
徒
に
予

告
せ
ず
に
実
施
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
常
に
学
習
す

る
意
識
を
持
つ
よ
う
に
し
た
り
、
単
元
テ
ス
ト
以
外

に
も
小
テ
ス
ト
を
こ
ま
め
に
行
い
、
学
習
状
況
を
丁

ト
で
学
習
の
定
着
度
を
測
り
、
そ
の
単
元
テ
ス
ト
や

授
業
態
度
な
ど
を
評
価
す
る
仕
組
み
に
し
よ
う
と
説

明
し
ま
し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー

は
、
私
の
提
案
の
意
図
を
理
解
す
る
だ
け
で
な
く
、

『
２
学
期
の
中
間
考
査
も
廃
止
に
し
て
は
ど
う
か
』

と
い
っ
た
提
案
も
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、１・

２
学
期
の
中
間
考
査
の
廃
止
と
単
元
テ
ス
ト
の
導
入

を
、各
教
科
会
に
諮
っ
た
。当
時
、国
語
科
教
科
主
任

だ
っ
た
中
村
麻
衣
先
生
は
、
国
語
科
内
で
上
が
っ
た

懸
念
点
を
一
つ
ひ
と
つ
解
消
し
て
い
っ
た
と
語
る
。

　「
授
業
中
に
単
元
テ
ス
ト
を
行
う
と
、
生
徒
の
活

動
や
教
師
の
解
説
の
時
間
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
、
進
度
の
違
い
で
ク
ラ
ス
に
よ
っ
て
テ
ス
ト

の
実
施
日
が
異
な
る
と
、
問
題
が
流
出
し
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ

う
し
た
懸
念
点
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
で
検
討

し
、
最
終
的
に
は
、
単
元
テ
ス
ト
は
15
分
間
程
度
で

到
達
度
が
測
れ
る
問
題
に
す
る
こ
と
、
単
元
テ
ス
ト

を
受
け
る
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
（
図
１
）
を
教

務
部
が
作
成
し
て
生
徒
に
配
布
す
る
こ
と
と
し
、
中

間
考
査
の
廃
止
に
至
り
ま
し
た
」

　
そ
う
し
て
全
教
科
会
の
合
意
を
得
て
、
20
年
度
か

❶問題を他者に流出させる行為や、机の中にあるプリント等を見ながら解答するこ
とは禁止です。
　問題を流出させることは、正しい評価ができないことにつながります。皆さんの
点数に応じて、先生は授業スピードやレベル、内容を調整していますので、本来
の学力に合った授業をするのが難しくなってしまいます。

❷問題を他者に流出させた場合や、机の中にあるプリント等を見ながら受験すると
いった不正行為は、定期考査時のカンニング行為と同等の扱いをします。
　当該のテストは０点、場合によっては他の教科の単元テストも０点になります。
単元テストは評価に大きくかかわるので、評定はもちろんのこと、学校推薦型選
抜等にも影響します。

❸単元テストの受験環境を整えて受験しましょう。
　原則は定期考査時と受験上のルールは同じです（違うのは、机の中に荷物が入っ
ているかどうかのみです）。　〜以下略〜

生
徒
も
教
師
も
授
業
に
集
中
で
き
る
よ
う
、

中
間
考
査
を
廃
止
し
、
単
元
テ
ス
ト
を
導
入

変
革
の
一
手

図１	 生徒に配布した単元テストの注意事項（抜粋）

※学校資料を基に編集部で作成。

授
業
に
ゆ
と
り
が
生
ま
れ
、

活
動
時
間
の
確
保
や
進
度
の
調
整
が
容
易
に

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
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寧
に
見
取
り
、
指
導
に
反
映
し
た
り
し
て
い
る
。

　
定
期
考
査
実
施
の
間
隔
が
空
き
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
授
業
に

思
考
力
や
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
む
活
動
を
取

り
入
れ
や
す
く
な
っ
た
と
、
英
語
科
教
科
主
任
の
岡

舞
衣
子
先
生
は
指
摘
す
る
。

　「
読
ん
だ
英
文
を
自
分
の
言
葉
に
し
て
話
す
リ
テ

リ
ン
グ
や
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
書
い
た
英
作
文
を
読

み
合
う
活
動
に
、
多
く
の
時
間
を
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
素
材
文
が
社
会
性
の
高

い
テ
ー
マ
の
時
は
、素
材
文
の
内
容
理
解
に
加
え
て
、

そ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
議
論
す
る
時
間

も
設
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　
進
路
指
導
部
長
の
伊
藤
恒ひ

さ
し

先
生
は
、
生
徒
主
体
の

授
業
が
よ
り
し
や
す
く
な
っ
た
と
語
る
。

　「
以
前
は
、
次
の
定
期
考
査
の
出
題
範
囲
を
、
試

験
前
ま
で
に
終
わ
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ

た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
今
は
、

生
徒
の
理
解
度
に
応
じ
て
学
習
内
容
を
変
え
る
余
裕

が
で
き
、
生
徒
本
位
で
授
業
進
度
を
調
整
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
単
元
テ
ス
ト
や
課
題
の
提
出
状
況
、
授
業
に
取
り

組
む
姿
勢
も
評
価
の
対
象
に
し
た
こ
と
で
、
日
頃
の

授
業
や
学
習
を
大
切
に
す
る
生
徒
も
増
え
て
い
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
を
抜
き
打
ち
で
実
施
す
る
こ
と
が

定
着
し
て
以
来
、
定
期
考
査
直
前
に
知
識
を
詰
め
込

む
の
で
は
な
く
、
授
業
が
あ
っ
た
そ
の
日
の
う
ち
に

復
習
を
す
る
習
慣
が
、
生
徒
に
少
し
ず
つ
定
着
し
て

間
を
50
分
間
か
ら
45
分
間
に
短
縮
。
さ
ら
に
、
長
期

休
業
の
日
数
を
減
ら
し
て
、
年
間
の
授
業
時
間
数
を

確
保
す
る
こ
と
に
し
た
。

　「
数
年
前
か
ら
45
分
授
業
は
試
行
し
て
い
ま
し
た

が
、
50
分
授
業
よ
り
も
最
後
ま
で
集
中
力
を
保
て
る

と
、
教
師
に
も
生
徒
に
も
好
評
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

45
分
授
業
に
踏
み
切
り
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
３
学
期
制
は
、
２
期
制
（
前
期
４
～
９
月
、
後
期

い
る
の
を
感
じ
ま
す
」（
岡
先
生
）

　
数
学
科
教
科
主
任
の
小お

篠ざ
さ

拓ひ

ろ央
先
生
は
、
課
題

の
提
出
状
況
が
学
習
評
価
の
対
象
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
自
分
の
理
解
度
に
応
じ
て
、
自
ら
問
題
を

選
ん
で
取
り
組
ん
だ
ノ
ー
ト
を
、
任
意
で
提
出
さ

せ
る
課
題
を
出
し
て
い
る
。
提
出
さ
れ
た
ノ
ー
ト

の
内
容
を
、
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
の
３
つ
の

観
点
で
そ
れ
ぞ
れ
３
段
階
で
評
価
。
さ
ら
に
、
評

価
の
内
容
を
生
徒
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
お
り
、

任
意
の
課
題
で
あ
り
な
が
ら
、
相
当
数
の
生
徒
が

提
出
し
て
い
る
と
い
う
。

　「
生
徒
は
、
私
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
見
て
、
自

分
の
学
習
状
況
や
学
習
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
を
確

認
し
て
い
ま
す
。
学
習
状
況
や
学
習
方
法
を
自
己
分

析
し
、
自
分
が
取
り
組
む
べ
き
問
題
を
選
択
し
て
、

自
分
で
力
を
つ
け
て
い
く
生
徒
が
増
え
て
い
ま
す
」

　
今
年
度
は
、
完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期

制
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

　
完
全
週
５
日
制
と
し
た
の
は
、
生
徒
の
学
習
時
間

と
、
部
活
動
及
び
休
養
の
時
間
を
確
保
す
る
た
め
で

あ
り
、
教
師
の
働
き
方
改
革
の
一
環
で
も
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
土
曜
の
授
業
時
間
分

を
平
日
に
割
り
振
っ
て
、
１
日
７
コ
マ
と
し
て
も
終

業
時
刻
が
遅
く
な
ら
な
い
よ
う
、
１
コ
マ
の
授
業
時

英
語
科
教
科
主
任

岡
　

舞
衣
子　
お
か
・
ま
い
こ

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
。

数
学
科
教
科
主
任

小
篠
拓
央　
お
ざ
さ
・
ひ
ろ

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

数
学
科
。

教
務
部
長

吉
場
慎
二　
よ
し
ば
・
し
ん
じ

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
20
年
目
。

入
試
担
当
委
員
。
情
報
科
。

進
路
指
導
部
長

伊
藤
　

恒　
い
と
う
・
ひ
さ
し

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
30
年
目
。

数
学
科
。

教
務
部

中
村
麻
衣　
な
か
む
ら
・
ま
い

教
職
歴
７
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

国
語
科
。

完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期
制
の

導
入
で
、
学
び
の
質
を
さ
ら
に
深
め
る
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10
～
３
月
）
に
変
え
た
。
3
学
期
制
で
は
、
１
学
期

が
終
わ
っ
て
夏
季
休
業
に
入
る
と
、
生
徒
の
意
識
が

学
習
か
ら
離
れ
が
ち
に
な
る
と
い
う
課
題
が
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
９
月
に
実
施
し
て
い
た
三

者
面
談
を
７
月
に
移
動
し
、
休
業
明
け
に
は
校
内
統

一
試
験
を
実
施
し
て
、
夏
季
休
業
中
の
学
習
の
成
果

を
測
る
こ
と
に
し
た
。

　「
校
内
統
一
試
験
は
、
模
擬
試
験
の
よ
う
に
、
初

見
の
問
題
や
応
用
問
題
な
ど
を
出
題
す
る
こ
と
と

し
、
前
期
の
成
績
の
評
価
の
対
象
に
す
る
と
、
生
徒

に
伝
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
三
者
面
談
で
夏
季
休
業

中
の
学
習
計
画
に
つ
い
て
話
す
場
を
設
け
、
生
徒
が

自
身
の
学
習
に
つ
い
て
、
課
題
意
識
を
持
っ
て
夏
季

休
業
を
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」（
吉
場
先
生
）

　
冬
季
休
業
明
け
の
１
月
末
に
も
、
校
内
統
一
試
験

を
実
施
す
る
計
画
だ
。
１
月
は
、
中
学
校
入
試
や
高

校
入
試
が
あ
り
、
休
業
日
が
多
い
。
そ
こ
で
、
夏
季

休
業
と
同
様
に
、
生
徒
が
冬
季
休
業
中
や
１
月
の
休

業
日
に
、
し
っ
か
り
と
自
学
自
習
に
取
り
組
む
よ
う

に
す
る
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
（
図
２
）。

　
完
全
週
５
日
制
、
45
分
授
業
、
２
期
制
は
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、
成
果
は
こ
れ
か
ら
検
証
し
て
い
く
。

た
だ
既
に
、
生
徒
か
ら
、「
自
分
が
取
り
組
み
た
い

学
習
に
取
り
組
め
る
時
間
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
い
っ
た
肯
定
的
な
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
同

校
は
改
革
の
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
伊
藤
先
生
は
、「
私
個

人
と
し
て
は
、将
来
的
に
、中
間
考
査
だ
け
で
な
く
、

定
期
考
査
自
体
を
な
く
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　「
単
元
テ
ス
ト
や
小
テ
ス
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

教
師
は
生
徒
の
学
習
の
状
況
を
日
頃
か
ら
的
確
に
把

握
し
、
そ
れ
を
指
導
に
生
か
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
一
連
の
改
革
の
大
き
な
成
果
の
１
つ

で
す
。
ま
た
、
生
徒
の
学
習
の
到
達
度
は
、
単
元
テ

ス
ト
や
小
テ
ス
ト
で
十
分
測
る
こ
と
が
で
き
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
」（
伊
藤
先
生
）

　
同
校
で
は
、
新
た
な
取
り
組
み
を
行
う
際
、
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

　「
や
っ
て
み
て
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
す
ぐ
に

改
善
す
る
か
、
や
め
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、
先
生

方
と
十
分
に
話
し
合
い
、
学
校
に
と
っ
て
よ
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
ま
ず
は
挑
戦
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
生
徒
が
大
き
く
成
長
す
る
た
め
に
、
全
力
で

三
兎
を
追
え
る
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら

も
先
生
方
と
の
対
話
を
重
ね
、
挑
戦
を
続
け
て
い
き

ま
す
」（
吉
場
先
生
）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

2019年度
まで

•

入
学
式

•

始
業
式

•

中
間
考
査

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

期
末
考
査

•

三
者
面
談

•

中
間
考
査

•

体
育
祭

•

期
末
考
査

•
中
学
校
・
高
校

　
入
試
の
休
業
日

•

学
年
末
考
査

2020～
21年度

•

入
学
式

•

始
業
式

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

期
末
考
査

•

三
者
面
談

•

体
育
祭

•
期
末
考
査

•

中
学
校
・
高
校

　
入
試
の
休
業
日

•

学
年
末
考
査

2022年度

•

入
学
式

•

始
業
式

•

大
型
連
休

•

文
化
祭

•

三
者
面
談

•

前
期
定
期
考
査

•

校
内
統
一
試
験

•

体
育
祭

•

校
内
統
一
試
験

•

中
学
校
・
高
校

　
入
試
の
休
業
日

•

後
期
定
期
考
査

三者面談を９月から７月に移
動。夏季休業・冬季休業明け
には、校内統一試験を実施。

１学期

１学期

前期（夏季休業含む） 後期（冬季休業含む）

夏季休業

夏季休業

夏季休業

２学期

２学期

冬季休業

冬季休業

冬季休業

春季休業

春季休業

３学期

３学期

１学期の中間考
査、２学期の中
間考査を廃止。

春季休業

指導変革の 埼玉県・私立春日部共栄中学高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

生
徒
の
学
力
を
的
確
に
把
握
し
、

日
々
の
指
導
に
反
映
さ
せ
る

学校行事は主要なものを掲載。赤字は、変更・追加した項目。

図２	 2019〜22年度　年間計画の変遷

※学校資料を基に編集部で作成。
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22
年
度
４
月
よ
り
、
学
校
と
し
て
育

成
を
目
指
す
6
つ
の
力
を
設
定
し
、
そ

れ
ら
を
学
校
行
事
な
ど
を
含
む
す
べ
て

の
教
育
活
動
と
ひ
も
づ
け
て
い
る
広
島

県
立
安
芸
府
中
高
校
。
生
徒
は
、
6
つ

の
力
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
教

育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
思
考

力
・
判
断
力
・
表
現
力
」「
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
を
発
揮
す
る

こ
と
で
何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を

具
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
活

動
の
目
標
が
立
て
や
す
く
な
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
22
年
度
の
同
校
で

は
、
多
く
の
教
師
が
授
業
の
中
で
、
６

生徒とともに深める観点別評価

新学習指導要領がスタートした 2022 年度、学校現場には資質・能
力を育成するための指導と評価を積み重ねながら、より自校に合っ
た形へと軌道修正していくことが求められる。現場が直面する課題
や疑問を解決し、よりよい計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
を
明
確
に
掲
げ
、

生
徒
、教
師
が
互
い
の
活
動
を
磨
き
続
け
る

広
島
県
立
安あ

芸き

府ふ

中ち
ゅ
う

高
校

広
島
県
で
は
、
22
年
度
か
ら
す
べ
て
の
県
立
高
校
で
、
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能

力
を
設
定
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
使
っ
て
育
成
の
状
況
を
評
価
し
て
い
る
。
広
島
県
立
安
芸
府

中
高
校
で
は
、「
６
つ
の
力
（
図
１
）」
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
を
す
べ
て
の
教
育
活
動
と
ひ
も
づ

け
な
が
ら
生
徒
に
意
識
づ
け
す
る
と
と
も
に
、
観
点
別
評
価
の
充
実
も
図
っ
て
い
る
。

設立	 1980（昭和55）年
形態	 全日制／普通科・国際科／共学
生徒数	 １学年約 200人
２０２2年度入試合格実績（現役のみ）　
国公立大は、広島大、県立広島大、広島市
立大、北九州市立大などに18人が合格。私
立大は、明治大、京都産業大、立命館大、
関西外国語大などに延べ272人が合格。

実践レポート
　
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
の
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
も
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の

充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
既
に
多
く
の
学
校
で
、
主
に
定

期
考
査
を
活
用
し
た
観
点
別
評
価
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
２
学

期
を
前
に
し
た
今
、
生
徒
の
学
び
の
質
の
向
上
に
寄
与
す
る
評

価
の
あ
り
方
を
改
め
て
考
え
、
今
後
の
評
価
を
よ
り
自
校
の
生

徒
に
合
っ
た
形
に
修
正
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
ま
た
、
評

価
を
真
に
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
教
育
活
動
そ
の
も
の
の
改
善

も
欠
か
せ
な
い
。
そ
こ
で
今
号
で
は
、
観
点
別
評
価
の
充
実
と

授
業
改
善
に
、
学
校
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
先
進
校
の
実
践

事
例
を
紹
介
す
る
。

２
学
期
以
降
の
観
点
別
評
価
と

教
育
活
動
の
改
善
に
向
け
て

教
育
活
動
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
生
徒
と
共
有
し
、

教
師
、生
徒
が
協
働
的
に
評
価

日
々
の
学
び
を
、
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
な
げ
る
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つ
の
力
を
基
に
し
た
振
り
返
り
を
実
施

し
て
お
り
、
高
橋
真
校
長
は
「
6
つ
の

力
は
学
校
文
化
と
し
て
定
着
し
つ
つ
あ

る
」
と
説
明
す
る
。

　「
何
度
も
会
議
を
重
ね
て
策
定
し
た

６
つ
の
力
を
４
月
か
ら
様
々
な
場
面
で

周
知
し
た
と
こ
ろ
、
美
術
選
択
の
生
徒

有
志
が
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
作
成
し
た

り
（
図
１
）、
放
送
部
が
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
に
入
れ
た
り
と
、
生
徒
た
ち
も
６

つ
の
力
を
大
切
な
目
標
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
将
来
、
卒
業
生
が
同
窓
会
な

ど
で
集
ま
っ
た
時
に
、
６
つ
の
力
を
基

に
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
私
た
ち
の
夢
で
す
」（
高
橋
校
長
）

　
６
つ
の
力
は
、
教
科
学
習
に
お
け
る

観
点
別
評
価
、
特
に
「
思
考
・
判
断
・

表
現
」「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
」
の
評
価
の
深
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
。
同
校
で
の
観
点
別
評
価
を
牽

引
し
て
い
る
の
は
、
英
語
科
だ
。
広
島

の
県
立
高
校
で
唯
一
の
国
際
科
を
設
置

す
る
同
校
に
は
、
英
語
科
が
中
心
と

な
っ
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
る
。

　
英
語
科
で
は
、「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に
お
い
て

様
々
な
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。例
え
ば
、

授
業
の
予
習
・
復
習
や
、
単
語
テ
ス
ト

に
向
け
た
学
習
状
況
を
生
徒
が
振
り
返

り
、
テ
ス
ト
結
果
な
ど
と
と
も
に
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
（
図
2
）
を
用
い
て
自
己
評

価
し
、
そ
れ
を
教
師
に
よ
る
評
価
と
比

較
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
自
身
で
学
習

の
改
善
点
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

　「
教
師
に
よ
る
評
価
と
自
己
評
価
を

比
較
さ
せ
る
際
に
は
、
生
徒
の
主
体
性

を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
教
師
が
示
し
た

学
習
の
進
め
方
を
踏
ま
え
て
、
自
分
は

ど
ん
な
学
習
方
法
を
選
択
し
た
の
か
、

そ
の
成
果
は
納
得
い
く
も
の
だ
っ
た
の

か
、
学
習
を
改
善
す
る
と
し
た
ら
、
そ

れ
は
ど
こ
か
を
、
自
分
の
言
葉
で
語
ら

せ
ま
す
。
そ
う
し
た
自
己
評
価
に
お
い

て
も
、
育
成
を
目
指
す
６
つ
の
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
生
徒
の
振
り
返
り
の
う

ち
、
優
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
ほ
か
の

生
徒
に
も
共
有
す
る
こ
と
で
、
自
己
評

価
す
る
力
を
伸
ば
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」（
英
語
科
・
賴よ

り

近ち
か

真
理
先
生
）

　
教
師
が
学
び
方
の
モ
デ
ル
を
示
し
た

上
で
、
生
徒
が
学
び
方
を
自
分
で
選
択

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
分
で
選

択
し
た
か
ら
こ
そ
、
自
身
の
学
び
を
分

析
す
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
ま
で
は
、

や
や
も
す
る
と
「
結
果
」
ば
か
り
が
評

価
の
対
象
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
生

徒
の
自
己
分
析
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
、

結
果
に
至
る
前
の
土
台
づ
く
り
に
お
け

る
生
徒
の
「
変
化
」
も
評
価
の
対
象
と

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
同
校
の
英
語

地域社会・国際社会の持続的な平和と発展に貢献できるグローカル
リーダーとなるため、特に生徒に求められる６つの力を設定した。
※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料を抜粋して掲載。

生徒が作成した、
育成を目指す6つの力のシンボルマーク

図１

「主体的に学習に取り組む態度」のルーブリック（一部）図２

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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同
校
で
は
７
月
に
、
生
徒
が
６
つ
の

力
を
ど
の
程
度
身
に
つ
け
た
か
を
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
評
価
す
る
、
生
徒

に
よ
る
自
己
評
価
を
行
う
。
そ
し
て
三

者
懇
談
で
は
、
そ
の
自
己
評
価
の
結
果

以
降
の
さ
ら
な
る
成
長
を
促
す
考
え
だ
。

　「
三
者
懇
談
に
先
立
っ
て
、
生
徒
は

あ
ら
か
じ
め
プ
レ
ゼ
ン
準
備
シ
ー
ト

（
図
３
）
の
作
成
に
取
り
組
み
、
6
つ

の
力
の
中
で
特
に
身
に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
力
と
、
身
に
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
力
を
選
び
、
学
校
生
活
の
過
ご
し
方

な
ど
と
と
も
に
整
理
し
ま
す
。同
時
に
、

2
学
期
以
降
、
授
業
や
学
校
行
事
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
か
を

宣
言
し
ま
す
。
三
者
懇
談
で
の
生
徒
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
は
、
21
年
度
2
学
期
に

試
行
的
に
実
施
し
た
の
で
す
が
、普
段
、

家
庭
で
は
な
か
な
か
聞
け
な
い
学
校
生

活
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

保
護
者
に
も
と
て
も
好
評
で
し
た
」（
指

導
教
諭
・
久
山
慎
也
先
生
）

　
さ
ら
に
同
校
で
は
、
学
期
に
１
回
程

度
予
定
す
る
授
業
観
察
で
も
、
６
つ
の

力
が
ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
て
い
る
か

を
、
授
業
を
見
る
視
点
の
１
つ
と
し
て

設
定
。
生
徒
中
心
の
授
業
で
６
つ
の
力

が
育
ま
れ
て
い
る
か
を
、
教
師
と
生
徒

の
発
話
時
間
の
可
視
化
な
ど
を
通
し
て

検
証
し
、
２
学
期
以
降
の
授
業
改
善
に

つ
な
げ
て
い
く
計
画
だ
。

と
２
学
期
以
降
の
高
校
生
活
の
過
ご
し

方
を
、
生
徒
か
ら
保
護
者
と
担
任
に
プ

レ
ゼ
ン
す
る
。
生
徒
の
プ
レ
ゼ
ン
を
聞

い
た
保
護
者
と
担
任
は
、
生
徒
に
対
し

て
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
2
学
期

科
の
教
師
は
語
る
。

　「
中
間
考
査
後
、
英
語
科
で
、
生
徒

の
変
化
を
１
学
期
後
半
は
ど
う
見
取
る

か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

家
庭
学
習
の
取
り
組
み
の
状
況
を
題
材

に
自
分
の
学
習
行
動
を
分
析
さ
せ
、
そ

の
内
容
に
注
目
し
て
い
く
こ
と
な
ど
、

今
後
の
方
針
を
共
有
し
ま
し
た
」（
国

際
科
主
任
・
加
藤
賢
一
先
生
）

　
そ
う
し
た
英
語
科
の
提
出
物
や
家
庭

学
習
の
見
取
り
方
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

課
題
な
ど
は
、
教
科
主
任
会
議
を
通
し

て
他
の
教
科
に
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。

　「
も
ち
ろ
ん
、
6
つ
の
力
を
ど
の
よ

う
に
育
成
し
、
評
価
し
て
い
く
か
、
そ

の
具
体
的
な
方
法
は
教
科
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
。
す
べ
て
に
お
い
て
足
並
み

を
そ
ろ
え
る
の
で
は
な
く
、
教
科
間
の

違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
学
校
全
体

で
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
」

（
大
川
敬た

か

洋ひ
ろ

教
頭
）

　「
私
の
所
属
す
る
国
語
科
で
も
、
6

つ
の
力
を
軸
に
し
た
授
業
の
目
標
の
確

認
と
、
振
り
返
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
を
高
め
る
だ
け

で
な
く
、私
た
ち
教
師
に
と
っ
て
も『
こ

の
生
徒
は
、
今
日
の
授
業
で
こ
ん
な
気

づ
き
を
得
た
の
か
』
と
、
生
徒
を
深
く

理
解
し
、
授
業
改
善
の
気
づ
き
を
得
る

機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
」（
進
路
指
導

主
事
・
柳な

ぎ

楽ら

和
人
先
生
）

※学校資料をそのまま掲載。

三者懇談プレゼン準備シート図３

生
徒
が
学
校
生
活
で
身
に
つ
け
た
資
質・能
力
を
自
己
評
価
し
、

２
学
期
以
降
の
取
り
組
み
を
三
者
懇
談
で
保
護
者
に
プ
レ
ゼ
ン

今
学
期
の
振
り
返
り
を
次
学
期
の
学
び
の
改
善
に
つ
な
げ
る
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高
橋
校
長
は
、「
振
り
返
り
を
さ
ら

に
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
、
生
徒
に
、
自

分
は
な
ぜ
学
ぶ
の
か
、
何
の
た
め
に
学

校
に
来
て
い
る
の
か
を
、
１
コ
マ
１
コ

マ
の
授
業
で
成
功
体
験
を
味
わ
わ
せ
な

が
ら
、
考
え
さ
せ
た
い
」
と
語
る
。

　「
日
々
の
振
り
返
り
は
確
か
に
大
切

で
す
が
、
そ
れ
が
単
な
る
作
業
に
な
っ

て
形
骸
化
し
な
い
よ
う
、
注
意
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
、
先
生
方
が
生
徒
の

振
り
返
り
に
目
を
通
し
、
６
つ
の
力
の

育
成
に
つ
な
が
る
学
び
と
し
て
価
値
が

あ
る
振
り
返
り
を
ク
ラ
ス
内
で
共
有
す

る
こ
と
が
今
後
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
振

り
返
り
を
自
己
と
の
対
話
に
と
ど
め

ず
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
が
ど
ん
な
学
び
を

し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
展
望
を

抱
い
て
い
る
の
か
に
気
づ
か
せ
る
こ
と

は
、
他
者
と
の
対
話
の
き
っ
か
け
に
な

る
は
ず
で
す
。
ま
た
、
先
生
方
に
は
、

６
つ
の
力
の
育
成
の
視
点
で
自
身
の
授

業
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
自
分
の
授
業

の
癖
を
見
抜
き
、
新
し
い
授
業
ス
タ
イ

ル
に
転
換
す
る
チ
ャ
ン
ス
に
し
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
高
橋
校
長
）

　
加
藤
先
生
は
、「
６
つ
の
力
は
す
ぐ

に
評
価
で
き
る
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、
か
つ
、
発
揮
し
な
が
ら
身
に
つ
け

る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
学
校
に
は
、
生

徒
が
資
質
・
能
力
を
発
揮
す
る
真
正
の

学
び
の
場
が
必
要
」
と
語
る
。

　「
本
校
は
、『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』

だ
け
で
な
く
、
他
の
授
業
に
お
い
て
も

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
は
、
ま

さ
に
６
つ
の
力
を
総
合
的
に
発
揮
す
る

場
で
す
。
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

に
お
け
る
学
び
の
成
果
を
地
域
、
そ
し

て
海
外
に
発
信
し
、
交
流
す
る
機
会
を

増
や
す
こ
と
で
、
生
徒
は
、
本
校
が
育

成
を
目
指
す
６
つ
の
力
が
社
会
に
出
た

時
も
確
実
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
気

づ
く
は
ず
で
す
」（
加
藤
先
生
）

国
際
科
１
学
年
担
任

賴
近
真
理　

よ
り
ち
か
・
ま
り

教
職
歴
17
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
５
年
目
。
英
語
科
。

国
際
科
主
任
・
外
国
語
科
主
任

加
藤
賢
一　

か
と
う
・
け
ん
い
ち

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
英
語
科
。

進
路
指
導
主
事
・
進
路
支
援
部
主
任

柳
楽
和
人　

な
ぎ
ら
・
か
ず
と

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
８
年
目
。
国
語
科
。

指
導
教
諭
・
教
育
研
究
部
主
任

久
山
慎
也　

ひ
さ
や
ま
・
し
ん
や

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。
英
語
科
。

教
頭大

川
敬
洋　

お
お
か
わ
・
た
か
ひ
ろ

教
職
歴
29
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

校
長高

橋
　真　

た
か
は
し
・
ま
こ
と

教
職
歴
36
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。

育成を目指す「６つの力」を通じて成長を見取り、
生徒に「なりたい自分」を描かせる広島県立安芸府中高校の取り組みを

で詳しく紹介します
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article11442/

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！
• 新教育課程の参考になる特設コーナー設置　• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料　などを掲載！

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程からアクセス

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/shidou/index.html

教
師
は
自
身
の
授
業
ス
タ
イ
ル
を
更
新
し
、

学
校
は
生
徒
が
資
質・能
力
を
発
揮
す
る
多
様
な
場
を
設
け
る

今
後
の
展
望

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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躍進を続ける中でも課題を直視し、
自律的学習者の育成に向けて指導を再構築

北海道・私立札幌第一高校　2021年度３学年団

校訓に「目は高く 足は大地に」を掲げる北
海道屈指の進学校。学習と部活動や特別活動
を通じて、「知・情・意・体」の調和の取れ
た、世界でリーダーシップを発揮できる人材
の育成に努める。進路指導プログラム「進路
コンパス」と学習指導プログラム「学習コン
パス」、そして、社会課題を発見し、その解決策を導きながら、社会貢献
できる力を身につける活動「探究コンパス」という独自の教育プログラム、
さらに、北海道大学を始めとする全国の難関大学への進学を目標とした学
力向上の取り組み「HUP プロジェクト」を展開する。

設立　1958（昭和 33）年
形態　全日制／普通科／共学
生徒数　１学年約 400 人
2022 年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、京都大、神戸大、九州大、札幌医科大などに 219 人が合格。私立大は、
慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、早稲田大などに延べ 607 人が合格。

学校概要◎大学入試の合格実績は大きく飛躍

していたが、教師たちは、補習や課題、

追試で生徒を引っ張り続ける指導に

限界を感じていた。

◎社会環境や生徒の気質が変化する

中、教育活動の礎となってきた学校独自

の進路指導プログラムを、より今の生

徒に合った形に更新する必要があった。

学年団が直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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北
海
道
・
私
立
札
幌
第
一
高
校
は
特
に
近
年
、

国
公
立
大
学
合
格
者
を
順
調
に
増
や
し
、
直
近
の

２
０
２
２
年
度
大
学
入
試
で
は
、
北
海
道
大
学
47
人

を
含
む
国
公
立
大
学
合
格
者
２
１
９
人
と
い
う
過
去

最
高
の
成
果
を
上
げ
た
。
だ
が
、
そ
の
輝
か
し
い
成

果
の
裏
側
に
は
、
進
学
実
績
が
躍
進
す
る
中
で
も
生

徒
の
実
態
に
向
き
合
い
、
指
導
の
改
善
に
取
り
組
む

同
校
の
教
師
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
と
、
同
校
に
26
年

間
勤
務
す
る
佐
藤
祐
介
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
本
校
は
、
伝
統
的
に
放
課
後
の
補
習
や
家
庭
学

習
に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、
生
徒
を
引
っ
張
り
上
げ

る
指
導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
指
導
に
つ

い
て
き
て
く
れ
る
生
徒
の
頑
張
り
を
誇
り
に
思
い
な

が
ら
も
、
生
徒
は
疲
弊
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
こ

の
ま
ま
で
は
進
学
実
績
は
い
つ
か
頭
打
ち
に
な
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
も
あ
り
ま
し
た
」

　
17
年
度
に
道
内
屈
指
の
公
立
進
学
校
か
ら
転
任
し

て
き
た
平
田
稔と

し

夫お

先
生
も
、
同
様
の
課
題
感
を
覚
え

た
と
振
り
返
る
。

　「
生
徒
た
ち
が
『
学
校
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
を

と
に
か
く
こ
な
し
て
い
き
さ
え
す
れ
ば
、
学
力
は
向

上
す
る
』
と
思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
こ

れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
生
徒
の
た
め
に
な
ら
な

い
。
指
導
の
転
換
が
必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
19
年
度
の
１
学
年
団
に
担
任
の
１
人
と
し
て
参
加

し
た
平
田
先
生
は
、
当
時
の
１
学
年
主
任
と
、
進
路

指
導
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
着
手
し
た
。

　「
学
年
主
任
は
、『
学
校
が
大
好
き
な
生
徒
』
を
育

て
た
い
と
常
々
語
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
学

年
主
任
で
し
た
か
ら
、
生
徒
は
疲
弊
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
っ
た
自
分
が
持
っ
て
い
る
課
題
感
を

率
直
に
打
ち
明
け
、
生
徒
を
一
律
に
引
っ
張
り
上
げ

る
指
導
か
ら
、
生
徒
が
自
ら
計
画
を
立
て
、
自
律
的

に
学
習
し
て
い
く
こ
と
を
促
す
指
導
へ
の
転
換
を
提

案
し
た
時
も
共
感
し
て
く
れ
ま
し
た
」（
平
田
先
生
）

　
進
路
指
導
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
と
し
て
具
体
的

に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
同
校
の
進
路
指
導
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
進
路
コ
ン
パ
ス
」
を
、
よ
り
今
の
生
徒
の
実
態

に
合
っ
た
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。
進
路
コ

ン
パ
ス
は
、
職
業
・
学
問
調
べ
、
志
望
学
部
・
学
科
・

大
学
選
択
な
ど
、
進
路
選
択
に
関
す
る
３
年
間
の
学

習
を
体
系
化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
生
徒
は
毎
回
、

教
師
が
用
意
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
な
ど
に
取
り
組

む
。01
年
度
に
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て
以
来
、

同
校
の
躍
進
を
下
支
え
し
て
き
た
が
、
近
年
の
生
徒

を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
伴
い
、
修
正
が
必
要
な

点
も
見
え
て
き
た
と
、
同
校
の
卒
業
生
で
も
あ
る
佐

藤
亮
介
先
生
は
説
明
す
る
。

　「
進
路
コ
ン
パ
ス
に
は
、
課
題
の
提
出
状
況
や
学

習
時
間
を
記
録
さ
せ
る
な
ど
、
教
師
が
生
徒
を
引
っ

張
り
上
げ
る
た
め
の
指
導
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

生
徒
の
こ
と
に
つ
い
て
た
く
さ
ん
話
し
な
が
ら
、

同
じ
方
向
を
目
指
し
て
い
く
チ
ー
ム
で
す
。

先
生
方
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
見
な
が
ら
、「
何
か

困
り
事
を
抱
え
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
想
像
す

る
こ
と
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
会
議
の
中
で
出
て

き
た
言
葉
や
、
保
護
者
な
ど
と
の
電
話
対
応
の
様

子
を
見
聞
き
し
た
時
に
、「
何
か
あ
っ
た
の
？
」

と
声
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

多
く
の
生
徒
が
、
納
得
し
て
新
し
い
進
路
に
前
向

き
に
踏
み
出
す
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と

に
対
す
る
喜
び
を
、
学
年
団
の
先
生
方
と
共
有
す

る
こ
と
で
す
。

相
手
が
生
徒
で
あ
れ
、
同
僚
の
先
生
方
で
あ
れ
、

一
緒
に
一
生
懸
命
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

熟
考
し
が
ち
な
た
め
、
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
際

に
時
間
の
余
裕
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

先
生
方
が
余
裕
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
、

判
断
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
た
い
で
す
。

QQQQQ AAAAA

引
っ
張
り
上
げ
る
指
導
か
ら
の
転
換
の
た
め
、

自
校
伝
統
の
指
導
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
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ま
し
た
。
今
の
生
徒
た
ち
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
一

人
ひ
と
り
の
生
徒
に
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
か
を
考
え
な
が
ら
、
進
路
コ
ン
パ
ス
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　
確
か
に
、以
前
は
生
徒
全
員
に
対
し
て
、一
律
に
、

一
定
量
の
学
習
を
求
め
る
べ
き
時
期
も
あ
っ
た
が
、

今
は
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
、
何
を
、
ど
の
よ
う

に
学
習
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と

が
、
よ
り
重
要
だ
と
平
田
先
生
は
考
え
た
。

　「
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る
上
で
求
め
ら
れ
る

の
は
、
目
標
に
向
け
て
自
ら
戦
略
を
立
て
、
そ
れ
を

実
行
す
る
力
で
す
。
そ
こ
で
、
生
徒
自
身
に
学
習
計

画
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
受
験
本
番
ま
で

自
分
で
戦
略
的
に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
生
徒
を
育
て

よ
う
と
、
学
年
団
の
先
生
方
に
提
案
し
ま
し
た
」

　
学
習
に
か
か
わ
る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
、
い
つ
、
ど

れ
く
ら
い
勉
強
し
た
か
を
記
録
さ
せ
る
形
式
か
ら
、

自
分
で
見
極
め
た
重
点
学
習
分
野
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
学
習
す
る
の
か
を
具
体
的
に
考
え
さ
せ
る
形

式
に
改
訂
し
、
そ
の
記
載
を
基
に
、
担
任
は
生
徒
と

１
年
次
か
ら
学
習
戦
略
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
ま

た
、
模
擬
試
験
や
定
期
考
査
の
前
後
に
は
、
各
教
科

の
担
当
教
師
か
ら
、
習
熟
度
別
な
ど
の
観
点
で
学
習

方
法
を
生
徒
に
例
示
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
主
体
的

に
学
習
計
画
を
立
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
支

援
を
行
っ
た
（
図
）。

　
進
路
コ
ン
パ
ス
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
過
程
で

は
、
生
徒
が
志
望
校
へ
の
思
い
を
言
葉
に
す
る
機
会

を
設
け
る
こ
と
を
重
視
し
た
。
例
え
ば
、以
前
は「
志

望
校
に
合
格
す
る
た
め
に
は
、
ど
れ
く
ら
い
成
績
を

伸
ば
す
必
要
が
あ
る
か
」
を
聞
い
て
い
た
進
路
コ
ン

パ
ス
の
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
、「
ど
う
し
て
そ
の
大
学

を
志
望
し
て
い
る
の
か
」
を
丁
寧
に
聞
く
形
に
改
訂

し
た
。
自
分
の
志
望
が
偏
差
値
だ
け
に
基
づ
く
も
の

で
は
な
く
、
大
学
で
の
学
び
や
職
業
観
、
生
き
方
と

つ
な
が
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
自
分
の
言

葉
で
表
現
さ
せ
た
か
っ
た
の
だ
。

　「
最
初
は
、『
こ
の
大
学
を
目
指
す
の
は
、
偏
差
値

が
高
い
か
ら
』
と
だ
け
書
く
生
徒
も
い
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
生
徒
に
は
、
私
た
ち
担
任
が
個
別
に
面
談

を
行
い
、
社
会
問
題
へ
の
関
心
な
ど
を
言
葉
に
さ
せ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
第
1

志
望
は
強
固
な
も
の
に
な
る
と
と
も
に
、
大
学
名
で

は
な
く
、
学
問
分
野
で
志
望
校
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
た
め
、
第
２
、
第
３
志
望
も
定
ま
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
」（
佐
藤
亮
介
先
生
）

　
進
路
コ
ン
パ
ス
の
改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
資
質
・

能
力
と
い
う
観
点
も
大
切
に
し
た
。

　「『
将
来
、
金
融
業
界
で
働
き
た
い
か
ら
経
済
学
部

を
志
望
』
と
い
っ
た
よ
う
に
、
職
業
と
大
学・学
部・

学
科
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な
げ
る
だ
け
で
は
な
く
、

金
融
業
界
で
ど
ん
な
仕
事
を
し
た
い
の
か
、
そ
こ
で

は
ど
ん
な
資
質
・
能
力
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
そ
う

し
た
資
質
・
能
力
は
、
高
校
や
大
学
で
、
何
を
、
ど

の
よ
う
に
学
ぶ
こ
と
で
自
分
の
中
に
育
ま
れ
る
の
か

を
考
え
さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
、
進
路
コ
ン
パ
ス

図　自律的な学習を促すワークシート

希
望
進
路
へ
の
思
い
を
、

自
分
の
言
葉
で
語
ら
せ
る

模擬試験を自律的な学習習慣の確立の契機とするため、進路コンパスのワークシートを改訂。教科ごとに進研模試の素点による
レベル別の学習アドバイスを伝えた上で、生徒自身に学習戦略を立案させ、担任との面談へとつなげた。※学校資料をそのまま掲載。
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と
思
い
ま
す
」（
平
田
先
生
）

　
生
徒
を
引
っ
張
り
上
げ
る
指
導
か
ら
、
生
徒
の
自

走
を
促
す
支
援
へ
と
変
革
を
果
た
し
た
学
年
団
の
指

導
マ
イ
ン
ド
は
、
学
校
全
体
へ
と
引
き
継
が
れ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　「
私
は
22
年
度
の
１
学
年
主
任
を
務
め
て
い
ま
す

が
、
平
田
先
生
の
学
年
団
に
所
属
し
た
先
生
方
が
た

く
さ
ん
１
学
年
団
に
い
て
、
と
て
も
心
強
い
で
す
。

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
進
路
コ
ン
パ
ス
を
、
平

田
学
年
団
の
経
験
と
と
も
に
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
生

徒
に
合
っ
た
も
の
へ
と
、
先
生
方
と
一
緒
に
磨
き
上

げ
て
い
き
ま
す
」（
佐
藤
祐
介
先
生
）

現
の
た
め
の
学
習
計
画
を
書
い
た
ら
、
自
分
が
高
校

生
の
時
に
描
い
た
進
路
志
望
や
そ
の
実
現
の
た
め
に

立
て
た
戦
略
を
生
徒
に
伝
え
ま
し
た
。
教
師
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
、
生
徒
は
自
ら
掲
げ
た

目
標
の
達
成
の
た
め
に
自
分
は
何
を
す
べ
き
か
を
主

体
的
に
考
え
た
か
ら
、
教
師
に
引
っ
張
り
上
げ
ら
れ

る
の
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
ら
学
習
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
２
年
次
の
途
中
か
ら
学
年
主
任
を
引
き
継
い
だ
平

田
先
生
は
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
学
年
団
の
教

師
た
ち
が
ク
ラ
ス
を
超
え
て
生
徒
の
こ
と
を
語
る
よ

う
に
な
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「
生
徒
の
自
律
的
な
学
習
を
見
守
る
中
で
、
生
徒

の
中
に
発
見
し
た
小
さ
な
変
化
や
成
長
を
、
職
員
室

で
い
つ
も
語
り
合
っ
て
い
ま
し
た
。
進
路
コ
ン
パ
ス

が
、
単
な
る
記
録
や
調
査
票
で
は
な
く
、
自
律
・
自

走
と
い
う
視
点
か
ら
生
徒
を
見
取
る
ツ
ー
ル
に
な
っ

た
の
で
す
」（
平
田
先
生
）

　
学
年
団
の
教
師
が
生
徒
に
寄
り
添
い
、
生
徒
の
主

体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
見
守
っ
た
か
ら
、「
学
校
が

大
好
き
な
生
徒
」
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
た
と
、
平

田
先
生
は
語
る
。
そ
の
結
果
が
、
22
年
度
大
学
入
試

で
の
さ
ら
な
る
躍
進
と
し
て
実
を
結
ん
だ
の
だ
。

　「
今
年
の
２
月
、
札
幌
は
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の
３
年
生
が
学
校
に
足
を
運

び
ま
し
た
。学
校
で
仲
間
や
先
生
と
頑
張
れ
ば
、き
っ

と
受
験
は
う
ま
く
い
く
と
い
う
気
持
ち
だ
っ
た
の
だ

を
見
直
し
ま
し
た
」（
佐
藤
亮
介
先
生
）

　　
学
年
団
の
担
任
た
ち
は
、
自
律
的
学
習
者
の
育
成

を
目
指
し
、
生
徒
の
言
葉
に
耳
を
傾
け
、
生
徒
を
支

え
た
。
小
川
佳
那
子
先
生
は
、「
生
徒
は
教
師
と
密

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
て
い
る
か
ら
、
安

心
し
て
主
体
性
を
発
揮
で
き
る
」
と
語
る
。

　「
生
徒
が
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
進
路
目
標
や
そ
の
実

現
１
学
年
主
任
・
教
務
部

佐
藤
祐
介　
さ
と
う
・
ゆ
う
す
け

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
27
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

21
年
度
3
学
年
主
任
・
担
任

現
進
路
指
導
部
副
部
長

平
田
稔
夫　
ひ
ら
た
・
と
し
お

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
6
年
目
。

理
科
。

生徒を引っ張り上げる指導から、
自律的学習者へと育てる指導に
転換を図った

進路指導プログラムの改訂にあ
たっては、生徒の実態を重視し、
改訂後は、生徒と対話を重ねな
がら、主体性を引き出した

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

21
年
度
３
学
年
担
任

現
１
学
年
担
任
・
入
試
広
報
部

小
川
佳
那
子　
お
が
わ
・
か
な
こ

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

理
科
。

学
年
団
で
育
て
た
の
は
、

「
学
校
が
大
好
き
な
生
徒
」

21
年
度
３
学
年
担
任
・
進
路
指
導
部
学
年
チ
ー
フ

現
１
学
年
担
任

佐
藤
亮
介　
さ
と
う
・
り
ょ
う
す
け

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７
年
目
。

英
語
科
。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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学
校
等
の
管
理
下
に
お
け
る
災
害
に
対
し
て
災
害

共
済
給
付
を
行
う
独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振

興
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
度
に
全
国
の

高
校
等
（
＊
１
）
で
発
生
し
た
負
傷・疾
病
の
数
は
、

約
21
万
件
に
上
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
年
間

お
よ
そ
26
万
件
で
し
た
の
で
、
発
生
件
数
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
、
高
校
生
の
約
６
％
が
事

故
等
に
遭
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
（
＊
２
）。

　
事
故
の
状
況
を
分
析
す
る
と
、
負
傷
・
疾
病
、
障

害
が
残
る
事
故
、
死
亡
事
故
に
は
、
一
定
の
傾
向
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
負
傷
・
疾
病
が
起
こ
る
場
面
は
、「
課
外
指
導
」

が
約
６
割
で
、
そ
の
大
半
が
「
体
育
的
部
活
動
」
に

よ
る
も
の
で
す
。
次
い
で
、「
各
教
科
等
」
が
３
割

弱
で
、教
科
別
に
見
る
と
、ほ
と
ん
ど
が「
保
健
体
育
」

で
す
。
障
害
が
残
る
事
故
は
、20
年
度
が
２
３
９
件
、

21
年
度
が
１
９
２
件
あ
り
、
発
生
場
面
は
、「
体
育

的
部
活
動
」「
保
健
体
育
」
の
順
で
多
く
、
負
傷
・

疾
病
と
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

体
の
接
触
が
伴
っ
た
り
、
器
具
を
使
っ
た
り
す
る
授

業
や
部
活
動
で
は
、事
故
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
す
。

　
一
方
、
死
亡
事
故
は
、
20
年
度
が
26
件
、
21
年
度

が
14
件
あ
り
、「
体
育
的
部
活
動
」「
保
健
体
育
」
の

ほ
か
、「
休
憩
時
間
」
や
「
通
学
中
」
で
も
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。
死
因
で
最
も
多
い
の
は
、心
臓
系
、

中
枢
神
経
系
・
大
血
管
系
で
、
い
わ
ゆ
る
突
然
死
で

し
た
。元
気
に
活
動
し
て
い
た
人
の
予
期
せ
ぬ
死
が
、

高
校
生
に
も
起
こ
り
得
る
の
で
す
。

学校管理下での事故を未然に防ぐために

「うちは大丈夫」と思わずに、他校や過去の事故事
例を教訓として生かす。

ヒヤリ・ハットを軽視せず、校内で共有して、教師・
生徒に注意を促す。

事故時に速やかに使えるよう、ＡＥＤ（自動体外式除
細動器）の使用訓練や点検を。

生徒の自主活動が増えた分、これまで以上に生徒が
責任ある行動を取れるよう、安全教育を行う。

学校
危機管理
基 礎 講 座

学
校
管
理
下
で
の
事
故

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
９
回
は
、学
校
管
理
下
で
の
事
故
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

負
傷
・
疾
病
は
年
間
約
21
万
件

約
６
％
の
高
校
生
が
事
故
に
遭
う

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

＊１　全日制・定時制・通信制の高等学校、高等専門学校及び高等専修学校。　＊２　毎年公表される「災害共済給付
状況」　「学校の管理下の災害」による。
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

　
こ
れ
ま
で
の
事
故
を
教
訓
と
し
て
、
様
々
な
事
故

防
止
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
教
育
委
員

会
が
、
熱
中
症
対
策
や
部
活
動
事
故
防
止
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
ま
す
し
、
具
体
策
で
は
、
日

本
高
等
学
校
野
球
連
盟
が
、
練
習
中
の
打
撃
投
手
用

ヘ
ッ
ド
ギ
ア
・
打
者
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
装
着
を
義
務

づ
け
て
い
ま
す
。
重
要
な
の
は
、「
う
ち
は
大
丈
夫
」

と
思
い
込
ま
ず
に
、
指
導
者
が
防
止
策
を
順
守
し
、

生
徒
へ
の
安
全
指
導
を
徹
底
す
る
こ
と
で
す
。

　
事
故
が
起
き
た
ら
、
た
と
え
ケ
ガ
を
し
て
い
な
く

て
も
、
軽
視
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
21
年
６
月
号
の

本
コ
ー
ナ
ー
で
、「
１
つ
の
重
大
な
事
故
の
背
後
に
は
、

29
の
軽
微
な
事
故
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
背
後
に
は
、

３
０
０
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
（
異
常
）
が
存
在
す
る
」

と
い
う
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
校
内
で
共
有
し
、
教
師
と
生
徒

に
注
意
を
促
す
。
そ
の
積
み
重
ね
が
、
大
き
な
事
故

の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
危
機
管
理
の
校
内
研
修
を
、少
な
く
と
も
年
１
回

は
行
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。授
業
中
や
部
活
動
中

の
事
故
を
防
ぎ
、万
一
の
発
生
時
に
対
応
す
る
の
は
、

現
場
の
先
生
方
で
す
。日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の「
学
校
安
全
Ｗ
ｅ
ｂ
」（
＊
３
）に
は
、
学
校
で
の
事

故
防
止
対
策
集
や
、全
国
の
学
校
の
安
全
に
関
す
る

実
践
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。校
内
研
修
や
生

徒
へ
の
安
全
教
育
に
活
用
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
突
然
死
の
予
防
策
と
し
て
、心
電
図
検
査
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。学
校
保
健
安
全
法
で
小
・
中
学
校
、
高

校
の
１
年
生
に
心
電
図
検
査
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
が
、東
京
都
で
は
、運
動
や
部
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
生
徒
や
、
体
育
的
な
行
事
の
前
に
、
運
動

負
荷
心
電
図
検
査
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
体
育
の
授

業
中
や
体
育
的
部
活
動
中
に
突
然
死
が
起
こ
っ
て
い

る
状
況
か
ら
見
て
、実
施
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
、
事
故
時
に
速
や
か
に
使
え
る
よ
う
に

し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
使
用
訓
練
や
定
期
点

検
を
行
い
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
の
時
に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
会
場
に
移
動
さ
せ
ま
す
。
胸
に
直
接
装
着
す
る
た

め
、
女
子
生
徒
は
男
子
生
徒
よ
り
も
装
着
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
ま
す
（
＊
４
）。
男
性
教
師
が
女
子
生

徒
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
た
め
ら
わ
ず
に
使
用
で
き
る
よ
う
、

入
学
時
に
、
保
護
者
か
ら
事
故
時
の
使
用
の
同
意
を

得
て
お
く
こ
と
も
検
討
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、万
一
の
場
合
に
備
え
る
災
害
共
済
給
付
に

未
加
入
の
生
徒
は
い
ま
せ
ん
か
。21
年
度
は
、全
国
で

約
６
万
４
０
０
０
人
の
高
校
生
が
未
加
入
で
し
た
。

　
今
後
、
特
に
留
意
し
た
い
の
は
、
探
究
学
習
等
の

推
進
に
伴
い
、
教
師
の
目
の
届
き
に
く
い
場
所
で
、

生
徒
の
自
主
活
動
が
増
え
る
こ
と
で
す
（
図
）。
探

究
学
習
で
は
、
自
分
の
設
定
し
た
課
題
に
取
り
組
む

上
で
必
要
な
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
、
生
徒
の
み

で
校
外
に
出
る
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

教
師
の
目
の
届
く
範
囲
で
の
集
団
行
動
と
比
べ
て
、

事
故
の
リ
ス
ク
は
高
い
と
言
え
ま
す
。
様
々
な
危
機

を
想
定
し
て
、
事
故
防
止
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
へ
の
安
全
教
育
を
徹
底
し
、
生
徒
が
責
任

あ
る
行
動
を
取
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
、
一
層
重

要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

増
え
る
生
徒
の
自
主
活
動

生
徒
自
身
が
安
全
管
理
を
行
え
る
よ
う
に

図　 学校管理下で起こる事故の防止策

＊３　https://www.jpnsport.go.jp/anzen/　または、「学校安全Web」で検索してください。　＊４　総務省近畿管区行政評価局「学校における救命活動に関
する調査ー AEDの使用を中心としてー結果報告書」（令和 2年 3月）。

※坂田教授の提供資料と取材を基に編集部で作成。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
軽
視
せ
ず
、

基
本
的
な
事
故
防
止
策
を
徹
底

生徒の自由度　低い

生徒の自由度　高い

学
校
外

学
校
内

ヒヤリ・ハットを活用し、
未然防止につなげる

危機管理マニュアルの
周知徹底

過去の事故事例を踏まえ、
防止策を講じる

生徒への
安全教育の強化

休み時間・放課後
校庭・施設開放時
無断使用時

宿題
インターンシップ
探究学習

通学
修学旅行
課外活動

対外試合

生徒の自主活動が
増えている

生徒の
自主活動が
増えている

　　　　　　授業

学校行事
部活動
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　ユーザーがアバター（＊１）などを使ってインターネット

上で社会生活を送ることができる、「メタバース」と呼ばれ

るサービスが急速に普及しています。その言葉の定義はまだ

定まっていませんが、デジタル技術を用いてつくり出された

「もう1つの世界」と捉えられるでしょう。そこで過ごす人

にとって、その世界は現実より都合がよく、長居したくなる

ようにつくり込まれています。ＳＮＳでは、コミュニケーショ

ンや情報共有が行われますが、メタバースでは、それだけで

はなく、ゲームや買い物、学びなど、多様な体験ができるこ

とが特徴だと言えます（図）。

　メタバースが発展している背景には、デジタル技術の進展

と、人の価値観の変化があります。コンピューターの描画機

能や反応速度、ＶＲ（＊２）やＡＲ（＊３）などの進化は、よ

り没入感の高い仮想空間をつくることに貢献しています。味

覚や嗅覚、触覚を感じられる機能の開発も進んでおり、今後

ますます魅力的なサービスが登場することでしょう。

　また、今の社会では、多様性が尊重され、自分らしく生き

やすくなった半面、多様な価値観が併存するために、摩擦や

衝突が起きやすくなっています。メタバースやＳＮＳでは、

そうした現実世界では避けられない、価値観の異なる人との

かかわりを遮断して、気の合う人だけが集まって居心地のよ

い空間をつくることができます。

　コロナ禍による影響も無視できません。学校や職場で、リ

モートによるやり取りが一般化し、人々の思考や行動が大き

く変化しました。それにより、社会全体がメタバース的なも

のを受け入れやすくなったと考えています。

　今では、それぞれの家から友人とゲーム内で集まって、お

しゃべりするといった行動も増えてきています。そうした仮

想空間に入り浸る生活に、どこか不健全さを感じる人もいる

と思いますが、その価値観も今後、変化していくかもしれま

せん。この先、交通機関を使って移動して人に会う行為は、

時間や労力、お金がかかる上に環境負荷も大きいとして、敬

遠される時代が来る可能性も否定できないと思います。

　メタバースでは、性別や外見、年齢など、現実世界で固定

されている属性から解き放たれ、自分の思いのままに過ごせ

る自由さがあります。高齢者や体の不自由な人が、メタバー

スでスポーツを思い切り楽しんだり、現実世界の人間関係に

つらさを感じている人が、メタバースで居場所を見つけたり

することもあるでしょう。多様な体験を簡単に再現できるた

め、教育分野では、疑似的な留学体験や社会見学を行ったり、

メタバースで授業をしたりといった活用も考えられます。

　一方で、仮想空間から抜け出せなくなり、現実世界で生き

る力が育ちにくくなるといった影響も懸念されます。特に、

人格形成期の子どもは、失敗や他者との衝突などを通じて人

間性が育まれますから、リアルとバーチャルをうまく使い分

けられるバランス感覚が重要になるでしょう。

　そのように、取り組むべき課題もありますが、メタバース

の進化は、無視できない大きな潮流です。新しいものが現れ

る時は怖さを伴いますが、私たちはメタバースをむやみに遠

ざけるのではなく、十分に知ることで、よりよい生活に向け

て活用することができるのではないでしょうか。

では、トレンド・ワードに
ついて、誌面でお伝えし切れなかった内容を
「学ぶ・働く・暮らす」の切り口で解説してい
ます。右記の２次元コードからアクセスし、
ご覧ください。

生徒の学びや進路選択、その後の人生に
影響を与えるような革新的な技術や価値
観を「社会のトレンド」として解説します。

SNS メタバース

コミュニケーション

情報収集

スポーツ

コミュニケーション ゲーム

ファッション 買い物

学び

情報収集

仕事

トレンド・ワード

メタバース

中央大学　国際情報学部　教授、学部長補佐

岡嶋裕史 おかじま・ゆうし
専門は情報ネットワーク・セキュリティー。富士総合
研究所勤務等を経て、現職。著書に『メタバースと
は何か ネット上の「もう一つの世界」』（光文社新書）、

『思考からの逃走』（日本経済新聞出版）等。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

現実より都合がよい、快適な「もう１つの世界」

リアルとバーチャルを使い分けるバランス感覚が重要

解説者

＊１　メタバース上で自分の分身として使われるキャラクター。　＊２　Virtual Reality の略で、仮想現実と訳される。現実とは異なる仮想空間をつくり出す技術。
＊３　Augmented Reality の略で、拡張現実と訳される。現実空間の中にデジタル情報を表示する技術。

メタバースで体験できることのイメージ図

※岡嶋教授への取材を基に編集部で作成。
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お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

学年団

教務担当お勧めの分掌

▲

担任

P. 48

P. 44

P. 50

P. 52

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

３年次８・９月　志望理由書の作成・面接指導
岩手県立福岡高校　2021年度３学年団と進路指導部　

これまでの自分と将来の自分を、
大学での学びと結びつけて語れる生徒を育む

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

化学　山口県立山口高校　石田純一	 P.44

他者との協働による問題解決を通して、
次代のリーダーに必要な資質・能力を育成

学年団の教師、生徒が協働して、
志望理由書の作成、摸擬面接に取り組む

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

志望先への熱意の言語化
３年次８月・９月（応募書類の作成〜面接指導）

社会や企業が変化する中、
就職活動を頑張る生徒をどう支援するか

自分と企業をつなぐキーワードを探す　
北海道札幌真

しんえい

栄高校

新課程初年度でも迷わない！　各月の指導のポイントをリストアップ

９月10月のポイント
生活リズムの確立と
文理選択への意識づけを図る

クローズアップ！就 職 指 導
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

を語れる

生徒を育む進路指導

特集では、６科目の授業実践を紹介
国語 P.8／生物 P.10／総合的な探究の時間 P.14／化学 P.16／
地理 P.20／英語 P.22

こちらもご覧ください

43  高校版  2022 August

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 43 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/25
谷口

再
念
校

08/03
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P43_view-next-koukou-8g.indd   43P43_view-next-koukou-8g.indd   43 2022/08/03   15:282022/08/03   15:28



1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
理
科
／
化
学
基
礎

［
分
野
・
単
元
］物
質
の
変
化
・
物
質
量
と
化
学
反
応
式（
全
４
時
間
の
う
ち
の
4
時
間
目
。
Ｐ
．47
に
本
時
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
本
時
の
ポ
イ
ン
ト
を
２
つ
（
気
体
の
密
度
と
分
子
量
の
関
係
・
気
体
の
平
均
分
子
量
）
に
分
け
て
解
説
し

た
動
画
を
、ペ
ア
を
組
ん
で
分
担
し
て
視
聴
。
そ
れ
ぞ
れ
の
動
画
の
内
容
を
説
明
し
合
っ
た
上
で
、問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
習
内
容
を
２
人
で
統
合
し
、
日
常
生
活
と
関
連
づ
け
た
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

前時のポイントを振り返る

投影された席次表に従って生徒は移動し、本時のペアを
確認すると、まずはGoogle スプレッドシート上で石田
先生から投げかけられた、前時の学習内容に関する「全
体の問い」について解答。前時の要点を確認した後、石
田先生から授業プリントが配布された。

8:45
本時の概要

いしだ・じゅんいち　教職歴 10年。同校に赴任して 4年目。理数科副主任。理数科
１学年担任。理科。ＩＣＴを活用したグループワークを積極的に実践している。

学校概要
◎創立 150年を超える県内屈指の伝統校。校訓「至誠剛健」の下、「自由な気風」「進
取の気風」「文武両道の気風」の精神にのっとり、「知・徳・体のバランスのとれた、
次代を切り拓く社会のリーダーたる人材」を、育てたい生徒像に掲げている。

◎設立　1870（明治 3）年
◎形態　全日制／普通科・理数科／共学
◎生徒数　１学年約 300人（全日制）
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、東北大、筑波大、東京医科歯科大、
東京工業大、東京大、名古屋大、京都大、大阪大、神戸大、岡山大、広島大、山口大、
九州大などに 205人が合格。私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早稲田大、
同志社大、立命館大、関西大、関西学院大などに延べ 246人が合格。

授 業 実 践

化
学

他
者
と
の
協
働
に
よ
る
問
題
解
決
を
通
し
て
、

次
代
の
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成

山
口
県
立
山
口
高
校

　石
田
純
一

発問・課題設定をキーに見る

2つの動画の内容を統合した演習9: 15

説明が終わったペアから、２つの動画の内容を統合するこ
とで解ける問題に取り組んだ。石田先生は、「空気よりも
軽い気体とは、どういう気体？」「気体の密度と分子量の
関係は？」「平均分子量の求め方は？」と、２つの動画の
要点に関する問いを投げかけながら、解き方を解説した。

 高校版  2022 August 44

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 44 頁 ＣＭ
ＹＫ

再
念
校

08/03
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P44-47_view-next-koukou-8g.indd   44P44-47_view-next-koukou-8g.indd   44 2022/08/03   13:182022/08/03   13:18



　
私
は
、
こ
れ
ま
で
勤
務
し
た
３
校
で
、

担
当
学
年
の
模
擬
試
験
の
化
学
の
平
均
偏

差
値
を
県
内
１
位
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
か
ら
も
、
教
科
学
力
に
関
す
る
指

導
方
法
に
つ
い
て
は
、
自
分
な
り
に
研
究

が
進
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

教
科
指
導
の
目
標
は
、
教
科
学
力
の
育
成

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
は
、「
次
代

を
切
り
拓
く
社
会
の
リ
ー
ダ
ー
た
る
人
材
」

を
、
育
て
た
い
生
徒
像
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
自
分
の
専
門

分
野
の
知
識
を
身
に
つ
け
る
だ
け
で
は
な

く
、
異
な
る
分
野
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
協

働
し
て
、
複
雑
な
問
題
を
解
決
し
た
り
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
た
り
す
る
力
が
必

要
で
す
。
そ
こ
で
私
は
、
高
校
生
活
の
核

と
な
る
授
業
で
、
協
働
す
る
こ
と
を
意
識

さ
せ
な
が
ら
、
育
て
た
い
生
徒
像
へ
と
着

実
に
近
づ
い
て
い
く
授
業
を
目
指
そ
う
と

考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、

難
関
大
学
を
目
指
す
生
徒
が
多
い
本
校
で

は
、
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
の
点
数
は
今
後
も

お
ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
育
て
た

い
生
徒
像
の
実
現
と
の
二
兎
を
追
う
授
業

を
模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

他
者
と
の
協
働
の
中
で

問
題
解
決
力
を
育
む

教師自作の解説動画を視聴

学習内容を踏まえた問いを作成

石田先生は、本時のポイントを2つ（気体の密度と分子量
の関係・気体の平均分子量）に分け、それぞれを10分で
解説した動画を事前に作成。生徒は、その２本の動画をペ
アで分担して視聴した。石田先生が授業プリントを使って
解説を進めるのが、毎回の動画のスタイルだ。

２つの動画の学習内容を活用して考える、日常生活にかか
わる問題として、ガス警報器の取りつけ位置に関する問題
に取り組んだ。ペアで考察し、解答を Jamboardに投稿。
その中から、石田先生が複数の解答をピックアップし、解
説を行った。（Ⓒ Google）

本時の学習内容を要約したスライドを投影し、石田先生が
まとめの説明を行った。最後に、本時の内容を踏まえた「私
の問い」とその答えを生徒一人ひとりが考え、Google ス
プレッドシートに入力。その中から一番よい問いを石田先
生が選び、次時の「全体の問い」として全員に投げかける。

8:50

9:259:45

動画の内容をペアで説明し合う

ペアを組んだ相手に、自分が視聴した動画の内容を説明。
相手の説明が不十分で、理解があいまいな生徒が出ないよ
うに、石田先生は机間指導をして、ペアの説明に耳を澄ま
していた。説明が不十分なペアを見つけると、説明の補足
を行った。

9:00

統合した学習内容を活用する
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他
者
と
の
協
働
の
意
義
を
実
感
し
な
が

ら
化
学
を
学
べ
る
よ
う
、
私
が
実
践
し
て

い
る
の
が
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
軸
に
し
た
授

業
展
開
で
す
（
図
）。

入
力
さ
せ
て
い
ま
す
。
全
員
の
問
い
の
中

か
ら
ベ
ス
ト
の
も
の
を
私
が
選
び
、
次
の

授
業
の
冒
頭
で
生
徒
に
提
示
し
、
前
時
の

授
業
の
振
り
返
り
と
し
て
取
り
組
ま
せ
て

い
ま
す
。
本
時
で
あ
れ
ば
、「
ヘ
リ
ウ
ム
を

入
れ
た
風
船
が
浮
か
ぶ
の
は
な
ぜ
か
」「
金

星
で
は
メ
タ
ン
は
浮
く
か
」
と
い
っ
た
問

い
が
生
徒
か
ら
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
単
元
に
入
っ
た
時
は
、

「
変
容
シ
ー
ト
」に
取
り
組
ま
せ
て
い
ま
す
。

本
単
元
で
は
、
同
シ
ー
ト
に
「
原
子
量
と

は
何
か
」「
気
体
の
質
量
と
体
積
と
の
間
に

は
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
か
」
と
い
っ

た
５
つ
の
問
い
を
掲
載
し
、
単
元
の
最
初

に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
単
元

の
最
後
に
、
改
め
て
「
変
容
シ
ー
ト
」
の

５
つ
の
問
い
に
取
り
組
ま
せ
ま
す
。
単
元

の
内
容
を
学
ん
だ
後
で
す
か
ら
、
５
つ
の

問
い
に
対
し
て
、
生
徒
は
科
学
的
な
知
識

に
基
づ
い
た
解
答
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。「
変
容
シ
ー
ト
」
は
、
生
徒
に

と
っ
て
は
文
字
通
り
、
自
分
の
変
容
を
確

認
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
り
、私
に
と
っ

て
は
、
定
期
考
査
前
な
ど
に
各
単
元
の
生

徒
の
理
解
度
を
把
握
す
る
た
め
の
材
料
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
授
業
ご
と
の
「
私
の
問
い
」
と
そ
の
答

え
、
そ
し
て
単
元
ご
と
の
「
変
容
シ
ー
ト
」

を
使
っ
て
、
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む

態
度
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
本
時
は
、
あ
る
気
体
が
空
気
よ
り
も
重

い
か
、
軽
い
か
を
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断

す
る
の
か
が
テ
ー
マ
で
し
た
。
生
徒
は
ま

ず
、
テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト

を
私
が
解
説
し
た
２
つ
の
動
画
を
、
ペ
ア

で
分
担
し
て
視
聴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

動
画
の
内
容
に
即
し
た
授
業
プ
リ
ン
ト
を

使
っ
て
、
自
分
が
視
聴
し
た
動
画
の
内
容

を
相
手
に
説
明
し
、
２
つ
の
動
画
の
内
容

を
統
合
し
て
解
く
演
習
問
題
に
協
働
し
て

取
り
組
み
ま
し
た
。
本
時
は
、
一
方
の
動

画
で
、
気
体
の
密
度
と
分
子
量
が
比
例
す

る
こ
と
か
ら
、
気
体
の
重
さ
の
比
較
は
分

子
量
で
判
断
す
れ
ば
よ
い
こ
と
が
、
そ
し

て
も
う
一
方
の
動
画
で
、
空
気
の
平
均
分

子
量
が
28
・
8
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き

て
い
れ
ば
解
け
る
問
題
で
し
た
。
そ
の
よ

う
に
し
て
、
他
者
と
情
報
を
共
有
し
、
問

題
に
取
り
組
む
こ
と
を
通
じ
て
、リ
ー
ダ
ー

に
必
要
な
、
情
報
を
統
合
し
て
思
考
す
る

体
験
を
授
業
で
積
ま
せ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
時
間
に
余
裕
が
あ
る
時
は
、
入
試
問

題
に
個
人
で
挑
戦
さ
せ
ま
す
。

　
応
用
問
題
で
は
、
解
説
動
画
で
得
ら
れ

た
知
識
を
統
合
す
る
だ
け
で
な
く
、
知
識

を
活
用
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本

時
で
あ
れ
ば
、
前
の
単
元
で
学
ん
だ
日
常

生
活
で
用
い
ら
れ
る
ガ
ス
の
種
類
に
関
す

る
知
識
な
ど
と
、
今
回
学
ん
だ
知
識
を
つ

な
げ
な
が
ら
考
察
す
る
よ
う
、地
域
に
よ
っ

て
ガ
ス
警
報
器
の
取
り
つ
け
位
置
が
異
な

る
理
由
を
考
え
さ
せ
ま
し
た
。

　
ペ
ア
で
応
用
問
題
に
取
り
組
ま
せ
た
際
、

私
は
、
生
徒
が
ガ
ス
の
分
子
量
と
空
気
の

平
均
分
子
量
を
比
較
で
き
て
い
る
か
ど
う

か
に
注
意
し
な
が
ら
机
間
指
導
を
行
い
ま

し
た
が
、
話
し
合
い
を
通
し
て
互
い
の
思

考
を
深
め
た
こ
と
で
、
火
災
時
に
発
生
す

る
一
酸
化
炭
素
や
室
温
の
変
化
に
ま
で
着

目
し
て
い
る
ペ
ア
も
い
ま
し
た
。
そ
う
し

た
、
私
の
想
定
を
超
え
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が

生
徒
か
ら
生
ま
れ
や
す
い
の
も
、
生
徒
た

ち
が
協
働
的
に
知
識
を
統
合
し
て
い
く
こ

の
授
業
の
魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

　
図
で
示
し
た
よ
う
な
授
業
展
開
は
、
１

年
間
を
通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
時
に
は

自
分
１
人
で
考
え
て
し
ま
い
、
説
明
す
る

側
、
聞
く
側
双
方
の
態
度
が
ぞ
ん
ざ
い
に

な
っ
て
し
ま
う
ペ
ア
も
見
ら
れ
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
生
徒
に
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
は
他

者
と
協
働
し
て
問
題
を
解
決
す
る
力
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
し
て
い
る
の
だ
と
、
授

業
の
ね
ら
い
を
改
め
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

　
授
業
の
最
後
に
は
、自
分
が
教
師
に
な
っ

た
つ
も
り
で
、
そ
の
日
に
学
ん
だ
内
容
を

踏
ま
え
て
、「
私
の
問
い
」
と
そ
の
答
え
を

作
り
、G

oogle

ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
に

図　石田先生の 1コマの授業の流れ　

授
業
ご
と
、
単
元
ご
と
に

自
分
の
成
長
を
自
覚
さ
せ
る

※石田先生への取材を基に編集部で作成。

YouTube
※同校は65分授業

Google スプレッドシート
Jamboard

Step1 Step4Step2 Step3

10分 10分20分 25 分

解説動画 Bでの学習
※本時は、「平均分子量の求め方と、
空気の平均分子量が 28.8 である
こと」を解説

解説動画 Aでの学習
※本時は、「気体の密度と分子量は
比例すること」を解説

入
試
問
題
に

挑
戦

ペアで説明
演習問題

ま
と
め

振
り
返
り

応用問題
（生活や図表にまつ

わる問題）
を協働して解く

※本時は、地域によってガ
ス警報器の取りつけ位置が
異なる理由を考える問題

グループ 個人
●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

互
い
の
知
識
を
統
合
し
、

活
用
す
る
問
題
に
取
り
組
ま
せ
る
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主体的・対話的で深い学び

　講
義
型
の
授
業
を
し
て
い
た
時
と
比
べ

て
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
は
確
実
に
減
り

ま
し
た
。
協
働
的
に
学
ぶ
こ
と
で
、
学
習

に
対
す
る
意
欲
が
高
ま
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

ペ
ア
ワ
ー
ク
で
は
、「
よ
く
分
か
っ
た
！
」

「
あ
り
が
と
う
！
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
そ
う
し
た
声
の
か
け
合
い
が
、

ク
ラ
ス
全
体
に
広
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　課
題
は
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・

能
力
が
授
業
で
育
ま
れ
た
か
を
評
価
す
る

仕
組
み
づ
く
り
と
、
上
位
層
の
生
徒
の
さ

ら
な
る
変
容
の
促
進
で
す
。
今
後
は
、
個

別
最
適
化
と
い
う
視
点
で
授
業
改
善
を
進

め
て
、
上
位
層
の
生
徒
の
成
長
を
加
速
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

●
成
果
と
展
望

下
位
層
の
生
徒
が
減
少

課
題
は
上
位
層
の
伸
張

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】理科・化学基礎　【分野・単元】物質の変化・物質量と化学反応式　【設定時数】全４時間（本時は４時間目）　【単元目
標】物質量と粒子数、質量、気体の体積との関係について理解する。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価
方法

１
原子量・
分子量・
式量

「原子の絶対質量」
から「分子量・式
量」を求めるまで
の一連の流れを理
解することを通し
て、相対値を用い
る意義や平均とい
う概念について理
解を深める。

【知識、技能、思考
力、判断力、表現
力、主体性、多様性、
協働性】

①前時からの変容シートの
記入

②「『全体の問い』とその答
え」を Google スプレッド
シートに入力

③絶対質量と相対質量につ
いての解説

④ YouTube の自作動画での
学習（A：原子の絶対質量
→原子の相対質量の計算、
B：原子の相対質量→原子
量の計算）

⑤教え合い
⑥演習（原子の絶対質量→

原子量の計算、分子量・
式量の計算）

⑦発展（質量数と相対質量
の関係）

⑧「『私の問い』とその答え」
を Google スプレッドシー
トに入力

【主体的な学び】②⑧ Q&A の入力を通して、学習
サイクルをつくらせる。④～⑦自分しか見ていな
い動画の内容をペアの相手に説明し、互いの知識
を共有するという点で、一種のリーダーであるこ
とを認識させる。

【対話的な学び】④～⑦学習内容を２つに分け、そ
れぞれの解説動画を作成し、ペアの生徒各々に視
聴させる。また、その２つの内容を統合すること
で解ける適切な課題を設定することで、対話を生
み出させる。なお、ペアの生徒は、毎回ランダム
に指定する。

【深い学び】①変容シートは単元前後の自分の考え
の変容や深化について確認するものであるため、
現段階で正答が書ける必要はないことを伝える。
分からない・知らない問いに対しても、可能な限
り推測して記入させる。③相対質量の意義や重要
なポイントについて考察させる。⑥計算指針の立
て方や有効数字の計算法についてアドバイスし、
積極的に演習に取り組ませる。⑦ 12C 原子の構造
を図示させることで、質量数と相対質量の関係に
ついての考察を円滑に行わせる。

(a) 知識・技能（定
期考査）
(b) 思 考・ 判 断・
表 現（ 定 期 考 査
／変容シート）
(c) 主体的に学習
に取り組む態度

（変容シート／
Google スプレッ
ドシートへの「『私
の問い』とその答
え」「『全体の問い』
とその答え」の入
力内容）

４
気 体 の
密 度 と
分子量

気体の密度と分子
量が比例すること
を理解し、実生活
での応用について
考察する。

【知識、技能、思考
力、判断力、表現
力、主体性、多様性、
協働性】

①「『全体の問い』とその答
え」を Google スプレッド
シートに入力

② YouTube の自作動画での
学習（A：気体の密度と分
子量の関係、B：気体の平
均分子量）

③教え合い
④演習（空気より軽い気体）
⑤ 発 展（Jamboard 上 で ガ

ス警報器の位置を検討す
る）

⑥「『私の問い』とその答え」
を Google スプレッドシー
トに入力

〔⑦変容シートの記入（次時
の最初）〕

【主体的な学び】①⑥ Q&A の入力を通して、学習
サイクルをつくらせる。②～⑤自分しか見ていな
い動画の内容をペアの相手に説明し、互いの知識
を共有するという点で、一種のリーダーであるこ
とを認識させる。

【対話的な学び】②～⑤学習内容を２つに分け、そ
れぞれの解説動画を作成し、ペアの生徒各々に視
聴させる。また、その２つの内容を統合すること
で解ける適切な課題を設定することで、対話を生
み出させる。なお、ペアの生徒は、毎回ランダム
に指定する。

【深い学び】⑤前単元において学んだ日常生活で用
いられるガスの種類に関する知識や、④の解答を
生かすことに気づかせる。
⑦変容シートを記入させながら、単元前後の自分
の考えの変容や深化について意識するよう促す。

(a) 知識・技能（定
期考査）
(b) 思 考・ 判 断・
表現（定期考査／
Jamboard の内容
／変容シート）
(c) 主体的に学習
に取り組む態度

（変容シート／
Google スプレッ
ドシートへの「『私
の問い』とその答
え」「『全体の問い』
とその答え」の入
力内容）

※石田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全４時間分は、ウェブサイト「VIEW next ONLINE」（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。
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生
徒
に
推
薦
型
選
抜
へ
の
挑
戦
を
推
奨
す
る
こ
と

を
、
学
年
全
体
の
方
針
と
し
た
岩
手
県
立
福
岡
高
校

の
２
０
２
１
年
度
3
学
年
団
。
学
年
主
任
を
務
め
た

横
坂
さ
く
ら
先
生
は
次
の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
学
年
団
の
先
生
方
と
は
、
社
会
課
題
に
対
す
る

生
徒
の
意
識
や
探
究
学
習
で
の
取
り
組
み
を
面
談
な

ど
で
掘
り
起
こ
し
て
、
少
し
で
も
チ
ャ
ン
ス
の
あ
る

生
徒
に
は
、
推
薦
型
選
抜
へ
の
挑
戦
を
勧
め
る
こ
と

を
、
3
年
次
の
４
月
の
時
点
で
確
認
し
ま
し
た
」

　
そ
れ
は
単
な
る
受
験
機
会
の
拡
大
と
い
う
理
由
か

ら
で
は
な
か
っ
た
と
、
３
学
年
担
任
を
務
め
た
長
岡

拓
郎
先
生
は
語
る
。

　「
過
去
10
年
間
の
本
校
の
卒
業
生
の
マ
ー
ク
式
の

模
擬
試
験
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
や
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト
ま
で
の
点
数
の
伸
び
を
分
析
し
た
と

こ
ろ
、
推
薦
型
選
抜
で
進
学
し
た
卒
業
生
は
、
一
般

選
抜
で
進
学
し
た
卒
業
生
よ
り
も
、
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
ま
で
の
点
数
を
大
き
く
伸
ば
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
高
校
で
の
経
験
や
志
望
理
由
、

大
学
で
の
学
び
の
目
的
を
整
理
し
、
志
望
理
由
書
な

ど
で
そ
れ
ら
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
、
受
験

勉
強
や
大
学
入
学
後
の
学
び
へ
の
意
欲
を
高
め
る
の

だ
と
思
い
ま
す
」

　
担
任
と
の
面
談
を
通
し
て
、
多
く
の
生
徒
が
7
月

末
に
は
出
願
校
を
絞
り
込
み
、
8
月
か
ら
は
、
総
合

型
選
抜
の
出
願
者
が
志
望
理
由
書
の
作
成
に
着
手
し

た
。
あ
る
程
度
形
に
な
っ
た
と
担
任
が
判
断
し
た
志

望
理
由
書
は
、
学
年
主
任
の
横
坂
先
生
と
進
路
指
導

主
事
の
髙
橋
英
明
先
生
が
目
を
通
し
、
管
理
職
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
る
体
制
を
採
っ
た
。

　
多
く
の
志
望
理
由
書
は
、
学
年
主
任
と
進
路
指
導

主
事
か
ら
何
度
も
差
し
戻
さ
れ
た
。志
望
理
由
が「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
か
っ
た
の
だ
。
多
く
の
生
徒
が
３
回

以
上
、
中
に
は
10
回
近
く
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受

け
て
、
志
望
理
由
書
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
っ
た
。

　「『
き
っ
か
け
と
な
っ
た
興
味
・
関
心
、
経
験
』『
高

校
で
の
学
び
』『
大
学
で
学
び
た
い
こ
と
』
な
ど
、

志
望
理
由
を
語
る
上
で
大
切
な
要
素
の
一
つ
ひ
と
つ

は
そ
れ
な
り
に
書
け
て
い
る
け
れ
ど
も
、
よ
く
読
む

と
、
一
貫
性
が
乏
し
く
、
説
得
力
に
欠
け
て
い
ま
し

た
」（
髙
橋
先
生
）

　
４
月
か
ら
7
月
末
ま
で
面
談
を
重
ね
、
丁
寧
に
生

徒
の
志
望
を
掘
り
起
こ
し
て
は
い
て
も
、
志
望
理
由

書
と
い
う
形
で
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る

か
ど
う
か
は
ま
た
別
の
問
題
だ
っ
た
と
、
担
任
を
務

め
た
佐
藤
翔
太
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
志
望
理
由
を
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』
と
し
て

文
章
で
表
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
志
望
理
由
書
が
差
し
戻
さ
れ
た
生
徒
と
は
、
職

員
室
で
大
学
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
見
な
が
ら
改
め
て

面
談
し
、『
大
学
で
学
び
た
い
こ
と
と
、
社
会
貢
献

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

学
年
団
の
教
師
、
生
徒
が
協
働
し
て
、

志
望
理
由
書
の
作
成
、
模
擬
面
接
に
取
り
組
む

岩
手
県
立
福
岡
高
校
　

２
０
２
１
年
度
３
学
年
団
と
進
路
指
導
部
　

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

学
年
主
任
と
進
路
指
導
主
事
が

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」を
チ
ェ
ッ
ク

を語れる生徒を育む進路指導

志
望
理
由
書
の
作
成
・
面
接
指
導

３
年
次
８・９
月
　•

担
任
と
の
面
談
を
通
し
て
固
ま
っ
た
志
望
理
由
を
、志
望
理
由
書
に
「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
表
現
す
る

•

入
試
本
番
の
面
接
で
の
受
け
答
え
が
、
志
望
理
由
書
に
記
載
し
た
内
容
と

齟そ

齬ご

が
な
く
、
志
望
の
熱
意
を
自
分
の
言
葉
と
し
て
語
れ
る
よ
う
に
す
る

３年次８・９月頃
の課題
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の
目
標
の
つ
な
が
り
が
分
か
り
に
く
い
よ
ね
』『
志

望
校
が
こ
の
大
学
で
あ
る
べ
き
理
由
を
明
確
に
書
こ

う
』
な
ど
と
助
言
を
し
ま
し
た
」

　
志
望
理
由
書
で
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
表
現

す
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒
た
ち
が
次
に
臨
む
の
は
、

面
接
対
策
だ
。
面
接
と
い
う
特
殊
な
場
面
で
気
負
っ

て
し
ま
う
か
ら
か
、
模
擬
面
接
に
お
い
て
も
、
話
す

内
容
が
志
望
理
由
書
の
内
容
と
ず
れ
て
し
ま
う
生
徒

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
長
岡
先
生
は
、
志
望
理
由
書

を
何
度
も
書
き
直
し
た
よ
う
に
、
模
擬
面
接
は
１
回

の
時
間
は
短
く
て
も
よ
い
の
で
、
回
数
を
重
ね
る
こ

と
が
大
切
だ
と
力
説
す
る
。

　「
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
総
合
型
選
抜
に
合
格
し
た

６
人
が
、
入
試
本
番
の
面
接
の
経
験
を
生
か
し
て
、

学
校
推
薦
型
選
抜
の
面
接
対
策
の
講
師
を
務
め
ま
し

た
。
講
師
１
人
に
つ
き
３
人
程
度
の
生
徒
を
担
当
し

て
も
ら
い
、
講
師
役
の
生
徒
を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
内

で
、
受
験
生
役
、
面
接
官
役
を
交
替
で
務
め
な
が
ら

模
擬
面
接
を
繰
り
返
し
ま
し
た
」（
長
岡
先
生
）

　
長
岡
先
生
の
ク
ラ
ス
で
は
、
生
徒
が
模
擬
面
接
の

実
施
回
数
な
ど
、
入
試
対
策
の
進
捗
を
ク
ラ
ウ
ド
上

で
共
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
生
徒
た
ち
は
競
う

よ
う
に
模
擬
面
接
に
真
摯
に
取
り
組
ん
だ
。中
に
は
、

50
回
以
上
も
模
擬
面
接
を
受
け
た
生
徒
も
い
た
と
い

う
。

　
志
望
理
由
書
の
作
成
と
模
擬
面
接
と
い
う
過
程
を

通
し
て
生
徒
に
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
か
せ
、

そ
れ
を
語
る
力
を
確
か
な
も
の
に
し
た
同
校
は
、
22

年
度
大
学
入
試
に
お
い
て
、
１
３
９
人
の
卒
業
生
の

う
ち
、
国
公
立
大
学
の
推
薦
型
選
抜
に
挑
戦
し
た
生

徒
の
約
半
数
に
あ
た
る
42
人
が
合
格
と
い
う
、
輝
か

し
い
成
果
を
収
め
た
。

志望理由書の作成と模擬面接にお
いて、「マイ・ストーリー」を描く生徒と、
それを支援する教師の
姿をさらに詳しく紹介！

C D E FBA

IHG LKJ

長岡先生

先生が直接指導
９月の
総合型選抜に
合格した生徒

講師役の生徒が
指導
１１月の学校推薦型
選抜に出願する生徒

推
薦
型
選
抜
対
策
の
進
捗
管
理
で
、

ク
ラ
ス
と
し
て
の
集
団
の
力
を
生
か
す

生徒間で入試対策の進捗を共有

※学校資料と取材を基に編集部で作成。

学校概要

◎設立　 1901 （明治 34）年
◎形態　全日制・定時制／普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 140 人
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公
立大は、弘前大、岩手大、秋田大、福島大、
埼玉大、新潟大などに 61 人が合格。私立大は、
芝浦工業大、東京理科大、法政大、明治大な
どに延べ 72 人が合格。

クラウド上で入試対策の進捗状況の共有を行った。志望理
由書や小論文の添削指導、模擬面接の回数などとともに、
満足いく対策ができている項目には○を、出願が済んだら
◎を、生徒が毎朝、ホームルームの時間にスマートフォン
で入力。ほかの生徒の入試対策の進捗が分かることで、対
策に臨むモチベーションの向上につながった。

生徒同士で進める模擬面接の仕組み

長岡先生のクラスでは、９月の総合型選抜で合格した６人
の生徒が、入試本番の面接の経験を生かして、11 月の学
校推薦型選抜の面接対策の講師となった。講師役の生徒は
それぞれ３人程度の生徒を担当し、長岡先生から学んだ面
接中のマナーなどを伝えた。その後、それぞれのグループ
内で模擬面接を何度も繰り返した。

左から／横坂さくら（21 年度 3 学年主任）、
長岡拓郎（同 3 学年担任）、髙橋英明（進
路指導主事）、佐藤翔太（同 3 学年担任）

Future

Past

Cu
rre
nt

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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キーワードを軸に進む就職指導の流れ図１

応
募
前
職
場
見
学

志
望
理
由
作
成

模
擬
面
接

自
分
と
企
業
を

つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド

を
探
す

キ
ー
ワ
ー
ド
の
確
定

キ
ー
ワ
ー
ド
の
確
認

志
望
理
由
の
完
成

採
用
試
験

大人目線での
リライト

繰り返し行われる面談をベースに

志
望
先
へ
の
熱
意
の
言
語
化
３
年
次
８
月
・
９
月

（
応
募
書
類
の
作
成
〜
面
接
指
導
）

クローズアップ！就 職 指 導

　
９
月
５
日
か
ら
各
企
業 

・ 

事
業
所
（
以

下
「
企
業
」）
が
応
募
書
類
の
受
け
付
け
を

開
始
す
る
た
め
、
８
月
に
行
う
高
校
の
就

職
指
導
は
、
応
募
書
類
の
作
成
が
中
心
と

な
る
。
応
募
書
類
と
し
て
提
出
す
る
の
は

調
査
書
と
履
歴
書
で
、
企
業
は
そ
の
ほ
か

の
書
類
の
提
出
を
求
め
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
履
歴
書
は
、「
全
国
高
等
学
校
統
一

用
紙
」
を
使
用
す
る
決
ま
り
と
な
っ
て
い

る
。

　
高
卒
就
職
で
は
、
書
類
の
み
で
選
考
を

行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
面
接
や

適
性
検
査
、
一
般
常
識
を
問
う
筆
記
試
験

な
ど
を
経
て
、
採
否
が
決
定
さ
れ
る
。
中

で
も
面
接
は
、
企
業
が
生
徒
の
志
望
の
熱

意
を
見
る
重
要
な
機
会
で
あ
り
、
履
歴
書

に
書
か
れ
て
い
る
志
望
理
由
と
の
一
貫
性

や
具
体
性
も
見
ら
れ
る
。

　
今
回
は
、
学
校
斡
旋
に
よ
る
就
職
指
導

の
山
場
で
あ
る
、
履
歴
書
の
作
成
と
面
接

指
導
に
つ
い
て
、
そ
の
連
続
性
も
念
頭
に

置
き
な
が
ら
実
践
事
例
を
見
て
い
く
。

　
学
校
斡
旋
に
よ
る
高
卒
就
職
の
中
で
、
就
職
指
導
担
当

の
教
師
が
最
も
力
を
入
れ
る
の
は
、
生
徒
の
志
望
先
へ
の

熱
意
を
高
め
、
納
得
感
の
あ
る
就
職
を
実
現
さ
せ
る
こ
と

だ
。
生
徒
の
志
望
先
へ
の
熱
意
を
高
め
る
こ
と
は
、
企
業

側
の
「
こ
の
生
徒
と
一
緒
に
働
き
た
い
」
と
い
う
採
用
の

意
思
決
定
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
か
ら
だ
。

　
志
望
先
へ
の
熱
意
を
形
と
し
て
表
す
の
が
、
履
歴
書
の

中
の
志
望
理
由
、
そ
し
て
面
接
だ
。
北
海
道
札
幌
真
栄
高

校
、
そ
し
て
、
前
任
校
の
工
業
高
校
で
就
職
指
導
に
携
わ
っ

て
き
た
三
浦
晃
裕
先
生
は
、
職
場
見
学
、
履
歴
書
の
作
成
、

面
接
指
導
の
流
れ
の
中
で
、
生
徒
が
「
自
分
と
企
業
を
つ

な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
説
明

す
る
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
発
見
の
場
と
な
る
の
は
、
丁

寧
に
繰
り
返
さ
れ
る
面
談
だ
（
図
１
）。

　「
７
月
中
の
応
募
前
職
場
見
学
か
ら
戻
っ
て
き
た
生
徒

に
、『
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
よ
か
っ
た
？
』『
あ
の
会
社
で
、

履
歴
書
と
面
接
で

生
徒
の
熱
意
を

企
業
に
伝
え
る

自
分
と
企
業
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー
ド
を
探
す

北
海
道
札
幌
真し

ん

栄え
い

高
校

実
践
事
例

大
人
目
線
で
の
リ
ラ
イ
ト
を
経
て
、

志
望
理
由
を
完
成

※学校資料を基に編集部で作成。

 高校版  2022 August 50

0-01-J-22907-001 2022 年度 VIEW next 高校版 8 月号 50 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/25
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

− − −/−
−

P50-51_view-next-koukou-8g.indd   50P50-51_view-next-koukou-8g.indd   50 2022/07/25   11:142022/07/25   11:14



志望理由の検討時に生徒に意識させる、自分と企業のつながり図２

自分 企業

長所・
得意

過去の
経験

企業
理念

求める
人材像

大切に
している
価値観

何を
果たす
仕事か

１学年担任
進路指導部

三浦晃裕
みうら・あきひろ
教職歴 31 年。同校に赴任
して５年目。

変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

自
分
に
で
き
そ
う
な
こ
と
は
？
』
な
ど
と
問
い
か
け
て
い

き
ま
す
。
す
る
と
、『
部
活
動
を
通
し
て
、
困
難
な
状
況
の

中
で
も
明
る
く
振
る
舞
え
る
力
を
身
に
つ
け
た
の
で
、
職

場
の
み
ん
な
を
元
気
に
し
た
い
』『
適
性
検
査
で
も
高
ス
コ

ア
だ
っ
た
私
の
強
み
で
あ
る
協
調
性
を
生
か
し
た
い
』
な

ど
と
、自
分
の
思
い
を
言
葉
に
し
始
め
ま
す
。
そ
こ
で
、『
明

る
く
振
る
舞
え
る
力
や
協
調
性
は
、
企
業
が
求
め
て
い
る

人
材
像
に
ど
の
よ
う
に
合
っ
て
い
る
と
思
う
？
』
な
ど
と

問
い
か
け
る
こ
と
で
、
生
徒
は
、
自
分
と
企
業
を
つ
な
ぐ

キ
ー
ワ
ー
ド
を
見
つ
け
ま
す
（
図
２
）」

　
キ
ー
ワ
ー
ド
の
め
ど
が
つ
い
た
生
徒
か
ら
、
履
歴
書
の

中
の
志
望
理
由
を
書
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

　「
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
、
最
初
は
理
路
整
然
と
し
た
文
章

を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
段
階
で
は
、

『
自
分
の
長
所
で
あ
る
協
調
性
を
、
人
材
管
理
な
ど
の
業
務

で
発
揮
し
た
い
』
の
よ
う
に
、自
分
と
企
業
を
つ
な
ぐ
キ
ー

ワ
ー
ド
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
れ
ば
よ
し
と
し
て
い
ま
す
」

　
そ
の
後
、
北
海
道
教
育
庁
か
ら
派
遣
さ
れ
る
進
路
相
談

員
（
＊
）
と
分
担
し
て
取
り
組
む
の
が
、
生
徒
の
志
望
理

由
の
「
大
人
目
線
で
の
リ
ラ
イ
ト
」
だ
。
面
談
で
把
握
し

た
生
徒
の
適
性
や
強
み
を
念
頭
に
、
生
徒
の
書
い
た
志
望

理
由
を
大
人
目
線
の
言
葉
に
変
換
し
、
リ
ラ
イ
ト
す
る
。

　「
生
徒
は
、
書
き
直
さ
れ
た
文
章
を
見
て
、『
こ
れ
が
言

い
た
か
っ
た
の
で
す
』
と
喜
び
ま
す
。
し
か
し
、私
が
、『
で

は
、
こ
の
志
望
理
由
を
企
業
に
出
す
？
』
と
尋
ね
る
と
、
生

徒
は
首
を
か
し
げ
ま
す
。
リ
ラ
イ
ト
さ
れ
た
も
の
が
自
分

ら
し
い
文
章
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
生
徒
は
分
か
っ
て
い

る
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、
自
分
ら
し
い
言
葉
に
置
き
換
え
た

り
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
加
え
た
り
し
な
が
ら
、
自

分
に
し
か
書
け
な
い
志
望
理
由
に
練
り
上
げ
て
い
き
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
9
月
上
旬
に
は
、
就
職
希
望
の
す
べ
て
の

生
徒
が
、
リ
ラ
イ
ト
を
経
て
、
志
望
理
由
を
書
き
直
し
て

完
成
さ
せ
る
。

　「
夏
季
休
業
に
入
る
段
階
で
は
、
多
く
の
生
徒
は
志
望
理

由
を
書
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
は
志
望
理
由
が
『
な
い
』

の
で
は
な
く
、『
言
葉
に
で
き
な
い
』
だ
け
な
の
で
す
。
生

徒
が
思
い
を
言
語
化
す
る
た
め
の
土
台
と
し
て
、
大
人
目

線
で
リ
ラ
イ
ト
し
た
文
章
を
見
せ
て
い
ま
す
」

　
志
望
理
由
の
検
討
と
並
行
し
て
模
擬
面
接
も
行
う
。

　「
企
業
の
採
用
担
当
者
は
、『
履
歴
書
に
書
か
れ
て
い
る

志
望
理
由
が
ど
れ
だ
け
熱
を
持
っ
た
も
の
な
の
か
は
、
履

歴
書
の
文
面
で
は
な
く
、
面
接
で
の
言
葉
で
判
断
す
る
』

と
言
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
生
徒
に
は
、『
面
接
で
、
志
望

理
由
を
自
分
の
言
葉
で
熱
く
語
れ
る
か
が
採
否
の
鍵
を
握

る
』
と
話
し
て
い
ま
す
」

　
面
接
指
導
で
も
大
切
に
す
る
の
は
、
自
分
と
企
業
を
つ

な
ぐ
熱
い
キ
ー
ワ
ー
ド
だ
。

　 

「
教
師
は
、
模
擬
面
接
の
前
に
、
生
徒
の
志
望
先
の
会

社
案
内
な
ど
を
見
て
、
生
徒
が
準
備
し
て
い
る
キ
ー
ワ
ー

ド
を
引
き
出
す
質
問
を
考
え
ま
す
。
ま
た
、
模
擬
面
接
の

振
り
返
り
の
際
に
は
、
生
徒
に
『
君
が
語
っ
た
経
験
と
そ

こ
で
の
学
び
は
、
企
業
が
求
め
る
人
材
像
に
合
致
す
る
か

ら
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
大
切
に
し
た
い
ね
』
な
ど
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
模
擬
面
接
は
、
生
徒
に
キ
ー
ワ
ー

ド
を
確
認
さ
せ
る
場
な
の
で
す
」

　
高
卒
就
職
の
面
接
で
は
、
生
徒
の
長
所
を
見
つ
け
て
採

用
に
つ
な
げ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
前
面
に
打
ち
出

す
企
業
も
多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
模
擬
面
接
で
は
、
生
徒

に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
と
企
業
を
つ
な
ぐ
キ
ー
ワ
ー

ド
を
語
ら
せ
た
い
と
三
浦
先
生
は
考
え
て
い
る
。

志
望
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を

模
擬
面
接
で
も
確
認

＊　進路相談員は、各校の進路指導担当教員と連携し、就職を希望する生徒の、就職活動にかかわる支援等を行う。

学校概要

◎設立　1983（昭和 58）年
◎形態　全日制／普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 200 人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　
４年制大は、公立千歳科学技術大、札幌学院大、
札幌国際大、北星学園大、北海学園大、日本医
療大、専修大、東海大などに延べ 58 人が合格。
短大・専門学校進学 73 人。就職 11 人。

志望理由を書かせる際に、三浦先生は上図のような視点を提示し、生徒に自分と企
業をつなぐキーワードを考えさせる。
※学校資料を基に編集部で作成。
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任
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ここからお入りください

　
夏
季
休
業
明
け
は
、
１
学
年
団
の
先

生
方
に
と
っ
て
、
最
も
生
徒
の
様
子
が
気

に
な
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
学

校
に
よ
っ
て
は
、
夏
季
休
業
明
け
す
ぐ
に

文
化
祭
や
体
育
祭
が
あ
る
た
め
、
比
較
的

ゆ
っ
た
り
過
ご
し
た
夏
季
休
業
か
ら
、
生

徒
の
生
活
は
一
変
し
て
慌
た
だ
し
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
秋
に
は
進
路
指
導
の
山

場
の
１
つ
で
あ
る
「
文
理
選
択
・
科
目
選

択
」
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
夏
季
休
業
明
け
に
大
切
な
の
は
、
生
徒

に
１
学
期
の
生
活
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
さ

せ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
習
・
生

活
記
録
な
ど
を
通
じ
て
、
家
庭
学
習
の
習

慣
の
確
立
に
改
め
て
取
り
組
ま
せ
て
い
る

先
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新

教
育
課
程
に
お
い
て
も
、
２
学
期
以
降
、

高
校
の
授
業
は
１
学
期
と
比
べ
て
進
度
が

速
く
な
り
、
内
容
も
高
度
化
し
ま
す
。
２

学
期
以
降
、
生
徒
に
苦
手
科
目
が
生
ま
れ

や
す
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
学
習
習
慣

の
確
立
は
極
め
て
重
要
だ
と
言
え
ま
す
。

　
新
課
程
１
期
生
に
お
け
る
文
理
選
択
・

科
目
選
択
で
す
か
ら
、
大
学
入
試
の
動
向

も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
新

課
程
入
試
の
入
試
科
目
を
発
表
し
て
い

る
大
学
は
、
現
段
階
で
は
少
数
で
す
。
そ

ん
な
中
で
、
文
理
選
択
に
お
い
て
、「
総
合

的
な
探
究
の
時
間
」
と
関
連
づ
け
て
選
択

に
臨
ま
せ
る
指
導
も
見
ら
れ
ま
す
。
課
題

の
選
択
や
設
定
の
背
景
に
あ
る
生
徒
の

思
い
を
聞
き
な
が
ら
、
大
学
で
学
び
た
い

こ
と
な
ど
を
考
え
さ
せ
、
文
理
選
択
へ
と

つ
な
げ
る
の
で
す
。
同
時
に
、
総
合
型
選

抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
へ
の
意
識
づ
け

も
行
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
２
学
期
の
始
ま
り
で
あ
る
、
９
月
・
10

月
は
、
特
に
次
の
２
点
に
つ
い
て
学
年
全

体
、
必
要
に
応
じ
て
個
別
の
生
徒
へ
の
対

応
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◉
夏
休
み
、
行
事
か
ら
の
切
り
替
え

　
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト

テ
ー
マ

コ
ン
テ
ン
ツ
例

ハイスクールオンライン
〈先生SNS〉

※ハイスクールオンラインのIDを
 お持ちでない先⽣は、校内でご確認いただくか、

WEBサポートデスク0120-350124まで
ご連絡ください。

［受付時間］
月～金 8:00 ～18:00／土 8:00 ～17:00

（祝日、年末・年始を除く）

https://teacher.benesse.ne.jp/

ほかの先⽣に相談したい時は➡相談室へ
使える資料で負担軽減➡資料室へ

生
活
リ
ズ
ム
の
確
立
と
文
理
選
択
へ
の
意
識
づ
け
を
図
る

９・10月のチェックポイント
数か月先を見通した新課程初年度学年ならではのポイントです。
詳 細 は ハイスクー ルオンライン〈 先 ⽣ SNS〉でご 覧ください。

9月

 

夏
季
休
業
か
ら
の
切
り
替
え

● 

生
活
習
慣
・
学
習
習
慣
が
崩
れ
た
生
徒
の
ケ
ア

●「
ス
タ
デ
ィ
ー
サ
ポ
ー
ト
」
１
年
２
回
を
活
用
し
た
、
生

徒
の
状
況
確
認

 

文
理
選
択
・
科
目
選
択
に
向
け
た
、

　入
試
情
報
の
確
認

● 

新
課
程
入
試
の
動
き
の
確
認

● 

大
学
の
研
究
内
容
の
確
認

● 

各
大
学
の
総
合
型
・
学
校
推
薦
型
選
抜
の
情
報
の
収
集

と
対
応
計
画
の
立
案

10月

 

行
事
を
通
し
て
生
徒
の
成
長
を
支
援
● 

行
事
を
通
し
て
学
校
の
求
心
力
を
高
め
る

● 

中
間
考
査
を
利
用
し
た
、
学
習
へ
の
気
持
ち
の
切
り
替
え

 

次
年
度
以
降
の
教
育
課
程
の
検
討

● 

新
課
程
入
試
科
目
を
踏
ま
え
て
自
学
年
の
2
・
3
年
次

及
び
次
の
学
年
以
降
の
教
育
課
程
の
見
直
し

 
11
月
「
ベ
ネ
ッ
セ
総
合
学
力
テ
ス
ト
」

　に向
け
た
指
導

● 

基
礎
学
力
の
定
着
と
、
読
解
力
、
記
述
力
育
成
に
つ
な

が
る
学
習
法
の
指
導

本コーナーはハイスクールオンラインの 〈先⽣
SNS〉のコーナーと連動しています。〈先⽣SNS〉
では詳細の情報・資料をご提供しています。ま
た、先 ⽣ 方 が 直 面される課 題やその解 決 方
法 の 共 有 の 場としてもぜひご 利 用ください。

の
ポ
イ
ン
ト

9月

10月
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７月22日（金）には、第２回となる１学年主任の先
生対象のウェブセミナーを実施しました。「新課程
１期生の１学期の姿を可視化し、２学期以降の学
年運営の工夫に生かす」というテーマで、ウェブセ
ミナーを実施しました。ベネッセ文教総研からは、
2021・22年度のスタディーサポートの全国デー
タを分析し、学力と学習全般において、差異があ
る点を抽出し、新課程１期生の特徴や課題をお伝
えしました。また、それらに向き合い、実践されて
いる高校の先生にご発表もいただきました。

セミナーの内容
１「スタディーサポート」「基礎力診断テスト」の全

体傾向から見る新課程生の姿

２ 実践事例発表：広島県立呉
くれ

三
み

津
つ

田
た

高校
　 「入学当初からの生徒の見取りと学年団での対応」

３ 実践事例発表：長崎県立諫
いさ

早
はや

高校
 　「探究をいかしたキャリア検討会」

４ 生徒の成長を促す学年運営の振り返り：授業
デザイン研究所

「スタディーサポート」「基礎力診断テスト」の全体傾向から新
課程生の姿を分析

藤田奈美
広島県立呉

くれ

三
み

津
つ

田
た

高校　１学年主任

細かな見取りと新たな価値の創造を
可能にする学校文化の醸成

チームの仲間へmessage

１年生が入学して３か月が経ち、早くも１学
期の終わりが見えてきました。

　中学校生活の大半をコロナ禍で過ごした生徒
が入学してくるということに加え、本校では40人
の定員増もあり、新入生の様子が気がかりな中、
４月を迎えました。そのような状況で、１学年団で
は、入学前の中高連携、担任面談、授業や部活動
での観察などを通し、学力面と子どもたちの様子
などの見取りを重ねてきました。
　本校では、生徒の様子は職員室の中で常に情
報共有されており、全教職員で全生徒を見取ると
いう風土があります。また、中学校生活から高校
生活へのスムーズな移行を目指し、本年度から
は、１か月をかけて徐々に学校生活や高校の授
業に慣れるようにしたことや、２年生によるチュー
ター活動、積極的なカウンセリングの実施など、
新たな試みを、各教科・分掌・他学年の協力によ
り、実施しているところです。様々な負担がかかる
中、生徒にかかわってくださる先生方には、感謝
しかありません。
　学年や分掌を超えた細かな見取りや新たな取
り組みが行えるこの土壌は、転勤された先生方を
含め、教職員団により醸成されてきた本校の強み
だと、学年主任になって改めて実感しています。社
会のニーズが多様化する中で、私たち教職員も新
たな価値を創造しなければなりませんし、それは
ともに働く教職員がお互いを尊重し、個としても
チームとしても働ける環境があることで可能にな
ると考えます。１学年主任として、この学年の生徒
をどう育てるかを考えることはもちろんですが、生
徒のためにも、働く場としての学校文化の醸成に、
微力ながら尽力していきたいと考えています。

１
年
２
回
」
を
ご
受
験
予
定
で
あ
る
場
合

は
、
１
年
１
回
か
ら
２
回
に
か
け
て
の
生

徒
個
別
の
変
化
を
特
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
着
目
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
集
団
の
変

化
は
、「
学
力
×
学
習
バ
ラ
ン
ス
」「
学
習

の
４
要
素
の
レ
ベ
ル
」「
学
習
時
間
」「
学

校
生
活
振
り
返
り
」
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◉
行
事
を
通
し
て
生
徒
の
成
長
を
支
援

　
生
徒
自
身
が
行
事
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
は
、
自
分
の
よ
さ
や
強
み
を
見

つ
け
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
そ
の
体

験
が
学
習
意
欲
に
も
結
び
つ
く
よ
う
、
行

事
を
通
じ
て
生
徒
の
成
長
を
支
援
し
て
い

た
だ
け
る
と
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。

◎本ウェブセミナーのアーカイブ動画は、ハイス
クールオンラインで視聴できます。 
ウェブセミナーをご視聴、講演資料をダウンロード
いただけます。ぜひ、ご覧ください。

『ハイスクールオンライン』トップペー
ジ ＞ 指導「新課程」＞ 指導と学習
評価　より、ご覧ください。
https://benesse-hs.jp/ub57a
※ログインには、ハイスクールオンラインの IDが必要です。

第２回「チーム新課程学年主任ウェブセミナー」
（７月22日実施）

アーカイブ配信のご案内
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年
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任
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2022年６月号へのご意見

本誌・ウェブサイトの

読者モニターを募集します

教師も生徒も、「失敗できる」環境が重要
　6 月号の特集「生き生きと働き続ける」の課題整理を読み、確かに教師
間のつながりが以前よりも弱くなってきていると感じた。コロナ禍の影
響で、歓迎会や飲み会などが気軽に行えないことが背景の１つにあると
思うが、そうしたことに頼らなくてもよいコミュニケーションのあり方
について探っていきたいと思った。その意味で、東京都・私立東

ひがし
一
いち

の江
え

幼稚園の「失敗しても大丈夫」と管理職が言い続けるという取り組みに
共感した。教師も生徒も、「失敗できる環境」が重要だと改めて認識した。
ただ、「失敗しても大丈夫」という考え方が、小学校、中学校、高校と、
学校段階が上がっていくに連れて、「失敗はよくない」という考え方にな
る背景には何があるのかを考えていかなければならないとも感じた。

静岡県立吉原工業高校　松山 陸

日常で「事実承認」を実践していきたい
　6 月号の特集「生き生きと働き続ける」では、京都教育大学の片山紀子
教授の記事に大いに共感するとともに、役立った。特に私が実践しよう
と思ったのが、「事実承認」だ。片山教授がアドバイスされていたように、
周りの教師がどのような授業を目指し、どのように生徒とかかわろうと
しているのかをよく見て、その取り組みに対し、仲間として声をかける
ことは、とても大事だ。また、私が日常的に心がけていることだが、困
難なことが起こっても、1 人で悩んだり、重荷を背負ったりしないように、
周りに共有して、助けてもらうことも大切だと改めて感じた。　

和歌山県立橋本高校　寺田順子

「覚えること」にとどまらない学びを探究
　６月号の「主体的・対話的で深い学び 授業実践」で紹介された富山県
立富山北部高校の嘉

か し ま
志摩有

ゆう
希
き

先生の授業実践は、同じ富山県の教師とい
うこともあり、とても励まされた。「歴史の学習が覚えることにとどまっ
てしまっている」という気づきから、生徒に「自分ならどうする？」と
考えさせる工夫をし、歴史を通じて未来を予測する力を育むことに注力
されていることが、素晴らしいと思った。私の担当教科の英語でも、残
念ながら、「単語や文法を覚えれば、それでよい」と思っている生徒がい
るため、嘉志摩先生のように、私自身が探究心を持ち、生徒の深い学び
につなげていきたい。　　　　　　　　　 富山県立中央農業高校　千田なつ紀

２か月かけて就職観を醸成する、新しい視点を得た
　就職希望の生徒に対して、「指導の時間があまりない」「企業に提出す
る書類の記入などに時間がかかる」などの理由から、３年次の７月までに、
志望する企業を決定するよう指導していた。６月号の「クローズアップ！
就職指導」で紹介された三重県立桑名北高校では、求人票の公開から 2
か月かけて生徒の就職観を醸成し、生徒と企業の望ましいマッチングを
行っていた。それはこれまでの私にはなかった視点であり、目から鱗が
落ちるとともに、同校の取り組みは大変参考になった。　

栃木県立日光明峰高校　半田高史

先生方からの
ご意見を
紹介します

10月14日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2022年10月号

　今号が先生方のお手元に届く頃、実は私
は、産休・育休に入っています。東京都が育
休の新名称を「育業」と発表し、話題にもな
りました。VIEW next 編集部は、全国の学校
を取材するため、出張の多い職場です。身
重な私は、長距離の移動が難しく、今号で
は、オンラインで取材するコーナーや、目
次などの製作を担当しました（たくさん出張
に行ってくれた仲間に本当に感謝です！）。
　ウェブサイト『VIEW next ONLINE』の
運営も担当したのですが、先生方はもうご
覧いただいていますでしょうか。スマート
フォンやパソコンで本誌の記事を読めるほ
か、誌面の内容を深掘りしたウェブオリジ
ナル記事や、ウェブ限定のコンテンツもあ
ります。私はしばらく子育てにてんてこ舞
いになりそうですが、自宅で『VIEW next 
ONLINE』を見て、教育情報のキャッチアッ
プだけは続けたいと思っています。（佐塚）

詳しくは、以下にアクセスしてください。
ご応募をお待ちしております。

『VIEW next』高校版
モニター募集
https://view-next.benesse. 
jp/view/web-hs/article10441/

『VIEW next ONLINE』
モニター募集
https://view-next.benesse. 
jp/view/web-all/article01254/
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からスタートする

新 宣
言進路応援

Well-beingを実現するための進路選択

Benesseは、ラテン語のbene（良い、正しい）とesse（生きる）を一語にした造語です。

1990年から、「よく生きる（Well-being）」を企業理念として掲げ、

事業を通してその追求を続けてきました。なかでも、高校生の進路選択は、

これからの社会で「よく生きる（Well-being）」を実現するための一歩目です。
　　

昨今の入試制度の変化や競争の緩和を機に、学力評価だけで進路の可能性を見極めるのではなく、

一人ひとりの生徒が多様な強みを発揮できる進路選択が可能になってきました。

だからこそ、生徒が、「じぶんごと」として将来に向き合い、自分らしさや長所がより活かされる

進路先と出会ってほしい。困難に遭遇しても、自分で乗り越える力を高校時代に身につけてほしい。

そのような願いから、多様な観点で生徒の可能性を見出し、

個の特性に応じた学びと成長を支援するサービスの開発を構想しています。
　　

高校生が、自分の人生の主人公として、学び成長し続ける姿を想い、

私たちは改めて「Well-beingを実現するための進路選択」の応援を宣言します。

2023年はその初年度として、「進路達成プログラム」や「スタディーサポート」「基礎力診断テスト」

など既存の教材・サービスの見直しを行い、上記の宣言に挑戦してまいります。

https://www.bhso.ne.jp
詳細はBenesse High School Onlineをご覧ください。Benesse High School Onlineのご利用には学校ID・ログインコードまたは先生個人ID・パスワードが必要です。
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集  

新
学
習
指
導
要
領
下
の
授
業
改
善
─
真
に
組
織
的
な
取
り
組
み
に
す
る
た
め
の
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
2
年

8
月
号

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

化
学

山
口
県
立
山
口
高
校

石
田
純
一

2022 
August8

異
質
さ
は
力
。

そ
れ
は
思
い
が

同
じ
だ
か
ら

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
校
は
、
地
域
の

専
門
系
高
校
を
再
編
・
統
合
し
て
開
校

し
た
、
6
学
科
を
擁
す
る
総
合
産
業
高
校
で
す
。

各
科
で
は
、
高
い
専
門
性
を
持
つ
産
業
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
の
育
成
を
目
指
し
た
教
育
を
展
開
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、
複
雑
化
す
る
こ
れ
か
ら
の
社

会
で
は
、
専
門
性
と
と
も
に
、
幅
広
い
視
野
を
持

つ
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
彩
な

学
科
を
設
置
す
る
本
校
の
強
み
を
生
か
し
、
学

科
を
超
え
て
生
徒
同
士
が
か
か
わ
り
合
い
な
が

ら
、
多
面
的
に
物
事
を
考
え
ら
れ
る
力
を
育
む

教
育
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
が
学
年
主

任
を
務
め
る
2
学
年
団
で
も
、
複
数
の
学
科
が

共
同
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
実
施
す
る

な
ど
、
新
し
い
挑
戦
を
始
め
て
い
ま
す
。

　学
科
や
教
科
を
超
え
て
教
師
同
士
が
つ
な
が

る
こ
と
は
、本
校
に
限
ら
ず
、す
べ
て
の
学
校
で
、

今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
教
師
同
士
が
つ
な

が
る
過
程
で
は
、
意
見
が
対
立

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
も

よ
く
、
若
い
担
任
の
先
生
と
教

育
活
動
を
練
り
直
し
て
い
く
中

で
、
意
見
が
衝
突
し
、
火
花
を

散
ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
が
専
門
性
を
備
え
、
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
重
ね
て
き
た
教
師

で
す
か
ら
、
私
と
意
見
が
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
る
の
は
当
然
の

こ
と
で
す
。

　し
か
し
、「
生
徒
の
た
め
に
」

と
い
う
思
い
は
同
じ
で
す
。
そ

う
し
た
互
い
の
思
い
を
信
じ
る

こ
と
で
、
私
た
ち
教
師
は
ぶ
つ

か
り
合
い
な
が
ら
も
、
教
育
活

動
を
よ
り
よ
い
も
の
に
し
、
と

も
に
自
分
自
身
を
磨
く
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
次
代
を
担
う

若
い
先
生
た
ち
が
１
人
、
ま
た
１
人
と
、
何
か
を

つ
か
ん
で
く
れ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
何
十
、
何
百
と

い
う
生
徒
に
、
私
た
ち
教
師
の
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
い
く
…
…
、
私
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。

2KVOL3

Abe Kaori 阿
部
か
お
り
先
生

宮
城
県
登と

め米
総
合
産
業
高
校

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
明
る
く

元
気
な
の
が
阿
部
先
生
で
す
。

成
績
が
伸
び
た
生
徒
が
学
年
集
会

で
表
彰
さ
れ
る
時
は
、本
人
以
上
に

阿
部
先
生
が
全
身
で
喜
び
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
学
校
行
事
の
後
は
、

何
人
も
の
生
徒
に
、「
楽
し
か
っ
た
？
」

と
笑
顔
で
話
し
か
け
て
い
ま
す
。
ま

る
で
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
で

す
。
先
日
、
担
任
の
先
生
が
、「
阿
部

先
生
は
常
に
生
徒
の
こ
と
を
１
番
に

考
え
て
い
る
。
自
分
も
阿
部
先
生
に

つ
い
て
い
き
た
い
」と
、私
た
ち
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。先
生
方
全
員
が

生
徒
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る

の
だ
と
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り
、

心
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

あ
べ
・
か
お
り

　教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任

し
て
５
年
目
。
２
学
年
主
任
。
進
路
指
導
部
。

理
科
。

宮
城
県
登
米
総
合
産
業
高
校

　全日
制
／

農
業
科
、機
械
科
、電
気
科
、情
報
技
術
科
、商

業
科
、福
祉
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
４
０

人
／
２
０
２
１
年
度
進
路
実
績（
現
役
の
み
）

４
年
制
大
は
、札
幌
大
、石
巻
専
修
大
、仙
台

大
、東
北
学
院
大
、日
本
大
な
ど
に
延
べ
11
人

が
合
格
。
短
大
・
専
門
学
校
進
学
38
人
。
就
職

1
0
7
人
。

指
導
変
革
の
軌
跡

埼
玉
県
・
私
立

春か

す

か日
部べ

共
栄
中
学
高
校
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